
　六
百
年
を
超
え
る
歴
史
が
あ
る
日

本
が
誇
る
古
典
芸
能
、
能
楽
。
連
綿

と
続
く
伝
統
の
世
界
に
身
を
置
き
、

未
来
を
担
う
能
楽
師
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
の
が
片
山
峻
佑
さ
ん
だ
。

　物
心
つ
い
た
頃
か
ら
稽
古
を
受
け
、

能
は
生
活
の
一
部
だ
っ
た
と
い
う
片
山

さ
ん
。
３
歳
で
初
舞
台
を
踏
ん
だ
後
、

数
々
の
曲
で
子
方
（
子
ど
も
が
演
じ

る
役
）
を
勤
め
て
き
た
。

　「初
舞
台
の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
な
い

の
で
す
が
、
子
ど
も
の
頃
は
緊
張
と
は

無
縁
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
能
の

歴
史
や
、一
つ
一
つ
の
所
作
の
意
味
が

分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
今
の
方
が
緊
張

し
ま
す
ね
」

　日
々
の
稽
古
は
、
大
学
か
ら
帰
っ
た

後
に
始
ま
る
。
父
の
片
山
伸
吾
さ
ん

や
他
の
師
匠
か
ら
指
導
を
受
け
る
以

外
は
、
自
主
稽
古
で
研
鑽
を
積
む
。

技
と
人
間
性
を
磨
き
、

 

一
人
前
の
能
楽
師
に
。

能
の
伝
統
を
継
承
し
、

未
来
へ
つ
な
ぐ
。

片
山
家
は
「
シ
テ
方
」（
主
役
）
を
勤

め
る
が
、
太
鼓
や
小
鼓
な
ど
も
習
う
。

そ
れ
は
、
能
の
世
界
で
は
全
員
で
合
わ

せ
て
稽
古
す
る
機
会
が
一
回
し
か
な

い
か
ら
な
の
だ
と
か
。「
申
し
合
わ
せ
」

と
呼
ば
れ
る
そ
の
一
回
で
、
舞
う
人
、

謡
う
人
、
囃
す
人
の
バ
ラ
ン
ス
を
合
わ

せ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
共
演

す
る
人
た
ち
の
リ
ズ
ム
感
や
、
舞
台
で

の
動
き
を
知
る
た
め
の
稽
古
が
欠
か
せ

な
い
。

　今
は
全
て
の
稽
古
が
楽
し
い
と
充

実
感
を
に
じ
ま
せ
る
片
山
さ
ん
に
、

能
の
や
り
が
い
を
聞
い
て
み
る
と
「
何

百
年
も
前
の
作
品
を
演
じ
る
こ
と
が

で
き
る
と
こ
ろ
」
と
答
え
て
く
れ
た
。

古
語
や
節
回
し
は
難
し
い
が
、
そ
れ

が
少
し
ず
つ
体
に
馴
染
ん
で
い
く
感
覚

が
楽
し
い
の
だ
と
い
う
。

　「父
や
師
匠
も
含
め
、
先
輩
能
楽

師
た
ち
が
紡
い
で
き
た
歴
史
と
伝
統

を
現
代
に
つ
な
ぐ
。
自
分
も
そ
の
一

端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
は
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
感
じ
て
い
ま
す
」

　幼
少
期
か
ら
能
に
打
ち
込
ん
で
き

た
片
山
さ
ん
に
は
、
そ
の
表
現
の
仕

方
や
所
作
の
奥
深
さ
を
、
ス
ポ
ー
ツ

科
学
の
視
点
か
ら
探
求
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
部
に
進
学
し
た
片
山
さ
ん
は
今
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
な
が

ら
、
生
理
学
を
学
ん
で
い
る
。

　「能
と
は
全
く
異
な
る
価
値
観
や
体

の
動
か
し
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

が
面
白
い
で
す
ね
。
学
部
に
は
能
を
よ

く
知
ら
な
い
友
人
も
多
い
の
で
、
ま
ず

は
実
際
に
僕
の
舞
台
を
観
て
も
ら
っ

て
、
能
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
け
れ
ば

と
思
って
い
ま
す
」

　今
後
は
、
緊
張
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
能
と
ス

ポ
ー
ツ
両
方
の
視
点
か
ら
研
究
し
た

い
と
片
山
さ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
知

識
を
能
楽
に
還
元
し
、
自
身
の
芸
を

さ
ら
に
磨
い
て
い
く
。
そ
の
先
に
あ
る
、

一
人
前
の
能
楽
師
に
な
る
、
と
い
う
目

標
に
向
かって
。

３歳の初舞台、仕舞「猩々」の様子。

M
y 

Pu
r
p
o
s
e

挑
戦
す
る
人

幼少期より祖父・父の稽古
を受ける。３歳の時、仕舞
「猩々」にて初舞台を踏む。
小学生の頃から12年間続
けたラグビーで培った体
幹や体力を活かした、躍動
感のある舞を得意として
いる。趣味はサッカーや
野球などのスポーツ観戦。

片山 峻佑さん
しゅんすけかたやま
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同志社は2 0 2 5 年、創立1 5 0周年

　　　　  年の
歴史をたどる
「温故知新」。未来

への挑戦の指針

を学びとるべく、積み重ねてきた歴史をたどる。同志社は新島襄を

中心に、幾多の困難を乗り越え、志を同じくする人々の祈りの中から

誕生しました。「150年の歴史をたどる」第8回は、『Doshisha 

College Song』をはじめとする、学生たちの心を一つに結んできた

「同志社のうた」を紹介します。

♯8

お知らせ
「ONE PURPOSE」 は在学生・卒業生の皆さんとのコミュニケーションを図ることを
目的として発行しています。同志社大学の最新情報は随時ホームページでお知らせ
しております。ぜひご覧ください。　　　　　　　▶ https://www.doshisha.ac.jp/

卒業生の住所変更、発送停止を希望される場合の連絡先は以下にお願いします。
校友課 TEL：075-251-3009   MAIL：ji-koyu@mail.doshisha.ac.jp

150 同志社の
うた

ト
ル
に
も
な
って
い
る「O

ne purpose

」で
始
ま
る
あ
の
歌
で
す
。

　
そ
の
後
も
同
志
社
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
歌
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

創
立
60
周
年
の
1
9
3
5
年
に
は
、作
詞：北
原
白
秋
、作
曲：山
田

耕
筰
と
い
う
稀
代
の
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て『
同
志
社
大
学
歌
』

が
、校
友
の
湯
浅
半
月
作
詞
、大
中
寅
二
作
曲
の『
同
志
社
校
歌
』が
、

そ
れ
ぞ
れ
誕
生
し
ま
し
た
。さ
ら
に
創
立
80
周
年
時
に
は『
同
志
社
讃

歌
』が
、90
周
年
時
に
は『
集
え
若
人
』が
、1
0
0
周
年
時
に
は『
祝

歌
』が
作
成
さ
れ
、発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。同
志
社
中
学・高
校
、同
志

社
女
子
中
学
・
高
校
の
音
楽
教
材
に
も
な
っ
て
い
る『
同
志
社
歌
集
』

（
同
志
社
歌
集
編
集
委
員
会
）を
繙
く
と
、こ
れ
ら
の
歌
に
加
え
、応

援
歌
や
部
歌
、寮
歌
な
ど
数
十
曲
が
採
譜
さ
れ
て
い
て
、同
志
社
が
い

か
に
音
楽
に
満
ち
た
学
園
で
あ
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　
か
つ
て
は
入
学
式
で
C
D
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、ソ
ノ
シ
ー
ト
な

ど
が
配
布
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
や
合
宿
、公
式
・
非
公
式
を
問

わ
ず
学
生
や
卒
業
生
の
集
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
に「
歌
う

同
志
社
」の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。1
9
7
0
年
代
、学
生
運
動
の
高

揚
の
中
で
同
志
社
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
バ
リ
ケ
ー
ド
が
築
か
れ
ま

す
。そ
こ
は『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』か『
ワ
ル
シ
ャ
ワ
労
働
歌
』が

歌
わ
れ
る
場
面
な
の
で
す
が
、う
っ
か
り「O

ne purpose
〜
」と

歌
い
始
め
る
学
生
が
い
て
、な
ぜ
か
違
和
感
な
く
響
い
た
、と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。団
結
し
て
闘
お
う
と
す
る
者
た
ち
の
志

と
平
仄
が
あ
っ
て
い
た
、と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
し
て
、創
立
1
5
0
周
年
。オ
リ
ジ
ナ
ル
賛
美
歌『
主
の
道

を
行
こ
う
』（
作
詞
：
堀
之
内
涼〈
同
志
社
大
学
商
学
部
２
年
次

生
＝
当
時
＝
〉・
作
曲
：
成
田
和
子〈
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学

部
音
楽
学
科
特
任
教
授
〉）が
生
ま
れ
ま
し
た
。歌
い
継
が
れ
る
も

の
、新
し
く
響
き
始
め
る
も
の
。同
志
社
の
歴
史
を
彩
る
数
々
の
ア

ン
セ
ム
は
、今
は
Y
o
u 

T
u
b
e
な
ど
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム・メ
レ
ル・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

滋
賀

県
立
商
業
学
校（
現
・八
幡
商
業
高
等
学
校
）の
英
語
教
師
と
し
て

赴
任
す
る
た
め
に
、1
9
0
5
年
2
月
2
日
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
や
っ

て
来
た
弱
冠
24
歳
の
青
年
。若
く
て
気
さ
く
な
彼
は
多
大
な
人
気

を
集
め
、バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
を
開
い
て
伝
道
活
動
に
注
力
し
ま
す
。

　
着
任
し
た
10
日
後
、彼
は
、同
志
社
を
訪
れ
て
い
ま
す
。「
日
本
に

関
す
る
私
の
知
識
と
申
せ
ば
同
志
社
とJo

sep
h
 H
ard

y 

N
eesim

a

と
だ
け
で
し
た
」（『
同
志
社
ソ
ン
グ
と
作
詞
事
情
』

1
9
5
7
年
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
談
・
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）と

い
う
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
を
、同
志
社
の
教
師
や
生
徒
・
学
生
た
ち
は
、志
を

同
じ
く
す
る
者
と
し
て
歓
待
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
の
2
年
後
、

英
語
教
師
の
職
を
解
か
れ
な
が
ら
も
近
江
八
幡
の
地
に
留
ま
っ
て

伝
道
を
続
け
る
こ
と
を
決
意
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
、同
志
社
は
校
歌

の
作
詞
を
依
頼
し
ま
す
。そ
れ
が
、1
9
0
8
年
に
完
成
し
、今
日
ま

で
歌
い
継
が
れ
る『D

oshisha C
ollege Song

』、本
誌
の
タ
イ

歌
う
同
志
社

1
5
0
年
の
ア
ン
セ
ム

INDEX

02　150年の歴史をたどる　#8 同志社のうた

04　巻頭企画［リーダーに訊く］　ダイキン工業株式会社
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上）1934年開催の「第2回救世主演
奏会」。壇上に立つのは指揮
のクラップ先生

下）『同志社大学歌』の作曲者・山田
耕筰が、自ら栄光館で学生に
歌唱指導

同志社グリークラブ
60周年記念誌より

伝統の「同立戦」
（硬式野球）より。應
援団が伝統の応援
歌を演奏し、スタジ
アムを沸かせます

◀ CHECK
左記コードにて
特別ムービーを
視聴いただけます。

『同志社ソングと作詞事情』には、
「One purpose」に込めた想いが
綴られている。1番と4番を歌う
伝統は、ヴォーリズの「世界同胞の
ために」という願いに由来

『Doshisha College Song』の歌詞に
ついて、同志社女子大学 児玉実英名誉
教授が解説していますので、ぜひご参照
ください

学校法人同志社創立150周年を記念
して生まれた同志社オリジナル賛美歌
『主の道を行こう』は右記コードより視聴
いただけます

ひ
も
と

ひ
ょ
う
そ
く

ヴォーリズの直筆サイン
が入った『Doshisha 
College Song』の譜面

0203｜同志社大学通信
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同志社は2 0 2 5 年、創立1 5 0周年

　　　　  年の
歴史をたどる
「温故知新」。未来

への挑戦の指針

を学びとるべく、積み重ねてきた歴史をたどる。同志社は新島襄を

中心に、幾多の困難を乗り越え、志を同じくする人々の祈りの中から

誕生しました。「150年の歴史をたどる」第8回は、『Doshisha 

College Song』をはじめとする、学生たちの心を一つに結んできた

「同志社のうた」を紹介します。
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お知らせ
「ONE PURPOSE」 は在学生・卒業生の皆さんとのコミュニケーションを図ることを
目的として発行しています。同志社大学の最新情報は随時ホームページでお知らせ
しております。ぜひご覧ください。　　　　　　　▶ https://www.doshisha.ac.jp/
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150 同志社の
うた

ト
ル
に
も
な
って
い
る「O

ne purpose

」で
始
ま
る
あ
の
歌
で
す
。

　
そ
の
後
も
同
志
社
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
歌
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

創
立
60
周
年
の
1
9
3
5
年
に
は
、作
詞：北
原
白
秋
、作
曲：山
田

耕
筰
と
い
う
稀
代
の
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て『
同
志
社
大
学
歌
』

が
、校
友
の
湯
浅
半
月
作
詞
、大
中
寅
二
作
曲
の『
同
志
社
校
歌
』が
、

そ
れ
ぞ
れ
誕
生
し
ま
し
た
。さ
ら
に
創
立
80
周
年
時
に
は『
同
志
社
讃

歌
』が
、90
周
年
時
に
は『
集
え
若
人
』が
、1
0
0
周
年
時
に
は『
祝

歌
』が
作
成
さ
れ
、発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。同
志
社
中
学・高
校
、同
志

社
女
子
中
学
・
高
校
の
音
楽
教
材
に
も
な
っ
て
い
る『
同
志
社
歌
集
』

（
同
志
社
歌
集
編
集
委
員
会
）を
繙
く
と
、こ
れ
ら
の
歌
に
加
え
、応

援
歌
や
部
歌
、寮
歌
な
ど
数
十
曲
が
採
譜
さ
れ
て
い
て
、同
志
社
が
い

か
に
音
楽
に
満
ち
た
学
園
で
あ
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　
か
つ
て
は
入
学
式
で
C
D
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、ソ
ノ
シ
ー
ト
な

ど
が
配
布
さ
れ
、ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
や
合
宿
、公
式
・
非
公
式
を
問

わ
ず
学
生
や
卒
業
生
の
集
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
に「
歌
う

同
志
社
」の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。1
9
7
0
年
代
、学
生
運
動
の
高

揚
の
中
で
同
志
社
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
バ
リ
ケ
ー
ド
が
築
か
れ
ま

す
。そ
こ
は『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』か『
ワ
ル
シ
ャ
ワ
労
働
歌
』が

歌
わ
れ
る
場
面
な
の
で
す
が
、う
っ
か
り「O

ne purpose

〜
」と

歌
い
始
め
る
学
生
が
い
て
、な
ぜ
か
違
和
感
な
く
響
い
た
、と
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。団
結
し
て
闘
お
う
と
す
る
者
た
ち
の
志

と
平
仄
が
あ
っ
て
い
た
、と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
し
て
、創
立
1
5
0
周
年
。オ
リ
ジ
ナ
ル
賛
美
歌『
主
の
道

を
行
こ
う
』（
作
詞
：
堀
之
内
涼〈
同
志
社
大
学
商
学
部
２
年
次

生
＝
当
時
＝
〉・
作
曲
：
成
田
和
子〈
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学

部
音
楽
学
科
特
任
教
授
〉）が
生
ま
れ
ま
し
た
。歌
い
継
が
れ
る
も

の
、新
し
く
響
き
始
め
る
も
の
。同
志
社
の
歴
史
を
彩
る
数
々
の
ア

ン
セ
ム
は
、今
は
Y
o
u 

T
u
b
e
な
ど
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム・メ
レ
ル・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

滋
賀

県
立
商
業
学
校（
現
・八
幡
商
業
高
等
学
校
）の
英
語
教
師
と
し
て

赴
任
す
る
た
め
に
、1
9
0
5
年
2
月
2
日
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
や
っ

て
来
た
弱
冠
24
歳
の
青
年
。若
く
て
気
さ
く
な
彼
は
多
大
な
人
気

を
集
め
、バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
を
開
い
て
伝
道
活
動
に
注
力
し
ま
す
。

　
着
任
し
た
10
日
後
、彼
は
、同
志
社
を
訪
れ
て
い
ま
す
。「
日
本
に

関
す
る
私
の
知
識
と
申
せ
ば
同
志
社
とJo

sep
h
 H
ard

y 

N
eesim

a

と
だ
け
で
し
た
」（『
同
志
社
ソ
ン
グ
と
作
詞
事
情
』

1
9
5
7
年
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
談
・
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）と

い
う
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
を
、同
志
社
の
教
師
や
生
徒
・
学
生
た
ち
は
、志
を

同
じ
く
す
る
者
と
し
て
歓
待
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
の
2
年
後
、

英
語
教
師
の
職
を
解
か
れ
な
が
ら
も
近
江
八
幡
の
地
に
留
ま
っ
て

伝
道
を
続
け
る
こ
と
を
決
意
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
、同
志
社
は
校
歌

の
作
詞
を
依
頼
し
ま
す
。そ
れ
が
、1
9
0
8
年
に
完
成
し
、今
日
ま

で
歌
い
継
が
れ
る『D

oshisha C
ollege Song

』、本
誌
の
タ
イ

歌
う
同
志
社

1
5
0
年
の
ア
ン
セ
ム

INDEX

02　150年の歴史をたどる　#8 同志社のうた

04　巻頭企画［リーダーに訊く］　ダイキン工業株式会社
　　 代表取締役社長 兼 COO　竹中 直文さん

08　研究の最前線　生命医科学部　医工学科　渡辺 公貴教授

10　DOSHISHA DNA　
　　 サントリーコーポレートビジネス株式会社　東條 こみちさん

12　突破する学生たち

14　データでみる同大生の 2024年度 就職状況

16　2025年度 大学予算

17　2024年度 大学決算

18　ゼミで学ぶ 魅力を語る

20　本学教員の執筆図書紹介

21　同志社人訪問　ラパントラック合同会社
　　 代表・脚本家　内海 照子さん

24　My Purpose 挑戦する人　片山 峻佑さん（スポーツ健康科学部 3年次生）

上）1934年開催の「第2回救世主演
奏会」。壇上に立つのは指揮
のクラップ先生

下）『同志社大学歌』の作曲者・山田
耕筰が、自ら栄光館で学生に
歌唱指導

同志社グリークラブ
60周年記念誌より

伝統の「同立戦」
（硬式野球）より。應
援團が伝統の応援
歌を演奏し、スタジ
アムを沸かせます

◀ CHECK
左記コードにて
特別ムービーを
視聴いただけます。

『同志社ソングと作詞事情』には、
「One purpose」に込めた想いが
綴られている。1番と4番を歌う
伝統は、ヴォーリズの「世界同胞の
ために」という願いに由来

『Doshisha College Song』の歌詞に
ついて、同志社女子大学 児玉実英名誉
教授が解説していますので、ぜひご参照
ください

学校法人同志社創立150周年を記念
して生まれた同志社オリジナル賛美歌
『主の道を行こう』は右記コードより視聴
いただけます

ひ
も
と

ひ
ょ
う
そ
く

ヴォーリズの直筆サイン
が入った『Doshisha 
College Song』の譜面

0203｜同志社大学通信
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05｜同志社大学通信 04

４月に開幕した大阪・関西万博は、未来社会を展望するとともに、世界との交流拠点と
なり、日々新しい出会いと発見で盛り上がりを見せています。地球的な気候変動、混沌
として先の見通せない世界情勢の中で、「いのち」をテーマに展開される万博が日本、
それも関西で開かれることには大きな意義があると思われます。様 な々形で万博に関
わるとともに、「万博後」を思い描く学生やＯＢ、本学教員を紹介します。

　
大
阪
・
関
西
万
博
で
人
気
を
集
め
て
い
る
の
が
、ダ
イ
キ
ン
工
業
と

サ
ン
ト
リ
ー
に
よ
る
水
上
シ
ョ
ー「
ア
オ
と
夜
の
虹
の
パ
レ
ー
ド
」

だ
。ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ザ
内
の
約
８
８
０
０
平
方
㍍
を
巨
大
な
舞
台

に
見
立
て
、映
像
が
浮
か
び
上
が
る
オ
ブ
ジ
ェ
と
約
３
０
０
基
の
噴

水
を
設
置
。レ
ー
ザ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
、音
響
を

駆
使
し
、「
空
気
」と「
水
」を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ョ
ー
を
日
没
後
に

２
回
、繰
り
広
げ
る
。「
リ
ア
ル
で
し
か
体
験
で
き
な
い
感
動
を
通
じ
て
、

い
の
ち
の
源
で
あ
る
水
と
空
気
の
大
切
さ
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

し
て
ほ
し
い
」と
竹
中
さ
ん
は
語
る
。

未
来
技
術
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
体
験
を

　
水
上
シ
ョ
ー
は
先
進
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
展
示
す
る「
未
来
社

会
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」の
一
環
で
、ダ
イ
キ
ン
工
業
は
同
事
業
の
プ
ラ
チ

ナ
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。大
阪
発
の
企
業
と
し
て
、万
博
へ
の
協
力
を
す

ぐ
に
決
め
た
と
い
う
。

　「
真
っ
先
に
頭
に
浮
か
べ
た
の
は
、自
社
な
ら
で
は
の
未
来
技
術

で
、お
客
様
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
こ
と
で
す
。私
自
身
、小
学
１
年

生
だ
っ
た
１
９
７
０
年
に
大
阪
万
博
へ
行
き
、未
来
の
技
術
に
感
動

し
て
技
術
者
を
志
し
ま
し
た
。今
回
の
万
博
が
人
々
の
夢
や
可
能

性
を
広
げ
、持
続
可
能
な
未
来
の
創
造
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
す

き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
。ま
た
、万
博
に
関
わ
っ
て
関
西
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
は
、育
て
て
い
た
だ
い
た
地
元
へ
の
恩
返
し
に
も
な
る
。

そ
う
考
え
た
の
で
す
」

　
空
調
機
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、「
空
気
が
可
能
に
す
る
未
来
の
姿
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ア
イ
デ
ア
を
出
す
よ
う
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、若

手
の
研
究
開
発
技
術
者
30
人
ほ
ど
か
ら
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
万
博

は
、技
術
者
が
夢
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
機
会
で
も
あ
る
の
だ
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。当
時
常
務
だ
っ
た
私
も
入
り
、様
々
な
部
署
が

一
体
と
な
っ
て
議
論
を
重
ね
ま
し
た
」と
、竹
中
さ
ん
は
楽
し
そ
う

に
振
り
返
る
。

　
そ
ん
な
折
、サ
ン
ト
リ
ー
か
ら
共
創
を
呼
び
か
け
ら
れ
、「
水
も

空
気
も
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。貴
重
な
財

産
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
企
業
と
し
て
一
緒
に
や
ろ
う
」と
意
気
投
合
。

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、技
術
を
前
面

に
出
す
の
で
は
な
く
、新
た
な
価
値
の
創
造
に
取
り
組
む
企
業
姿
勢

を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、シ
ョ
ー
を
ベ
ー
ス
に
行
う
こ
と
に
し
た
。

　「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
風
土
や
価
値
観
が
合
っ

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。共
に
日
本
を
代
表
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
と
し
て
、い
い
加
減
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
、細
部
ま
で
こ
だ

竹中 直文さん
　1986年、同志社大工学部電気工学科卒。同年、ダイキン工業に入社し、業
務用空調の企画・開発に携わる。2012年に専任役員に就任。常務執行役員
人事・総務担当、専務執行役員などを歴任し、24年から現職。社が掲げる「人
を基軸におく経営」を体現すべく、現場で直接議論し、共感と納得を得ること
をモットーに、世界中に10万人を超す社員を抱えるグローバル企業のかじ
取りを行う。座右の銘は「自然体」。趣味は宝塚歌劇やミュージカル鑑賞。

ダイキン工業株式会社　代表取締役社長兼ＣＯＯ
た け な か  な お ふ み

わ
っ
て
内
容
を
考
え
ま
し
た
」。説
明
調
に
な
ら
ず「
空
気
」を
感
じ

て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、主
人
公
を
ど
ん
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
す
れ
ば
多
く
の
人
の
共
感
を
得
ら
れ
る
の
か

ー
。議
論
で

は
、若
手
社
員
が
役
員
相
手
に
も
臆
せ
ず
自
分
の
意
見
を
言
い
、ダ

メ
出
し
を
し
て
も
食
い
下
が
っ
て
き
た
。か
ん
か
ん
が
く
が
く

侃
侃
諤
諤
の
議
論
を
ベ
ー
ス

に
し
た「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
の
組
織
運
営
」が
根
付
い
て
い
る
こ

と
を
頼
も
し
く
感
じ
た
と
い
う
竹
中
さ
ん
は
、「
運
営
を
含
め
、水
上

シ
ョ
ー
は
今
も
進
化
中
で
す
」と
笑
っ
て
見
せ
る
。

巻頭企画　［リーダーに訊く］ 「ダイキン工業株式会社」

空
気
に
新
し
い
価
値
を
創
造

万
博
で
見
せ
る
挑
戦
と
共
創

Doshisha meets 
EXPO 2025.
つくる、ということの未来へ。

Doshisha meets 
EXPO 2025.
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05｜同志社大学通信 04

４月に開幕した大阪・関西万博は、未来社会を展望するとともに、世界との交流拠点と
なり、日々新しい出会いと発見で盛り上がりを見せています。地球的な気候変動、混沌
として先の見通せない世界情勢の中で、「いのち」をテーマに展開される万博が日本、
それも関西で開かれることには大きな意義があると思われます。様 な々形で万博に関
わるとともに、「万博後」を思い描く学生やＯＢ・ＯＧ、本学教員を紹介します。

　
大
阪
・
関
西
万
博
で
人
気
を
集
め
て
い
る
の
が
、ダ
イ
キ
ン
工
業
と

サ
ン
ト
リ
ー
に
よ
る
水
上
シ
ョ
ー「
ア
オ
と
夜
の
虹
の
パ
レ
ー
ド
」

だ
。ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ラ
ザ
内
の
約
８
８
０
０
平
方
㍍
を
巨
大
な
舞
台

に
見
立
て
、映
像
が
浮
か
び
上
が
る
オ
ブ
ジ
ェ
と
約
３
０
０
基
の
噴

水
を
設
置
。レ
ー
ザ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
、音
響
を

駆
使
し
、「
空
気
」と「
水
」を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ョ
ー
を
日
没
後
に

２
回
、繰
り
広
げ
る
。「
リ
ア
ル
で
し
か
体
験
で
き
な
い
感
動
を
通
じ
て
、

い
の
ち
の
源
で
あ
る
水
と
空
気
の
大
切
さ
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

し
て
ほ
し
い
」と
竹
中
さ
ん
は
語
る
。

未
来
技
術
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
体
験
を

　
水
上
シ
ョ
ー
は
先
進
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
展
示
す
る「
未
来
社

会
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」の
一
環
で
、ダ
イ
キ
ン
工
業
は
同
事
業
の
プ
ラ
チ

ナ
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。大
阪
発
の
企
業
と
し
て
、万
博
へ
の
協
力
を
す

ぐ
に
決
め
た
と
い
う
。

　「
真
っ
先
に
頭
に
浮
か
べ
た
の
は
、自
社
な
ら
で
は
の
未
来
技
術

で
、お
客
様
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
こ
と
で
す
。私
自
身
、小
学
１
年

生
だ
っ
た
１
９
７
０
年
に
大
阪
万
博
へ
行
き
、未
来
の
技
術
に
感
動

し
て
技
術
者
を
志
し
ま
し
た
。今
回
の
万
博
が
人
々
の
夢
や
可
能

性
を
広
げ
、持
続
可
能
な
未
来
の
創
造
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
す

き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
。ま
た
、万
博
に
関
わ
っ
て
関
西
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
は
、育
て
て
い
た
だ
い
た
地
元
へ
の
恩
返
し
に
も
な
る
。

そ
う
考
え
た
の
で
す
」

　
空
調
機
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、「
空
気
が
可
能
に
す
る
未
来
の
姿
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ア
イ
デ
ア
を
出
す
よ
う
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、若

手
の
研
究
開
発
技
術
者
30
人
ほ
ど
か
ら
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
万
博

は
、技
術
者
が
夢
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
機
会
で
も
あ
る
の
だ
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。当
時
常
務
だ
っ
た
私
も
入
り
、様
々
な
部
署
が

一
体
と
な
っ
て
議
論
を
重
ね
ま
し
た
」と
、竹
中
さ
ん
は
楽
し
そ
う

に
振
り
返
る
。

　
そ
ん
な
折
、サ
ン
ト
リ
ー
か
ら
共
創
を
呼
び
か
け
ら
れ
、「
水
も

空
気
も
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。貴
重
な
財

産
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
企
業
と
し
て
一
緒
に
や
ろ
う
」と
意
気
投
合
。

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、技
術
を
前
面

に
出
す
の
で
は
な
く
、新
た
な
価
値
の
創
造
に
取
り
組
む
企
業
姿
勢

を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、シ
ョ
ー
を
ベ
ー
ス
に
行
う
こ
と
に
し
た
。

　「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
風
土
や
価
値
観
が
合
っ

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。共
に
日
本
を
代
表
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
と
し
て
、い
い
加
減
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
、細
部
ま
で
こ
だ

竹中 直文さん
　1986年、同志社大工学部電気工学科卒。同年、ダイキン工業に入社し、業
務用空調の企画・開発に携わる。2012年に専任役員に就任。常務執行役員
人事・総務担当、専務執行役員などを歴任し、24年から現職。社が掲げる「人
を基軸におく経営」を体現すべく、現場で直接議論し、共感と納得を得ること
をモットーに、世界中に10万人を超す社員を抱えるグローバル企業のかじ
取りを行う。座右の銘は「自然体」。趣味は宝塚歌劇やミュージカル鑑賞。

ダイキン工業株式会社　代表取締役社長兼ＣＯＯ
た け な か  な お ふ み

わ
っ
て
内
容
を
考
え
ま
し
た
」。説
明
調
に
な
ら
ず「
空
気
」を
感
じ

て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、主
人
公
を
ど
ん
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
す
れ
ば
多
く
の
人
の
共
感
を
得
ら
れ
る
の
か

ー
。議
論
で

は
、若
手
社
員
が
役
員
相
手
に
も
臆
せ
ず
自
分
の
意
見
を
言
い
、ダ

メ
出
し
を
し
て
も
食
い
下
が
っ
て
き
た
。か
ん
か
ん
が
く
が
く

侃
侃
諤
諤
の
議
論
を
ベ
ー
ス

に
し
た「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
の
組
織
運
営
」が
根
付
い
て
い
る
こ

と
を
頼
も
し
く
感
じ
た
と
い
う
竹
中
さ
ん
は
、「
運
営
を
含
め
、水
上

シ
ョ
ー
は
今
も
進
化
中
で
す
」と
笑
っ
て
見
せ
る
。

巻頭企画　［リーダーに訊く］ 「ダイキン工業株式会社」

空
気
に
新
し
い
価
値
を
創
造

万
博
で
見
せ
る
挑
戦
と
共
創

Doshisha meets 
EXPO 2025.
つくる、ということの未来へ。

Doshisha meets 
EXPO 2025.
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新
技
術
に
挑
戦
、万
博
後
へ
つ
な
ぐ

未
来
技
術
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
体
験
を

　
水
上
シ
ョ
ー
は
先
進
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
展
示
す
る「
未
来
社

会
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」の
一
環
で
、ダ
イ
キ
ン
工
業
は
同
事
業
の
プ
ラ
チ

ナ
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。大
阪
発
の
企
業
と
し
て
、万
博
へ
の
協
力
を
す

ぐ
に
決
め
た
と
い
う
。

　「
真
っ
先
に
頭
に
浮
か
べ
た
の
は
、自
社
な
ら
で
は
の
未
来
技
術

で
、お
客
様
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
こ
と
で
す
。私
自
身
、小
学
１
年

生
だ
っ
た
１
９
７
０
年
に
大
阪
万
博
へ
行
き
、未
来
の
技
術
に
感
動

し
て
技
術
者
を
志
し
ま
し
た
。今
回
の
万
博
が
人
々
の
夢
や
可
能

性
を
広
げ
、持
続
可
能
な
未
来
の
創
造
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
す

き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
。ま
た
、万
博
に
関
わ
っ
て
関
西
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
は
、育
て
て
い
た
だ
い
た
地
元
へ
の
恩
返
し
に
も
な
る
。

そ
う
考
え
た
の
で
す
」

　
空
調
機
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、「
空
気
が
可
能
に
す
る
未
来
の
姿
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ア
イ
デ
ア
を
出
す
よ
う
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、若

手
の
研
究
開
発
技
術
者
30
人
ほ
ど
か
ら
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
万
博

は
、技
術
者
が
夢
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
機
会
で
も
あ
る
の
だ
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。当
時
常
務
だ
っ
た
私
も
入
り
、様
々
な
部
署
が

一
体
と
な
っ
て
議
論
を
重
ね
ま
し
た
」と
、竹
中
さ
ん
は
楽
し
そ
う

に
振
り
返
る
。

　
そ
ん
な
折
、サ
ン
ト
リ
ー
か
ら
共
創
を
呼
び
か
け
ら
れ
、「
水
も

空
気
も
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。貴
重
な
財

産
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
企
業
と
し
て
一
緒
に
や
ろ
う
」と
意
気
投
合
。

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、技
術
を
前
面

に
出
す
の
で
は
な
く
、新
た
な
価
値
の
創
造
に
取
り
組
む
企
業
姿
勢

を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、シ
ョ
ー
を
ベ
ー
ス
に
行
う
こ
と
に
し
た
。

　「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
風
土
や
価
値
観
が
合
っ

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。共
に
日
本
を
代
表
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
と
し
て
、い
い
加
減
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
、細
部
ま
で
こ
だ

わ
っ
て
内
容
を
考
え
ま
し
た
」。説
明
調
に
な
ら
ず「
空
気
」を
感
じ

て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、主
人
公
を
ど
ん
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
す
れ
ば
多
く
の
人
の
共
感
を
得
ら
れ
る
の
か

ー
。議
論
で

は
、若
手
社
員
が
役
員
相
手
に
も
臆
せ
ず
自
分
の
意
見
を
言
い
、ダ

メ
出
し
を
し
て
も
食
い
下
が
っ
て
き
た
。か
ん
か
ん
が
く
が
く

侃
侃
諤
諤
の
議
論
を
ベ
ー
ス

に
し
た「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
の
組
織
運
営
」が
根
付
い
て
い
る
こ

と
を
頼
も
し
く
感
じ
た
と
い
う
竹
中
さ
ん
は
、「
運
営
を
含
め
、水
上

シ
ョ
ー
は
今
も
進
化
中
で
す
」と
笑
っ
て
見
せ
る
。

↓

　
水
上
シ
ョ
ー
は
趣
向
を
変
え
て
昼
間
も
行
っ
て
お
り
、約
３
０
０

基
の
噴
水
を
操
る
壮
大
な
体
験
が
出
来
る
観
客
参
加
型
イ
ベ
ン
ト

「
水
と
空
気
の
マ
ジ
カ
ル
ダ
ン
ス
」は
、最
大
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ（
双

方
向
的
）な
噴
水
設
備
と
し
て
ギ
ネ
ス
世
界
記
録（
T
M
）に
認
定
さ

れ
た
。「
全
く
違
う
業
種
が
一
つ
の
目
的
、一
つ
の
価
値
観
に
基
づ
い
て

新
し
い
も
の
を
生
む
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

社
会
・
経
済
・
暮
ら
し
と
い
う
も
の
を
提
供
し
て
い
く
の
は

１
社
で
は
難
し
く
、万
博
を
機
に
共
創
で
き
た
こ
と
は
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
竹
中
さ
ん
は
語
る
。

　
ま
た
、技
術
力
を
打
ち
出
し
て「
空
気
の
新
し
い
価
値
」

を
提
案
し
て
い
る
の
が
、や
は
り
サ
ン
ト
リ
ー
と
共
同
運

営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン「
水
空 

S
U
I
K
U
U
」で
の
試
み

だ
。換
気
性
能
に
優
れ
た
新
空
調
シ
ス
テ
ム
を
ホ
ー
ル
に

設
置
。東
京
大
学
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
、個
室
で
は
壁

面
に
高
原
の
景
色
を
映
し
出
し
、温
度
、湿
度
、気
流
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、実
際
に
高
原
で
食
事
を
し
て
い

る
か
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
。さ
ら
に
、大
阪

大
学
と
の
共
同
研
究
で
目
に
見
え
な
い
空
気
環
境
の
可
視

化
に
挑
み
、屋
内
外
の
温
度
や
湿
度
な
ど
空
気
の
状
態

を
、生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
絵
画
で
表
現
す
る「
未
来
の
温
度

計
」も
設
置
し
た
。

　「
冷
や
す
・
温
め
る
と
い
う
ハ
ー
ド
を
提
供
す
る
の
で
は

な
く
、最
も
食
事
が
お
い
し
く
な
る
、あ
る
い
は
会
話
が
弾

む『
空
間
』を
提
供
し
よ
う
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。あ
り

が
た
い
こ
と
に
、万
博
後
も
こ
う
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営

し
た
い
と
い
う
声
を
幾
つ
か
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
後
、

価
値
化
し
た
空
気
を
レ
ス
ト
ラ
ン
や
学
校
、病
院
な
ど
市

07｜同志社大学通信

巻頭企画　［リーダーに訊く］ 「ダイキン工業株式会社」

万
博
で
の
経
験
を
成
長
の
糧
に

　
竹
中
さ
ん
は
ダ
イ
キ
ン
工
業
が
創
業
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
２
０

２
４
年
、社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ（
最
高
執
行
責
任
者
）に
就
任
し
た
。１
９

２
４
年
、難
波
の
町
工
場
で
15
人
の
従
業
員
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
同
社
は
、

こ
の
１
０
０
年
間
で
１
７
０
以
上
の
国
・
地
域
で
事
業
を
展
開
し
10
万

人
以
上
が
働
く
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
成
長
し
た
。「
売
上
高
４
兆
円

超
の
う
ち
海
外
比
率
が
83
％
を
占
め
、従
業
員
も
85
％
が
外
国
籍

で
す
。2
0
2
3
年
に
は
定
年
を
延
長
し
、若
者
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。一
人
一
人
の
個
性
を
生
か
し
な

が
ら
、独
自
性
を
持
っ
た
も
の
を
つ
く
り
出
せ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

（
多
様
性
）を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」

　
新
た
に
策
定
し
た
経
営
理
念
で
は
、「
人
の
力
で
、豊
か
な
未
来
を

追
求
す
る
」と
、企
業
と
し
て
目
指
す
在
り
方
を
明
快
に
打
ち
出
し
た
。

こ
れ
を
10
万
人
の
隅
々
に
ま
で
認
識
さ
せ
実
行
に
移
し
て
い
く
た
め
、

ト
ッ
プ
自
身
の
夢
や
志
を
一
人
一
人
に
伝
え
、議
論
す
る
こ
と
で
共
感

と
納
得
を
得
る
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い
る
。「
企
業
の
成
長
・
発

展
の
ベ
ー
ス
に
な
る
の
は
社
員
一
人
一
人
の
成

長
で
す
。社
員
に
ど
れ
だ
け
挑
戦
で
き
る
環

境
を
提
供
す
る
か
が
経
営
者
の
仕
事
。万
博

も
、そ
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」

　
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ
る
。あ
る
夜
、

竹
中
さ
ん
が
水
上
シ
ョ
ー
を
見
に
行
く
と
、社

員
た
ち
も
来
て
い
て
、取
り
組
ん
で
き
た
も
の

が
形
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
感
動
し
て
い

た
。社
員
ら
は
竹
中
さ
ん
に
気
付
く
と
駆
け

寄
り
、「
社
長
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
言
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。「
ダ
イ
キ
ン
工
業
に

所
属
し
て
い
る
こ
と
へ
の
喜
び
、誇
り
を
感
じ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る『
あ
り
が
と

う
』で
し
た
。礼
を
言
う
の
は
私
の
方
で
す
。社
員

が
自
分
事
と
し
て
取
り
組
み
、作
り
上
げ
て
く

れ
た
の
で
す
か
ら
。あ
の『
あ
り
が
と
う
』は
、

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

同
志
社
な
ら
で
は
の
多
様
性
に
期
待

　
技
術
者
に
な
り
た
い
と
入
学
し
た
同
志
社
大
学
工
学
部
で
は
、

ハ
ー
ド
な
授
業
の
傍
ら
、テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
夢
中
に
な
っ
た
。

　「
大
阪
市
内
に
住
ん
で
い
て
高

校
ま
で
公
立
だ
っ
た
の
で
す
が
、

同
志
社
に
は
北
海
道
出
身
者
も
九

州
出
身
者
も
い
る
。文
系
の
学
生

も
多
く
、自
分
が
持
っ
て
い
な
い
価

値
観
の
連
中
と
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な

が
ら
サ
ー
ク
ル
を
運
営
す
る
の
が

楽
し
く
て
。い
ろ
い
ろ
と
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
は
新
し
い
こ
と
を
試
し
て

い
ま
し
た
。多
様
性
と
自
由
か
っ
た
つ

闊
達
な

気
風
か
ら
生
ま
れ
る
独
自
性
は
、

当
社
が
大
事
に
す
る
企
業
文
化
、

行
動
規
範
と
全
く
同
じ
で
す
。古
都

な
ら
で
は
の
歴
史
や
伝
統
、受
け
継

が
れ
て
き
た
技
術
が
あ
り
、そ
こ
に

若
い
学
生
た
ち
が
い
る
。京
都
に
あ

る
同
志
社
で
学
ん
だ
こ
と
が
、当
社

の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
」

　
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
か
じ
取
り
を
す
る
中
で
日
々
、情
勢
変
化
の

ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
と
、先
の
見
通
し
に
く
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
る
。こ
う
し
た
環
境
下
で
民
間
企
業
が
持
続
的
に

成
長
発
展
し
て
い
く
に
は
、従
来
の
延
長
線
上
で
は
な
い
、新
た
な

も
の
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
確
信
し
、「
万
博
で
の

↓

↓

↓

場
・
用
途
別
に
具
体
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
万
博
レ
ガ
シ
ー
で
あ

り
、持
続
的
な
成
長
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

↓

挑
戦
は
、そ
の
ス
タ
ー
ト
」と
力
を
込
め
る
。

　
卒
業
生
と
し
て
母
校
に
望
む
の
は
、自
主
独
立
の
精
神
と
実
行
力

を
備
え
た
人
材
の
育
成
だ
。「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）は
共
感

と
対
話
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
、こ
れ
か
ら
の
時
代
、そ
の
た
め
の
議
論

を
す
る
に
は
高
い
専
門
性
と
広
い
教
養
が
必
要
で
す
。同
志
社
大
学

に
は
、ぜ
ひ
そ
う
い
う
学
生
を
育
て
て
ほ
し
い
で
す
し
、そ
れ
が
で
き

る
大
学
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、教
養
を
得
る
た
め
に
最
も
大

事
な
こ
と
は
、い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
う
こ
と
。同
志
社
大
学
に
は

そ
う
い
う
機
会
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。学
生
の
皆
さ
ん
に
は
出
会
い

と
経
験
を
た
く
さ
ん
積
ん
で
、こ
れ
か
ら
の
日
本
、世
界
を
引
っ
張
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

Doshisha meets 
EXPO 2025.
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新
技
術
に
挑
戦
、万
博
後
へ
つ
な
ぐ

未
来
技
術
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
体
験
を

　
水
上
シ
ョ
ー
は
先
進
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
展
示
す
る「
未
来
社

会
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」の
一
環
で
、ダ
イ
キ
ン
工
業
は
同
事
業
の
プ
ラ
チ

ナ
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。大
阪
発
の
企
業
と
し
て
、万
博
へ
の
協
力
を
す

ぐ
に
決
め
た
と
い
う
。

　「
真
っ
先
に
頭
に
浮
か
べ
た
の
は
、自
社
な
ら
で
は
の
未
来
技
術

で
、お
客
様
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
こ
と
で
す
。私
自
身
、小
学
１
年

生
だ
っ
た
１
９
７
０
年
に
大
阪
万
博
へ
行
き
、未
来
の
技
術
に
感
動

し
て
技
術
者
を
志
し
ま
し
た
。今
回
の
万
博
が
人
々
の
夢
や
可
能

性
を
広
げ
、持
続
可
能
な
未
来
の
創
造
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
す

き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
。ま
た
、万
博
に
関
わ
っ
て
関
西
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
は
、育
て
て
い
た
だ
い
た
地
元
へ
の
恩
返
し
に
も
な
る
。

そ
う
考
え
た
の
で
す
」

　
空
調
機
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、「
空
気
が
可
能
に
す
る
未
来
の
姿
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ア
イ
デ
ア
を
出
す
よ
う
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、若

手
の
研
究
開
発
技
術
者
30
人
ほ
ど
か
ら
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
万
博

は
、技
術
者
が
夢
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
機
会
で
も
あ
る
の
だ
と
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。当
時
常
務
だ
っ
た
私
も
入
り
、様
々
な
部
署
が

一
体
と
な
っ
て
議
論
を
重
ね
ま
し
た
」と
、竹
中
さ
ん
は
楽
し
そ
う

に
振
り
返
る
。

　
そ
ん
な
折
、サ
ン
ト
リ
ー
か
ら
共
創
を
呼
び
か
け
ら
れ
、「
水
も

空
気
も
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。貴
重
な
財

産
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
企
業
と
し
て
一
緒
に
や
ろ
う
」と
意
気
投
合
。

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、技
術
を
前
面

に
出
す
の
で
は
な
く
、新
た
な
価
値
の
創
造
に
取
り
組
む
企
業
姿
勢

を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
、シ
ョ
ー
を
ベ
ー
ス
に
行
う
こ
と
に
し
た
。

　「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
風
土
や
価
値
観
が
合
っ

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。共
に
日
本
を
代
表
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
と
し
て
、い
い
加
減
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
、細
部
ま
で
こ
だ

わ
っ
て
内
容
を
考
え
ま
し
た
」。説
明
調
に
な
ら
ず「
空
気
」を
感
じ

て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、主
人
公
を
ど
ん
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
す
れ
ば
多
く
の
人
の
共
感
を
得
ら
れ
る
の
か

ー
。議
論
で

は
、若
手
社
員
が
役
員
相
手
に
も
臆
せ
ず
自
分
の
意
見
を
言
い
、ダ

メ
出
し
を
し
て
も
食
い
下
が
っ
て
き
た
。か
ん
か
ん
が
く
が
く

侃
侃
諤
諤
の
議
論
を
ベ
ー
ス

に
し
た「
フ
ラ
ッ
ト
＆
ス
ピ
ー
ド
の
組
織
運
営
」が
根
付
い
て
い
る
こ

と
を
頼
も
し
く
感
じ
た
と
い
う
竹
中
さ
ん
は
、「
運
営
を
含
め
、水
上

シ
ョ
ー
は
今
も
進
化
中
で
す
」と
笑
っ
て
見
せ
る
。

↓

　
水
上
シ
ョ
ー
は
趣
向
を
変
え
て
昼
間
も
行
っ
て
お
り
、約
３
０
０

基
の
噴
水
を
操
る
壮
大
な
体
験
が
出
来
る
観
客
参
加
型
イ
ベ
ン
ト

「
水
と
空
気
の
マ
ジ
カ
ル
ダ
ン
ス
」は
、最
大
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ（
双

方
向
的
）な
噴
水
設
備
と
し
て
ギ
ネ
ス
世
界
記
録（
T
M
）に
認
定
さ

れ
た
。「
全
く
違
う
業
種
が
一
つ
の
目
的
、一
つ
の
価
値
観
に
基
づ
い
て

新
し
い
も
の
を
生
む
。こ
れ
か
ら
の
時
代
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

社
会
・
経
済
・
暮
ら
し
と
い
う
も
の
を
提
供
し
て
い
く
の
は

１
社
で
は
難
し
く
、万
博
を
機
に
共
創
で
き
た
こ
と
は
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
竹
中
さ
ん
は
語
る
。

　
ま
た
、技
術
力
を
打
ち
出
し
て「
空
気
の
新
し
い
価
値
」

を
提
案
し
て
い
る
の
が
、や
は
り
サ
ン
ト
リ
ー
と
共
同
運

営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン「
水
空 

S
U
I
K
U
U
」で
の
試
み

だ
。換
気
性
能
に
優
れ
た
新
空
調
シ
ス
テ
ム
を
ホ
ー
ル
に

設
置
。東
京
大
学
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
、個
室
で
は
壁

面
に
高
原
の
景
色
を
映
し
出
し
、温
度
、湿
度
、気
流
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、実
際
に
高
原
で
食
事
を
し
て
い

る
か
の
よ
う
な
気
分
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
。さ
ら
に
、大
阪

大
学
と
の
共
同
研
究
で
目
に
見
え
な
い
空
気
環
境
の
可
視

化
に
挑
み
、屋
内
外
の
温
度
や
湿
度
な
ど
空
気
の
状
態

を
、生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
絵
画
で
表
現
す
る「
未
来
の
温
度

計
」も
設
置
し
た
。

　「
冷
や
す
・
温
め
る
と
い
う
ハ
ー
ド
を
提
供
す
る
の
で
は

な
く
、最
も
食
事
が
お
い
し
く
な
る
、あ
る
い
は
会
話
が
弾

む『
空
間
』を
提
供
し
よ
う
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。あ
り

が
た
い
こ
と
に
、万
博
後
も
こ
う
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営

し
た
い
と
い
う
声
を
幾
つ
か
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
後
、

価
値
化
し
た
空
気
を
レ
ス
ト
ラ
ン
や
学
校
、病
院
な
ど
市
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万
博
で
の
経
験
を
成
長
の
糧
に

　
竹
中
さ
ん
は
ダ
イ
キ
ン
工
業
が
創
業
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
２
０

２
４
年
、社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ（
最
高
執
行
責
任
者
）に
就
任
し
た
。１
９

２
４
年
、難
波
の
町
工
場
で
15
人
の
従
業
員
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
同
社
は
、

こ
の
１
０
０
年
間
で
１
７
０
以
上
の
国
・
地
域
で
事
業
を
展
開
し
10
万

人
以
上
が
働
く
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
成
長
し
た
。「
売
上
高
４
兆
円

超
の
う
ち
海
外
比
率
が
83
％
を
占
め
、従
業
員
も
85
％
が
外
国
籍

で
す
。2
0
2
3
年
に
は
定
年
を
延
長
し
、若
者
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。一
人
一
人
の
個
性
を
生
か
し
な

が
ら
、独
自
性
を
持
っ
た
も
の
を
つ
く
り
出
せ
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー

（
多
様
性
）を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」

　
新
た
に
策
定
し
た
経
営
理
念
で
は
、「
人
の
力
で
、豊
か
な
未
来
を

追
求
す
る
」と
、企
業
と
し
て
目
指
す
在
り
方
を
明
快
に
打
ち
出
し
た
。

こ
れ
を
10
万
人
の
隅
々
に
ま
で
認
識
さ
せ
実
行
に
移
し
て
い
く
た
め
、

ト
ッ
プ
自
身
の
夢
や
志
を
一
人
一
人
に
伝
え
、議
論
す
る
こ
と
で
共
感

と
納
得
を
得
る
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い
る
。「
企
業
の
成
長
・
発

展
の
ベ
ー
ス
に
な
る
の
は
社
員
一
人
一
人
の
成

長
で
す
。社
員
に
ど
れ
だ
け
挑
戦
で
き
る
環

境
を
提
供
す
る
か
が
経
営
者
の
仕
事
。万
博

も
、そ
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
」

　
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ
る
。あ
る
夜
、

竹
中
さ
ん
が
水
上
シ
ョ
ー
を
見
に
行
く
と
、社

員
た
ち
も
来
て
い
て
、取
り
組
ん
で
き
た
も
の

が
形
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
感
動
し
て
い

た
。社
員
ら
は
竹
中
さ
ん
に
気
付
く
と
駆
け

寄
り
、「
社
長
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
言
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。「
ダ
イ
キ
ン
工
業
に

所
属
し
て
い
る
こ
と
へ
の
喜
び
、誇
り
を
感
じ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る『
あ
り
が
と

う
』で
し
た
。礼
を
言
う
の
は
私
の
方
で
す
。社
員

が
自
分
事
と
し
て
取
り
組
み
、作
り
上
げ
て
く

れ
た
の
で
す
か
ら
。あ
の『
あ
り
が
と
う
』は
、

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

同
志
社
な
ら
で
は
の
多
様
性
に
期
待

　
技
術
者
に
な
り
た
い
と
入
学
し
た
同
志
社
大
学
工
学
部
で
は
、

ハ
ー
ド
な
授
業
の
傍
ら
、テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
夢
中
に
な
っ
た
。

　「
大
阪
市
内
に
住
ん
で
い
て
高

校
ま
で
公
立
だ
っ
た
の
で
す
が
、

同
志
社
に
は
北
海
道
出
身
者
も
九

州
出
身
者
も
い
る
。文
系
の
学
生

も
多
く
、自
分
が
持
っ
て
い
な
い
価

値
観
の
連
中
と
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な

が
ら
サ
ー
ク
ル
を
運
営
す
る
の
が

楽
し
く
て
。い
ろ
い
ろ
と
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
は
新
し
い
こ
と
を
試
し
て

い
ま
し
た
。多
様
性
と
自
由
か
っ
た
つ

闊
達
な

気
風
か
ら
生
ま
れ
る
独
自
性
は
、

当
社
が
大
事
に
す
る
企
業
文
化
、

行
動
規
範
と
全
く
同
じ
で
す
。古
都

な
ら
で
は
の
歴
史
や
伝
統
、受
け
継

が
れ
て
き
た
技
術
が
あ
り
、そ
こ
に

若
い
学
生
た
ち
が
い
る
。京
都
に
あ

る
同
志
社
で
学
ん
だ
こ
と
が
、当
社

の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
」

　
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
か
じ
取
り
を
す
る
中
で
日
々
、情
勢
変
化
の

ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
と
、先
の
見
通
し
に
く
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
る
。こ
う
し
た
環
境
下
で
民
間
企
業
が
持
続
的
に

成
長
発
展
し
て
い
く
に
は
、従
来
の
延
長
線
上
で
は
な
い
、新
た
な

も
の
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
確
信
し
、「
万
博
で
の

↓

↓

↓

場
・
用
途
別
に
具
体
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
万
博
レ
ガ
シ
ー
で
あ

り
、持
続
的
な
成
長
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

↓

挑
戦
は
、そ
の
ス
タ
ー
ト
」と
力
を
込
め
る
。

　
卒
業
生
と
し
て
母
校
に
望
む
の
は
、自
主
独
立
の
精
神
と
実
行
力

を
備
え
た
人
材
の
育
成
だ
。「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）は
共
感

と
対
話
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
、こ
れ
か
ら
の
時
代
、そ
の
た
め
の
議
論

を
す
る
に
は
高
い
専
門
性
と
広
い
教
養
が
必
要
で
す
。同
志
社
大
学

に
は
、ぜ
ひ
そ
う
い
う
学
生
を
育
て
て
ほ
し
い
で
す
し
、そ
れ
が
で
き

る
大
学
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、教
養
を
得
る
た
め
に
最
も
大

事
な
こ
と
は
、い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
う
こ
と
。同
志
社
大
学
に
は

そ
う
い
う
機
会
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。学
生
の
皆
さ
ん
に
は
出
会
い

と
経
験
を
た
く
さ
ん
積
ん
で
、こ
れ
か
ら
の
日
本
、世
界
を
引
っ
張
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

Doshisha meets 
EXPO 2025.
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る
。そ
ん
な
自
主
独
立
の
気
概
を
持
っ
て
ほ
し
い
」。今
年
は
初
め
て

学
生
が
、11
月
に
東
京
で
開
か
れ
る
衛
星
設
計
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場

す
る
の
だ
と
、う
れ
し
そ
う
に
明
か
し
て
く
れ
た
。

　
玩
具
か
ら
宇
宙
探
査
機
器
の
開
発
ま
で
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
て
き

た
自
身
の
経
験
を
振
り
返
り
つ
つ
、渡
辺
教
授
は
学
生
に「
挑
戦
し

よ
う
」と
エ
ー
ル
を
送
る
。

　「
マ
イ
ク
ロ
ペッ
ト
も
ｉ
‒Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
も
、企
画・開
発
段
階
で
は

社
内
の
空
気
は
否
定
的
で
し
た
が
、私
に
は
、自
分
が
考
え
た
も
の
は

売
れ
る
と
い
う
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。失
敗
は
し
な
い
方
が
い
い
。か

と
い
っ
て
失
敗
を
恐
れ
て
も
い
け
な
い
。自
分
の
考
え
た
も
の
に
ど
れ

だ
け
邁
進
で
き
る
か
、そ
の
マ
イ
ン
ド
が
重
要
な
ん
で
す
。就
職
す
る

に
せ
よ
起
業
す
る
に
せ
よ
、学
生
た
ち
に
は『
こ
れ
が
自
分
の
製
品

だ
』『
こ
れ
は
自
分
が
主
に
な
って
関
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
』と
い
う

こ
と
が
言
え
る
よ
う
な
社
会
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。そ
れ
は
、何
か
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
な
い
と
言
え
な
い
言
葉
な
ん
で
す
」

（
2
0
2
5
年
6
月
2
日
）

月
面
を
走
っ
た

世
界
最
小
・
最
軽
量
の
ロ
ボ

　
2
0
2
4
年
１
月
20
日
、世
界
初
の「
月
面
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着

陸
」を
成
功
さ
せ
た
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）の
小

型
月
着
陸
実
証
機「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」。月
面
に
逆
さ
に
降
り
立
っ
た
そ
の

姿
を
撮
影
し
、世
界
を
沸
か
せ
た
の
が
、Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
に
搭
載
さ
れ
た
変

形
型
月
面
ロ
ボ
ッ
ト「
Ｌ
Ｅ
Ｖ
‒２
」（
愛
称「
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
‒Ｑ
」）だ
。直

径
約
８０
㍉
、質
量
２
２
８
㌘
。世
界
最
小・最
軽
量
の
月
面
探
査
ロ

ボ
ッ
ト
は
、ど
の
よ
う
に
し
て
月
へ
向
か
い
、〝
あ
の
写
真
〞を
撮
っ
た
の

か
。現
在
開
催
中
の
大
阪・関
西
万
博
に
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ブ
ー
ス
で

は
、高
精
細
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
再
現
映
像
が
毎
日
上
映
さ
れ
て
い
る
。

　「
万
博
で
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
展
示
で
す
。素
晴
ら
し
い
映
像

で
、Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
着
陸
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
時
と
同
じ
ぐ
ら
い
感
動
し

ま
し
た
」と
笑
顔
で
語
る
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
‒Ｑ
の
生
み
の
親
、渡
辺
公
貴
教

授
は
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
、ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
、同
志
社
大

学
に
よ
る
共
同
開
発
に
、最
初
か
ら
関
わ
って
い
る
。

　「
こ
ん
な
に
小
さ
く
て
も
月
面
で
活
動
で
き
る
ん
だ
と
い
う
驚
き

は
、宇
宙
機
器
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、『
自
分
た
ち
で
も
手
が

届
く
ん
だ
』と
い
う
導
入
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
。子
ど
も
が
理
系

分
野
に
進
む
こ
と
を
目
指
し
、学
生
は
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
て
自
ら
挑

戦
し
よ
う
と
す
る
。Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
‒Ｑ
の
展
示
が
、そ
の
き
っ
か
け
に
な
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
」

お
も
ち
ゃ
作
り
か
ら

宇
宙
探
査
機
器
開
発
へ

　
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
で
世
界
市
場
も
見
据
え
た
玩
具
の
企
画
開
発
を

し
て
い
た
渡
辺
教
授
が
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
‒Ｑ
開
発
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

体
を
打
ち
上
げ
時
の

振
動
や
落
下
時
の
衝

撃
か
ら
守
り
ま
す
。月

面
に
放
出
さ
れ
る
と
走

行
モ
ー
ド
に
変
形
。外

殻
が
左
右
に
開
い
て
車

輪
に
な
る
の
で
す
が
、

こ
れ
に
は
部
品
の
数
を

減
ら
し
て
故
障
原
因

を
減
ら
す
と
共
に
、本
体
を
軽
く
す
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
」。月
面
は

レ
ゴ
リ
ス
と
呼
ば
れ
る
細
か
な
砂
で
覆
わ
れ
て
い
る
。い
か
に
走
行
さ

せ
る
か
が
課
題
だ
っ
た
が
、左
右
の
ヒ
レ
で
交
互
に
砂
を
押
さ
え
て
進

む
ウ
ミ
ガ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
動
き
に
着
目
。お
尻
を
ぴ
ょ
こ
ぴ
ょ
こ
振

り
な
が
ら
走
る
ア
ヒ
ル
玩
具
を
参
考
に
、車
輪
の
回
転
軸
を
中
心
か

ら
ず
ら
す
こ
と
で
両
輪
を
不
ぞ
ろ
い
に
動
か
し
、砂
地
で
も
３０
度
の

急
斜
面
を
上
り
切
る
構
造
を
実
現
し
た
。見
事
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達

成
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
‒Ｑ
は
、そ
の
後
、同
型
の
玩
具
が
発
売
さ
れ
、一
時

は
注
文
に
生
産
が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
の
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
っ
た
。

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
気
概
を

　
2
0
2
0
年
に
母
校・同
志
社
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら
は
、バ
イ
オ

メ
カ
ニ
ク
ス
研
究
室
で
、生
物
の
動
き
を
参
考
に
し
た
月・惑
星
探
査

用
小
型
ロ
ー
バ
ー
の
研
究
開
発
に
打
ち
込
ん
で
い
る
。そ
ん
な
母
校
は

創
立
１
５
０
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
今
年
、文
系
と
理
系
の
垣

根
を
越
え
た「
同
志
社
大
学
宇
宙
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し

た
。「
こ
れ
か
ら
学
生
た
ち
に
は
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。４
輪
で

月
面
を
元
気
よ
く
走
り
、月
面
開
発
に
役
立
つ
よ
う
な
小
型
ロ
ー

バ
ー
を
自
分
た
ち
で
開
発
し
、自
ら
そ
の
ア
ピ
ー
ル
の
場
を
見
つ
け

の
は
、2
0
1
5
年
。新
た
な
宇
宙
探
査
機
器
の
開
発
を
目
指
し
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
昆
虫
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
共
同
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し

て
い
る
の
を
知
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。「
ア
ポ
ロ
１１
号
の
月
面
着

陸
を
テ
レ
ビ
で
見
て
も
、1
9
7
0
年
の
万
博
で『
月
の
石
』を
見
て

も
、自
分
に
は
遠
い
存
在
に
し
か
思
え
な
か
っ
た
宇
宙
が
、『
昆
虫
型

ロ
ボ
』と
い
う
ワ
ー
ド
で
一
気
に
身
近
に
な
り
ま
し
た
。大
ヒ
ッ
ト
し
た

『
ｉ
‒Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
』に
次
ぐ
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
時

期
で
も
あ
り
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
な
ら
面
白
い
も
の
を
作
れ
そ
う
だ
と
、す

ぐ
に
応
募
し
た
ん
で
す
」と
振
り
返
る
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
動
き
を
す
る
世
界
最
小
の
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト「
ｉ
‒

Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
」、手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
ペッ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト「
マ
イ
ク
ロ

ペッ
ト
」。Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
‒Ｑ
に
は
、こ
う
し
た
玩
具
作
り
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
搭
載
時
は
球
体
で
、中
の
構
造

チャレンジスピリットが原動力
同志社発の小型ローバー開発に挑む

生命医科学部 医工学科
わ た な べ き み た か

渡辺 公貴教授

1984年、同志社大学工学部卒。時計メーカー等を経て1999年に入社した株式会社トミー（現・タカラトミー）で手のひらサイズの
ペット型ロボット「マイクロペット」（2002年）、超小型二足歩行人型ロボット「ｉ-ＳＯＢＯＴ」（2007年）を企画開発。いずれも世界最小
のトイ・ロボットとしてギネス世界記録（TM）に認定され、「ｉ-ＳＯＢＯＴ」は2008年の最も優秀なロボットに贈られる経済産業大臣賞
を受賞した。2016年に宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）と宇宙探査イノベーションハブで共同研究を開始。2020年から現職。
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研究 の

最前線

中央部からカメラをのぞかせた、走行
モードの「SORA-Q」。世界最小・最軽量
の月面探査ロボットだ

小さな体に17ものモーターを搭載、多彩な動きを見せる
「i-SOBOT」。研究室には特別な彩色の“同志社バージョン”が
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る
。そ
ん
な
自
主
独
立
の
気
概
を
持
っ
て
ほ
し
い
」。今
年
は
初
め
て

学
生
が
、11
月
に
東
京
で
開
か
れ
る
衛
星
設
計
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場

す
る
の
だ
と
、う
れ
し
そ
う
に
明
か
し
て
く
れ
た
。

　
玩
具
か
ら
宇
宙
探
査
機
器
の
開
発
ま
で
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
て
き

た
自
身
の
経
験
を
振
り
返
り
つ
つ
、渡
辺
教
授
は
学
生
に「
挑
戦
し

よ
う
」と
エ
ー
ル
を
送
る
。

　「
マ
イ
ク
ロ
ペッ
ト
も
ｉ
‒Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
も
、企
画・開
発
段
階
で
は

社
内
の
空
気
は
否
定
的
で
し
た
が
、私
に
は
、自
分
が
考
え
た
も
の
は

売
れ
る
と
い
う
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。失
敗
は
し
な
い
方
が
い
い
。か

と
い
っ
て
失
敗
を
恐
れ
て
も
い
け
な
い
。自
分
の
考
え
た
も
の
に
ど
れ

だ
け
邁
進
で
き
る
か
、そ
の
マ
イ
ン
ド
が
重
要
な
ん
で
す
。就
職
す
る

に
せ
よ
起
業
す
る
に
せ
よ
、学
生
た
ち
に
は『
こ
れ
が
自
分
の
製
品

だ
』『
こ
れ
は
自
分
が
主
に
な
って
関
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
』と
い
う

こ
と
が
言
え
る
よ
う
な
社
会
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。そ
れ
は
、何
か
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
な
い
と
言
え
な
い
言
葉
な
ん
で
す
」

（
2
0
2
5
年
6
月
2
日
）

月
面
を
走
っ
た

世
界
最
小
・
最
軽
量
の
ロ
ボ

　
2
0
2
4
年
１
月
20
日
、世
界
初
の「
月
面
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
着

陸
」を
成
功
さ
せ
た
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）の
小

型
月
着
陸
実
証
機「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」。月
面
に
逆
さ
に
降
り
立
っ
た
そ
の

姿
を
撮
影
し
、世
界
を
沸
か
せ
た
の
が
、Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
に
搭
載
さ
れ
た
変

形
型
月
面
ロ
ボ
ッ
ト「
Ｌ
Ｅ
Ｖ
‒２
」（
愛
称「
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
‒Ｑ
」）だ
。直

径
約
８０
㍉
、質
量
２
２
８
㌘
。世
界
最
小・最
軽
量
の
月
面
探
査
ロ

ボ
ッ
ト
は
、ど
の
よ
う
に
し
て
月
へ
向
か
い
、〝
あ
の
写
真
〞を
撮
っ
た
の

か
。現
在
開
催
中
の
大
阪・関
西
万
博
に
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ブ
ー
ス
で

は
、高
精
細
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
再
現
映
像
が
毎
日
上
映
さ
れ
て
い
る
。

　「
万
博
で
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
展
示
で
す
。素
晴
ら
し
い
映
像

で
、Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
着
陸
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
時
と
同
じ
ぐ
ら
い
感
動
し

ま
し
た
」と
笑
顔
で
語
る
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
‒Ｑ
の
生
み
の
親
、渡
辺
公
貴
教

授
は
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
、ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
、同
志
社
大

学
に
よ
る
共
同
開
発
に
、最
初
か
ら
関
わ
って
い
る
。

　「
こ
ん
な
に
小
さ
く
て
も
月
面
で
活
動
で
き
る
ん
だ
と
い
う
驚
き

は
、宇
宙
機
器
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、『
自
分
た
ち
で
も
手
が

届
く
ん
だ
』と
い
う
導
入
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
。子
ど
も
が
理
系

分
野
に
進
む
こ
と
を
目
指
し
、学
生
は
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
て
自
ら
挑

戦
し
よ
う
と
す
る
。Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
‒Ｑ
の
展
示
が
、そ
の
き
っ
か
け
に
な
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
」

お
も
ち
ゃ
作
り
か
ら

宇
宙
探
査
機
器
開
発
へ

　
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
で
世
界
市
場
も
見
据
え
た
玩
具
の
企
画
開
発
を

し
て
い
た
渡
辺
教
授
が
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
‒Ｑ
開
発
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

体
を
打
ち
上
げ
時
の

振
動
や
落
下
時
の
衝

撃
か
ら
守
り
ま
す
。月

面
に
放
出
さ
れ
る
と
走

行
モ
ー
ド
に
変
形
。外

殻
が
左
右
に
開
い
て
車

輪
に
な
る
の
で
す
が
、

こ
れ
に
は
部
品
の
数
を

減
ら
し
て
故
障
原
因

を
減
ら
す
と
共
に
、本
体
を
軽
く
す
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
」。月
面
は

レ
ゴ
リ
ス
と
呼
ば
れ
る
細
か
な
砂
で
覆
わ
れ
て
い
る
。い
か
に
走
行
さ

せ
る
か
が
課
題
だ
っ
た
が
、左
右
の
ヒ
レ
で
交
互
に
砂
を
押
さ
え
て
進

む
ウ
ミ
ガ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
動
き
に
着
目
。お
尻
を
ぴ
ょ
こ
ぴ
ょ
こ
振

り
な
が
ら
走
る
ア
ヒ
ル
玩
具
を
参
考
に
、車
輪
の
回
転
軸
を
中
心
か

ら
ず
ら
す
こ
と
で
両
輪
を
不
ぞ
ろ
い
に
動
か
し
、砂
地
で
も
３０
度
の

急
斜
面
を
上
り
切
る
構
造
を
実
現
し
た
。見
事
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達

成
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
‒Ｑ
は
、そ
の
後
、同
型
の
玩
具
が
発
売
さ
れ
、一
時

は
注
文
に
生
産
が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
の
ヒ
ッ
ト
商
品
に
な
っ
た
。

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
気
概
を

　
2
0
2
0
年
に
母
校・同
志
社
大
学
に
赴
任
し
て
か
ら
は
、バ
イ
オ

メ
カ
ニ
ク
ス
研
究
室
で
、生
物
の
動
き
を
参
考
に
し
た
月・惑
星
探
査

用
小
型
ロ
ー
バ
ー
の
研
究
開
発
に
打
ち
込
ん
で
い
る
。そ
ん
な
母
校
は

創
立
１
５
０
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
今
年
、文
系
と
理
系
の
垣

根
を
越
え
た「
同
志
社
大
学
宇
宙
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し

た
。「
こ
れ
か
ら
学
生
た
ち
に
は
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。４
輪
で

月
面
を
元
気
よ
く
走
り
、月
面
開
発
に
役
立
つ
よ
う
な
小
型
ロ
ー

バ
ー
を
自
分
た
ち
で
開
発
し
、自
ら
そ
の
ア
ピ
ー
ル
の
場
を
見
つ
け

の
は
、2
0
1
5
年
。新
た
な
宇
宙
探
査
機
器
の
開
発
を
目
指
し
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
昆
虫
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
共
同
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し

て
い
る
の
を
知
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。「
ア
ポ
ロ
１１
号
の
月
面
着

陸
を
テ
レ
ビ
で
見
て
も
、1
9
7
0
年
の
万
博
で『
月
の
石
』を
見
て

も
、自
分
に
は
遠
い
存
在
に
し
か
思
え
な
か
っ
た
宇
宙
が
、『
昆
虫
型

ロ
ボ
』と
い
う
ワ
ー
ド
で
一
気
に
身
近
に
な
り
ま
し
た
。大
ヒ
ッ
ト
し
た

『
ｉ
‒Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
』に
次
ぐ
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
時

期
で
も
あ
り
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
な
ら
面
白
い
も
の
を
作
れ
そ
う
だ
と
、す

ぐ
に
応
募
し
た
ん
で
す
」と
振
り
返
る
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
動
き
を
す
る
世
界
最
小
の
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト「
ｉ
‒

Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
」、手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
ペッ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト「
マ
イ
ク
ロ

ペッ
ト
」。Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
‒Ｑ
に
は
、こ
う
し
た
玩
具
作
り
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
搭
載
時
は
球
体
で
、中
の
構
造

チャレンジスピリットが原動力
同志社発の小型ローバー開発に挑む

生命医科学部 医工学科
わ た な べ き み た か

渡辺 公貴教授

1984年、同志社大学工学部卒。時計メーカー等を経て1999年に入社した株式会社トミー（現・タカラトミー）で手のひらサイズの
ペット型ロボット「マイクロペット」（2002年）、超小型二足歩行人型ロボット「ｉ-ＳＯＢＯＴ」（2007年）を企画開発。いずれも世界最小
のトイ・ロボットとしてギネス世界記録に認定され、「ｉ-ＳＯＢＯＴ」は2008年の最も優秀なロボットに贈られる経済産業大臣賞
を受賞した。2016年に宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）と宇宙探査イノベーションハブで共同研究を開始。2020年から現職。

K I M I TA K A  w a t a n a b e

Foref ront of research

研究 の

最前線

中央部からカメラをのぞかせた、走行
モードの「SORA-Q」。世界最小・最軽量
の月面探査ロボットだ

小さな体に17ものモーターを搭載、多彩な動きを見せる
「i-SOBOT」。研究室には特別な彩色の“同志社バージョン”が
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世
界
の
お
祭
り
に
参
加
し
た
い

　「
街
角
の
パ
ビ
リ
オ
ン
」は
、関
西
２
府
４
県
に
あ
る
サ
ン
ト
リ
ー

の
自
動
販
売
機（
自
販
機
）を
、ア
ー
ト
パ
ビ
リ
オ
ン
に
変
身
さ
せ

る
と
い
う
も
の
。４７
都
道
府
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
４７
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
、万
博
の
テ
ー
マ「
い
の
ち
の
輝
き
」を
表
現
し
た
ア
ー
ト
で

自
販
機
を
彩
る
。

　「
サ
ン
ト
リ
ー
の
自
販
機
は
関
西
に
約
６
万
台
あ
る
ん
で
す
が
、

そ
の
う
ち
の
約
９０
台
を
ア
ー
ト
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
ま
し
た
。南
海
天

下
茶
屋
駅（
大
阪
市
）や
薬
師
寺（
奈
良
市
）な
ど
、駅
や
観
光
地

に
設
置
し
、公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
マ
ッ
プ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。関

西
の
街
を
巡
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
お
う
と
、ア
ー
ト
自
販
機
を

１０
台
め
ぐ
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
実

施
し
て
い
ま
す（
７
月
２４
日
ま
で
）」

　
大
阪
で
万
博
が
開
か
れ
る
の
は
５５
年
ぶ
り
。前
回
の
万
博
の
時

に
は
東
條
さ
ん
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。「
万
博
に
関
わ
れ

る
の
な
ん
て
、人
生
で
一
度
。せ
っ
か
く
な
ら
、こ
の
世
界
の
お
祭
り

に
参
加
し
た
い
、み
ん
な
で
盛
り
上
げ
た
い
、と
い
う
気
持
ち
で
手

を
挙
げ
ま
し
た
」。公
募
に
通
っ
た
喜
び
も
つ
か
の
間
、東
條
さ
ん

は
す
ぐ
に「
失
敗
し
た
と
思
っ
た
」と
話
す
。

　「
当
社
の
万
博
推
進
室
か
ら
費
用
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、こ

の
企
画
を
実
現
さ
せ
る
に
は
全
然
足
り
な
く
て
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
質

を
落
と
さ
ず
総
額
費
用
を
で
き
る
だ
け
抑
え
つ
つ
、不
足
し
た
分
を

い
か
に
会
社
か
ら
支
援
し
て
も
ら
う
か
、交
渉
に
苦
労
し
ま
し
た
」。

費
用
面
以
外
で
も
、万
博
を
運
営
す
る
協
会
と
の
折
衝
や
社
内
調

整
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
た
め
の
タ
ス
ク
、本
来
の
業
務
で
多
忙

を
極
め
た
。や
り
抜
く
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
、関
西
に
対
す
る
熱
い

思
い
だ
。「『
大
大
阪
』の
時
代
、大
阪
が
文
化
の
発
信
地
だ
っ
た
は

ず
な
の
に
、今
は
東
京
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。復
権
し

サントリーコーポレートビジネス株式会社
西日本支社営業部営業担当部長

とうじょう

東條 こみちさん
1999年、同志社大学法学部法律学科卒業。同年、サントリーフーズ（株）入社。新入社
員で初の女性営業職としてウォーターサービス部に配属される。近畿支社大阪第二
支店自販機課、同企画部（自販機担当）などを経て、2025年4月から現職。「企画部か
ら営業に戻ってきて、毎日楽しい」

大阪・関西万博が開幕する２年前、サントリーグループが社員を対象

に実施した「万博Action！」という社内公募で、提案したプロジェクト

「SUNTORY街角のパビリオン」が、見事採択されたサントリー

コーポレートビジネス株式会社の東條こみちさん。プロジェクトの

内容や現在の仕事、学生時代のエピソードなどについて伺った。

関西の街を元気に！
万博をアート自販機で
盛り上げる

会
社
に
集
う
人
た
ち
が
好
き

　
就
職
活
動
で
は
、関
東
の
企
業
か
ら
も
内
定
を
得
た
が
、関
西

で
働
き
た
い
と
考
え
て
い
た
頃
、同
社
に
出
会
っ
た
。「
１
次
面
接

で『
説
明
会
の
時
の
人
事
担
当
者
の
感
じ
が
悪
か
っ
た
』っ
て
率
直

に
伝
え
た
の
に
、２
次
面
接
の
お
誘
い
が
き
て
。『
あ
、変
わ
っ
た
会

社
だ
な
、お
も
し
ろ
い
な
』と
い
う
の
が
入
社
の
決
め
手
で
し
た
」と

笑
う
。ユ
ニ
ー
ク
な
人
材
も
多
く
、会
社
以
上
に〝
会
社
に
集
う
人

た
ち
〞が
好
き
だ
と
東
條
さ
ん
は
話
す
。

　「
３
人
い
る
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
全
員
年
上
の
大
先
輩
。元
バ
ル

セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
で
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
バ
ー
ズ
大
阪（
サ
ン

ト
リ
ー
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
）の
選
手・G
M
を
経
験
さ
れ
た
方

や
、お
酒
が
全
然
飲
め
な
い
の
に
ワ
イ
ン
や
ウ
イ
ス
キ
ー
の
上
級
資

格
を
も
っ
て
い
る
方
、ビ
ー
ル
工
場
に
入
社
し
た
の
に
業
務
用
営
業

に
抜
擢
さ
れ
、そ
こ
か
ら
営
業
一
筋
の
方
と
多
彩
な
人
材
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。後
ろ
か
ら『
先
輩
が
ん
ば
っ
て
ー
！
』っ
て
言
う
の
が
私
の

仕
事
で
す
ね（
笑
）。う
ち
の
チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、会
社
全
体
に
魅

力
的
な
人
が
多
い
。〝
サ
ン
ト
リ
ー
教
〞と
言
わ
れ
る
く
ら
い
会
社
好

き
な
人
が
多
い
で
す
が
、人
材
の
豊
か
さ
、明
る
さ
が
魅
力
な
ん
だ

と
思
い
ま
す
」

ラ
ク
ロ
ス
を
通
し
て
気
づ
い
た
自
分
の
強
み

　
同
志
社
高
時
代
は
陸
上
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
た
が
、「
プ

レ
ー
す
る
側
に
な
り
た
い
」と
大
学
で
は
ラ
ク
ロ
ス
部
に
入
部
し
た
。

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。か
つ
て
、太
陽
の
塔
を
つ
く
っ
た

岡
本
太
郎
さ
ん
は『
芸
術
は
大
衆
の
も
の
』と
い
う
考
え
の
も
と
、た

く
さ
ん
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。街
中
の
自
販

機
と
い
う
大
衆
的
な
も
の
も
ア
ー
ト
に
な
れ
ば
、い
ろ
ん
な
人
が
見

に
来
て
く
れ
て
、関
西
の
街
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
。そ
ん
な
思
い
が
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
想
の
原
点
で
す
ね
」

学
生
時
代
の
思
い
出
は
、法
学
部
の
あ
る
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
よ
り

も
、練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
あ
る
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
多
い
と
い
う
。

こ
の
ラ
ク
ロ
ス
一
色
の
４
年
間
が
、現
在
の
仕
事
を
選
ぶ
礎
と
な
っ

た
。「
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
や
っ
て
み
て
、自
分
で
や
っ
た
分
が
成
果
と
し

て
返
っ
て
く
る
営
業
が
、私
に
は
向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。ラ
ク
ロ
ス
は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、サ
ン
ト
リ
ー
の

営
業
も
チ
ー
ム
で
戦
う
も
の
。み
ん
な
で
一
つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ

る
と
こ
ろ
に
共
通
点
が
あ
り
ま
す
」。ま
た
、部
活
動
で
で
き
た
つ
な

が
り
も
学
生
時
代
に
得
た
財
産
。「
今
度
、同
期
１３
人
で
万
博
に

行
く
ん
で
す
。子
ど
も
を
連
れ
て
く
る
人
も
い
る
し
、山
梨
か
ら
参

加
す
る
人
も
い
ま
す
。中
学
や
高
校
の
友
だ
ち
と
は
疎
遠
に
な
り

が
ち
で
す
が
、大
学
で
で
き
た
仲
間
は
長
く
付
き
合
え
る
人
が
多

い
。出
会
い
を
大
事
に
し
て
、『
同
志
社
っ
て
い
い
よ
な
』っ
て
思
え
る

大
学
生
活
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

DD
DOSHISHA DNA

【 ビジネスパーソン 】

社内公募から生まれた「街角の
パビリオン」。参加アーティスト、
デザイン、設置場所はホーム
ページで公開されている
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世
界
の
お
祭
り
に
参
加
し
た
い

　「
街
角
の
パ
ビ
リ
オ
ン
」は
、関
西
２
府
４
県
に
あ
る
サ
ン
ト
リ
ー

の
自
動
販
売
機（
自
販
機
）を
、ア
ー
ト
パ
ビ
リ
オ
ン
に
変
身
さ
せ

る
と
い
う
も
の
。４７
都
道
府
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
４７
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
、万
博
の
テ
ー
マ「
い
の
ち
の
輝
き
」を
表
現
し
た
ア
ー
ト
で

自
販
機
を
彩
る
。

　「
サ
ン
ト
リ
ー
の
自
販
機
は
関
西
に
約
６
万
台
あ
る
ん
で
す
が
、

そ
の
う
ち
の
約
９０
台
を
ア
ー
ト
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
ま
し
た
。南
海
天

下
茶
屋
駅（
大
阪
市
）や
薬
師
寺（
奈
良
市
）な
ど
、駅
や
観
光
地

に
設
置
し
、公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
マ
ッ
プ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。関

西
の
街
を
巡
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
お
う
と
、ア
ー
ト
自
販
機
を

１０
台
め
ぐ
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
実

施
し
て
い
ま
す（
７
月
２４
日
ま
で
）」

　
大
阪
で
万
博
が
開
か
れ
る
の
は
５５
年
ぶ
り
。前
回
の
万
博
の
時

に
は
東
條
さ
ん
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。「
万
博
に
関
わ
れ

る
の
な
ん
て
、人
生
で
一
度
。せ
っ
か
く
な
ら
、こ
の
世
界
の
お
祭
り

に
参
加
し
た
い
、み
ん
な
で
盛
り
上
げ
た
い
、と
い
う
気
持
ち
で
手

を
挙
げ
ま
し
た
」。公
募
に
通
っ
た
喜
び
も
つ
か
の
間
、東
條
さ
ん

は
す
ぐ
に「
失
敗
し
た
と
思
っ
た
」と
話
す
。

　「
当
社
の
万
博
推
進
室
か
ら
費
用
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、こ

の
企
画
を
実
現
さ
せ
る
に
は
全
然
足
り
な
く
て
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
質

を
落
と
さ
ず
総
額
費
用
を
で
き
る
だ
け
抑
え
つ
つ
、不
足
し
た
分
を

い
か
に
会
社
か
ら
支
援
し
て
も
ら
う
か
、交
渉
に
苦
労
し
ま
し
た
」。

費
用
面
以
外
で
も
、万
博
を
運
営
す
る
協
会
と
の
折
衝
や
社
内
調

整
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
た
め
の
タ
ス
ク
、本
来
の
業
務
で
多
忙

を
極
め
た
。や
り
抜
く
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
、関
西
に
対
す
る
熱
い

思
い
だ
。「『
大
大
阪
』の
時
代
、大
阪
が
文
化
の
発
信
地
だ
っ
た
は

ず
な
の
に
、今
は
東
京
が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。復
権
し

サントリーコーポレートビジネス株式会社
西日本支社営業部営業担当部長

とうじょう

東條 こみちさん
1999年、同志社大学法学部法律学科卒業。同年、サントリーフーズ（株）入社。新入社
員で初の女性営業職としてウォーターサービス部に配属される。近畿支社大阪第二
支店自販機課、同企画部（自販機担当）などを経て、2025年4月から現職。「企画部か
ら営業に戻ってきて、毎日楽しい」

大阪・関西万博が開幕する２年前、サントリーグループが社員を対象

に実施した「万博Action！」という社内公募で、提案したプロジェクト

「SUNTORY街角のパビリオン」が、見事採択されたサントリー

コーポレートビジネス株式会社の東條こみちさん。プロジェクトの

内容や現在の仕事、学生時代のエピソードなどについて伺った。

関西の街を元気に！
万博をアート自販機で
盛り上げる

会
社
に
集
う
人
た
ち
が
好
き

　
就
職
活
動
で
は
、関
東
の
企
業
か
ら
も
内
定
を
得
た
が
、関
西

で
働
き
た
い
と
考
え
て
い
た
頃
、同
社
に
出
会
っ
た
。「
１
次
面
接

で『
説
明
会
の
時
の
人
事
担
当
者
の
感
じ
が
悪
か
っ
た
』っ
て
率
直

に
伝
え
た
の
に
、２
次
面
接
の
お
誘
い
が
き
て
。『
あ
、変
わ
っ
た
会

社
だ
な
、お
も
し
ろ
い
な
』と
い
う
の
が
入
社
の
決
め
手
で
し
た
」と

笑
う
。ユ
ニ
ー
ク
な
人
材
も
多
く
、会
社
以
上
に〝
会
社
に
集
う
人

た
ち
〞が
好
き
だ
と
東
條
さ
ん
は
話
す
。

　「
３
人
い
る
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
全
員
年
上
の
大
先
輩
。元
バ
ル

セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
で
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
バ
ー
ズ
大
阪（
サ
ン

ト
リ
ー
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
）の
選
手・G
M
を
経
験
さ
れ
た
方

や
、お
酒
が
全
然
飲
め
な
い
の
に
ワ
イ
ン
や
ウ
イ
ス
キ
ー
の
上
級
資

格
を
も
っ
て
い
る
方
、ビ
ー
ル
工
場
に
入
社
し
た
の
に
業
務
用
営
業

に
抜
擢
さ
れ
、そ
こ
か
ら
営
業
一
筋
の
方
と
多
彩
な
人
材
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。後
ろ
か
ら『
先
輩
が
ん
ば
っ
て
ー
！
』っ
て
言
う
の
が
私
の

仕
事
で
す
ね（
笑
）。う
ち
の
チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、会
社
全
体
に
魅

力
的
な
人
が
多
い
。〝
サ
ン
ト
リ
ー
教
〞と
言
わ
れ
る
く
ら
い
会
社
好

き
な
人
が
多
い
で
す
が
、人
材
の
豊
か
さ
、明
る
さ
が
魅
力
な
ん
だ

と
思
い
ま
す
」

ラ
ク
ロ
ス
を
通
し
て
気
づ
い
た
自
分
の
強
み

　
同
志
社
高
校
時
代
は
陸
上
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
た
が
、

「
プ
レ
ー
す
る
側
に
な
り
た
い
」と
大
学
で
は
ラ
ク
ロ
ス
部
に
入
部
し

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。か
つ
て
、太
陽
の
塔
を
つ
く
っ
た

岡
本
太
郎
さ
ん
は『
芸
術
は
大
衆
の
も
の
』と
い
う
考
え
の
も
と
、た

く
さ
ん
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。街
中
の
自
販

機
と
い
う
大
衆
的
な
も
の
も
ア
ー
ト
に
な
れ
ば
、い
ろ
ん
な
人
が
見

に
来
て
く
れ
て
、関
西
の
街
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い

か
。そ
ん
な
思
い
が
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
想
の
原
点
で
す
ね
」

た
。学
生
時
代
の
思
い
出
は
、法
学
部
の
あ
る
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

よ
り
も
、練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
あ
る
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
多
い
と

い
う
。こ
の
ラ
ク
ロ
ス
一
色
の
４
年
間
が
、現
在
の
仕
事
を
選
ぶ
礎

と
な
っ
た
。「
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
や
っ
て
み
て
、自
分
で
や
っ
た
分
が
成
果

と
し
て
返
っ
て
く
る
営
業
が
、私
に
は
向
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。ラ
ク
ロ
ス
は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、サ
ン
ト

リ
ー
の
営
業
も
チ
ー
ム
で
戦
う
も
の
。み
ん
な
で
一
つ
の
こ
と
を
や

り
遂
げ
る
と
こ
ろ
に
共
通
点
が
あ
り
ま
す
」。ま
た
、部
活
動
で
で

き
た
つ
な
が
り
も
学
生
時
代
に
得
た
財
産
。「
今
度
、同
期
１３
人
で

万
博
に
行
く
ん
で
す
。子
ど
も
を
連
れ
て
く
る
人
も
い
る
し
、山
梨

か
ら
参
加
す
る
人
も
い
ま
す
。中
学
や
高
校
の
友
だ
ち
と
は
疎
遠

に
な
り
が
ち
で
す
が
、大
学
で
で
き
た
仲
間
は
長
く
付
き
合
え
る

人
が
多
い
。出
会
い
を
大
事
に
し
て
、『
同
志
社
っ
て
い
い
よ
な
』っ
て

思
え
る
大
学
生
活
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

DD
DOSHISHA DNA

【 ビジネスパーソン 】

社内公募から生まれた「街角の
パビリオン」。参加アーティスト、
デザイン、設置場所はホーム
ページで公開されている

KO M I C H I  t o j o
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❶けいはんなアバターチャレンジ2025では、同志社大学から出場した３台のうち、２台が優勝、準優勝に輝いた ❷万博会場から奈良・平城宮跡のアバターを遠隔操作 ❸平城宮跡で奈良時代の衣装をまとったメンバーが、
アバターを通して万博会場とつながった

「
け
い
は
ん
な
ア
バ
タ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
島
：
も
と
も
と
、万
博
と
連
動
し
て
開
催
す
る
ロ
ボッ

ト
の
大
運
動
会「
け
い
は
ん
な
ア
バ
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
２

０
２
５
」（
５
月
２５
日
、け
い
は
ん
な
学
研
都
市
地
区
で
）

に
自
作
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
出
場
、運
営
や
サ
ポ
ー
ト
も
行
う

こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジェク
ト
で
す
。

村
岸
：
ア
バ
タ
ー
と
は
遠
隔
操
縦
ロ
ボ
ッ
ト
の
こ
と

で
、遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、マ
ウ
ス
や
ゲ
ー
ム
機
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
使
って
動
か
し
ま
す
。当
日
は
、同

志
社
大
学
か
ら
３
台
が
出
場
し
、他
大
学
や
企
業
な

ど
か
ら
参
加
し
た
７
台
の
ア
バ
タ
ー
と
競
い
ま
し
た
。

久
野
：
最
初
に
１０
台
で
パ
レ
ー
ド
し
た
後
、ア
バ
タ
ー

が
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
鳴
ら
し
て
、お
菓
子
を
も
ら
う

「
地
蔵
盆
」競
技
や
、地
域
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
に
ア

バ
タ
ー
が
買
い
物
に
行
き
、ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
買
っ
て

帰
って
く
る「
買
い
物
競
争
」な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

大
阪・関
西
万
博
で
は
？

　中
島
：
奈
良
の
平
城
宮
跡
に
置
い
た
ア
バ
タ
ー
を
、万

博
会
場
か
ら
遠
隔
で
操
作
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
幕
直

後
に
開
き
ま
し
た
。ア
バ
タ
ー
が
、大
極
殿
の
周
り
な

ど
を
時
速
４
〜
５
㎞
で
自
由
に
動
き
回
り
、送
ら
れ
て

く
る
画
像
を
通
し
て
、万
博
会
場
に
い
な
が
ら
、平
城

宮
跡
の
観
光
を
楽
し
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。８
月

2・3
日
に
関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
京
都
ブ
ー
ス
、9
月
19

日
に
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン 

リ
ボ
ー
ン
ス
テ
ー

ジ
で
、同
様
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

久
野
：
ア
バ
タ
ー
に
搭
載
し
た
画
面
に
は
万
博
会
場

に
い
る
操
縦
者
の
顔
が
映
し
出
さ
れ
、万
博
会
場
の
パ

ソ
コ
ン
画
面
に
は
ア
バ
タ
ー
の
見
て
い
る
平
城
宮
跡
の

風
景
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。マ
イ
ク
が
つ
い
て
い
る
の

で
声
の
や
り
と
り
も
可
能
で
、万
博
会
場
と
平
城
宮

跡
で
会
話
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

森
川
：
当
日
は
、万
博
に
遠
足
で
来
て
い
た
子
ど
も
た

ち
や
、海
外
の
方
な
ど
１
０
０
人
を
超
え
る
人
た
ち
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。遠
隔
操
作
自
体
は
も
ち
ろ

ん
、遠
く
の
も
の
を
ま
る
で
自
分
の
目
で
見
て
い
る
よ

う
な
非
日
常
感
が
う
け
て
い
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

村
岸
：
平
城
宮
跡
は
地
面
が
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、U
S
B
が
抜
け
る
な
ど
、ア
バ
タ
ー
が
ス
ム
ー
ズ
に
動

か
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。た
だ
、ロ
ボ
ッ
ト

は〝
ト
ラ
ブ
る
〞も
の
。やって
み
て
初
め
て
分
か
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、修
正
を
加
え
な
が
ら
対
応
し
ま
し
た
。

万
博
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
、

感
じ
た
こ
と
は
。

久
野
：
日
本
の
人
に
限
ら
ず
、不
特
定
多
数
の
人
た

ち
に
操
作
し
て
も
ら
え
、感
想
を
聞
け
た
の
が
、世
界

的
な
イ
ベ
ン
ト
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

中
島
：
新
型
コ
ロ
ナ
の
時
期
に
、い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
技
術
が
途
絶
え
て
し
ま
う
の
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。最
近
、S
D
Gｓ
と
い
う
言
葉
が
よ
く

聞
か
れ
ま
す
が
、技
術
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く
持
続

可
能
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

村
岸
：
単
に
も
の
を
消
費
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、生
産
活
動
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
の
が
万
博
の
レ

ガ
シ
ー
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ

テ
ィ
ー（
人
工
知
能
が
人
間
の
知
能
を
超
え
る
時
代
）

が
来
て
も
、自
分
の
生
き
方
や
目
的
に
合
わ
せ
て
、消

費
活
動
を
生
産
活
動
に
転
化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

文
明
は
停
滞
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
。

　森
川
：
ほ
か
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
体
験
や
、知
識
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。自
分
た
ち
の
技
術
が
、高

齢
者
な
ど
、移
動
が
難
し
い
人
た
ち
の
活
動
の
幅
を
広

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

久
野
：
習
っ
た
こ
と
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る
場
所
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。授
業
で
製
図
な
ど
を
勉
強

し
て
も
、実
際
に
つ
く
る
と
こ
ろ
ま
で
は
や
ら
な
い
。動

か
せ
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

中
島
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。専
門
に
研
究
し
て
い
る
人
た
ち
だ

け
で
な
く
、小
中
学
生
で
も
す
ご
い
人
た
ち
が
い
て
、情
報

を
交
換
す
る
な
ど
有
意
義
な
時
間
を
持
て
て
い
ま
す
。

村
岸
：
ア
バ
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
、一
つ
の
体
が

同
時
に
複
数
の
場
所
に
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
、「
ダ

ブ
ル
ブ
ッ
キ
ン
グ
」と
い
う
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

物
理
的
、時
間
的
距
離
を
バ
ー
チ
ャ
ル
で
越
え
ら
れ

る
。ア
バ
タ
ー
技
術
が
、そ
ん
な
未
来
に
つ
な
が
れ
ば
と

思
って
活
動
し
て
い
ま
す
。

K
eihan

na A
vatar C

halleng
e

アバターで
挑んだ万博
距離をバーチャルで
跳び越えろ！　

２
０
０
３
年
、ロ
ー
ム
記
念
館
が
開
館
し
た
こ

と
を
受
け
、学
校
法
人
同
志
社
に
受
け
継
が
れ

る「
倜
儻
不
羈
」を
体
現
す
る
人
材
を
育
て
よ

う
と
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。学
部
や
学

科
・
研
究
科
の
枠
を
超
え
、教
育
や
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
。実
践
的
な
学
び
を
深
め
、社
会
人

と
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
。毎
年

秋
学
期
に
公
募
が
開
始
さ
れ
、選
考
を
通
過
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
数
カ
月
〜
１
年
間
、活
動

す
る
。今
年
は「
け
い
は
ん
な
ア
バ
タ
ー
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
含
め
、８
件
が
採
択
さ

れ
た
。

※
倜
儻
不
羈
…
才
覚
が
優
れ
、独
立
心
が
強
く
、世
俗
的
な

　
考
え
方
に
し
ば
ら
れ
な
い
こ
と

同
志
社

ロ
ー
ム
記
念
館

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

D o sh i sh a  Ro hm  Pl a z a  P ro j e c t

　４月に開幕し、盛り上がりを見せている大阪・関西万博。

会場の夢洲には、約１６０の国や地域の英知が結集し、課題

解決に向けたアイデアや創造を発信している。いわば世界の

技術の〝見本市″に、同志社ローム記念館プロジェクトに採択

された団体の一つ「けいはんなアバターチャレンジプロジェ

クト」が参加した。アバターとは？ 万博での活動は？ メンバー

の中島さん、村岸さん、久野さん、森川さんに話を聞いた。

突破する
学生たち

Break through

中
島 
大
介
さ
ん

脳
科
学
研
究
科

博
士
課
程
２
年
次
生

な
か
し
ま  
だ
い
す
け

村
岸 

秋
生
さ
ん

理
工
学
部
４
年
次
生

む
ら
ぎ
し
　
あ
き
お

森
川 

龍
さ
ん

理
工
学
部
３
年
次
生

も
り
か
わ 

り
ゅ
う

万博ではスムージーをつくる
ロボットに興味を持った。「ロ
ボットが社会で活躍する一例
を見ることができました」

万博では、大屋根リングに感動。対岸まで見
渡せる景色は必見。今回のプロジェクトで
は３Dプリンターを初めて使用した。「イメー
ジ通りに出力するのが難しかったです」

本プロジェクトのリーダー。万博で
はガンダム像がお気に入り。シュー
ティングゲームを、あえてストレスを
ためながら楽しむのが趣味。

万博でのおすすめは「静けさの森」。最近は
葉っぱをスキャンすることにはまっている。
「クスノキにはダニ部屋があるんです。拡大
してみるとおもしろいですよ」

21 3

て
き
と
う
ふ
き

分身として動かすアバター
は、高さ約1.4m。中央の
モニターに、操縦者の顔が
映し出される

久
野 　
寛
さ
ん

理
工
学
部
４
年
次
生

く
の
　   

ま
さ
ひ
ろ
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❶けいはんなアバターチャレンジ2025では、同志社大学から出場した３台のうち、２台が優勝、準優勝に輝いた ❷万博会場から奈良・平城宮跡のアバターを遠隔操作 ❸平城宮跡で奈良時代の衣装をまとったメンバーが、
アバターを通して万博会場とつながった

「
け
い
は
ん
な
ア
バ
タ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
島
：
も
と
も
と
、万
博
と
連
動
し
て
開
催
す
る
ロ
ボッ

ト
の
大
運
動
会「
け
い
は
ん
な
ア
バ
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
２

０
２
５
」（
５
月
２５
日
、け
い
は
ん
な
学
研
都
市
地
区
で
）

に
自
作
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
出
場
、運
営
や
サ
ポ
ー
ト
も
行
う

こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジェク
ト
で
す
。

村
岸
：
ア
バ
タ
ー
と
は
遠
隔
操
縦
ロ
ボ
ッ
ト
の
こ
と

で
、遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、マ
ウ
ス
や
ゲ
ー
ム
機
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
使
って
動
か
し
ま
す
。当
日
は
、同

志
社
大
学
か
ら
３
台
が
出
場
し
、他
大
学
や
企
業
な

ど
か
ら
参
加
し
た
７
台
の
ア
バ
タ
ー
と
競
い
ま
し
た
。

久
野
：
最
初
に
１０
台
で
パ
レ
ー
ド
し
た
後
、ア
バ
タ
ー

が
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
鳴
ら
し
て
、お
菓
子
を
も
ら
う

「
地
蔵
盆
」競
技
や
、地
域
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
に
ア

バ
タ
ー
が
買
い
物
に
行
き
、ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
買
っ
て

帰
って
く
る「
買
い
物
競
争
」な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

大
阪・関
西
万
博
で
は
？

　中
島
：
奈
良
の
平
城
宮
跡
に
置
い
た
ア
バ
タ
ー
を
、万

博
会
場
か
ら
遠
隔
で
操
作
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
幕
直

後
に
開
き
ま
し
た
。ア
バ
タ
ー
が
、大
極
殿
の
周
り
な

ど
を
時
速
４
〜
５
㎞
で
自
由
に
動
き
回
り
、送
ら
れ
て

く
る
画
像
を
通
し
て
、万
博
会
場
に
い
な
が
ら
、平
城

宮
跡
の
観
光
を
楽
し
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。８
月

2・3
日
に
関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
京
都
ブ
ー
ス
、9
月
19

日
に
大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン 

リ
ボ
ー
ン
ス
テ
ー

ジ
で
、同
様
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

久
野
：
ア
バ
タ
ー
に
搭
載
し
た
画
面
に
は
万
博
会
場

に
い
る
操
縦
者
の
顔
が
映
し
出
さ
れ
、万
博
会
場
の
パ

ソ
コ
ン
画
面
に
は
ア
バ
タ
ー
の
見
て
い
る
平
城
宮
跡
の

風
景
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。マ
イ
ク
が
つ
い
て
い
る
の

で
声
の
や
り
と
り
も
可
能
で
、万
博
会
場
と
平
城
宮

跡
で
会
話
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

森
川
：
当
日
は
、万
博
に
遠
足
で
来
て
い
た
子
ど
も
た

ち
や
、海
外
の
方
な
ど
１
０
０
人
を
超
え
る
人
た
ち
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。遠
隔
操
作
自
体
は
も
ち
ろ

ん
、遠
く
の
も
の
を
ま
る
で
自
分
の
目
で
見
て
い
る
よ

う
な
非
日
常
感
が
う
け
て
い
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

村
岸
：
平
城
宮
跡
は
地
面
が
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、U
S
B
が
抜
け
る
な
ど
、ア
バ
タ
ー
が
ス
ム
ー
ズ
に
動

か
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。た
だ
、ロ
ボ
ッ
ト

は〝
ト
ラ
ブ
る
〞も
の
。やって
み
て
初
め
て
分
か
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、修
正
を
加
え
な
が
ら
対
応
し
ま
し
た
。

万
博
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
、

感
じ
た
こ
と
は
。

久
野
：
日
本
の
人
に
限
ら
ず
、不
特
定
多
数
の
人
た

ち
に
操
作
し
て
も
ら
え
、感
想
を
聞
け
た
の
が
、世
界

的
な
イ
ベ
ン
ト
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

中
島
：
新
型
コ
ロ
ナ
の
時
期
に
、い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
技
術
が
途
絶
え
て
し
ま
う
の
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。最
近
、S
D
Gｓ
と
い
う
言
葉
が
よ
く

聞
か
れ
ま
す
が
、技
術
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く
持
続

可
能
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

村
岸
：
単
に
も
の
を
消
費
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、生
産
活
動
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
の
が
万
博
の
レ

ガ
シ
ー
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ

テ
ィ
ー（
人
工
知
能
が
人
間
の
知
能
を
超
え
る
時
代
）

が
来
て
も
、自
分
の
生
き
方
や
目
的
に
合
わ
せ
て
、消

費
活
動
を
生
産
活
動
に
転
化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

文
明
は
停
滞
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
。

　森
川
：
ほ
か
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
体
験
や
、知
識
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。自
分
た
ち
の
技
術
が
、高

齢
者
な
ど
、移
動
が
難
し
い
人
た
ち
の
活
動
の
幅
を
広

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

久
野
：
習
っ
た
こ
と
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る
場
所
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。授
業
で
製
図
な
ど
を
勉
強

し
て
も
、実
際
に
つ
く
る
と
こ
ろ
ま
で
は
や
ら
な
い
。動

か
せ
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

中
島
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。専
門
に
研
究
し
て
い
る
人
た
ち
だ

け
で
な
く
、小
中
学
生
で
も
す
ご
い
人
た
ち
が
い
て
、情
報

を
交
換
す
る
な
ど
有
意
義
な
時
間
を
持
て
て
い
ま
す
。

村
岸
：
ア
バ
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
、一
つ
の
体
が

同
時
に
複
数
の
場
所
に
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
、「
ダ

ブ
ル
ブ
ッ
キ
ン
グ
」と
い
う
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

物
理
的
、時
間
的
距
離
を
バ
ー
チ
ャ
ル
で
越
え
ら
れ

る
。ア
バ
タ
ー
技
術
が
、そ
ん
な
未
来
に
つ
な
が
れ
ば
と

思
って
活
動
し
て
い
ま
す
。

K
eihan

na A
vatar C

halleng
e

アバターで
挑んだ万博
距離をバーチャルで
跳び越えろ！　

２
０
０
３
年
、ロ
ー
ム
記
念
館
が
開
館
し
た
こ

と
を
受
け
、学
校
法
人
同
志
社
に
受
け
継
が
れ

る「
倜
儻
不
羈
」を
体
現
す
る
人
材
を
育
て
よ

う
と
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。学
部
や
学

科
・
研
究
科
の
枠
を
超
え
、教
育
や
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
。実
践
的
な
学
び
を
深
め
、社
会
人

と
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
。毎
年

秋
学
期
に
公
募
が
開
始
さ
れ
、選
考
を
通
過
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
数
カ
月
〜
１
年
間
、活
動

す
る
。今
年
は「
け
い
は
ん
な
ア
バ
タ
ー
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
含
め
、８
件
が
採
択
さ

れ
た
。

※
倜
儻
不
羈
…
才
覚
が
優
れ
、独
立
心
が
強
く
、世
俗
的
な

　
考
え
方
に
し
ば
ら
れ
な
い
こ
と

同
志
社

ロ
ー
ム
記
念
館

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

D o sh i sh a  Ro hm  Pl a z a  P ro j e c t

　４月に開幕し、盛り上がりを見せている大阪・関西万博。

会場の夢洲には、約１６０の国や地域の英知が結集し、課題

解決に向けたアイデアや創造を発信している。いわば世界の

技術の〝見本市″に、同志社ローム記念館プロジェクトに採択

された団体の一つ「けいはんなアバターチャレンジプロジェ

クト」が参加した。アバターとは？ 万博での活動は？ メンバー

の中島さん、村岸さん、久野さん、森川さんに話を聞いた。

突破する
学生たち

Break through

中
島 

大
介
さ
ん

脳
科
学
研
究
科

博
士
課
程
２
年
次
生

な
か
し
ま  

だ
い
す
け

村
岸 

秋
生
さ
ん

理
工
学
部
４
年
次
生

む
ら
ぎ
し
　
あ
き
お

森
川 

龍
さ
ん

理
工
学
部
３
年
次
生

も
り
か
わ 

り
ゅ
う

万博ではスムージーをつくる
ロボットに興味を持った。「ロ
ボットが社会で活躍する一例
を見ることができました」

万博では、大屋根リングに感動。対岸まで見
渡せる景色は必見。今回のプロジェクトで
は３Dプリンターを初めて使用した。「イメー
ジ通りに出力するのが難しかったです」

本プロジェクトのリーダー。万博で
はガンダム像がお気に入り。シュー
ティングゲームを、あえてストレスを
ためながら楽しむのが趣味。

万博でのおすすめは「静けさの森」。最近は
葉っぱをスキャンすることにはまっている。
「クスノキにはダニ部屋があるんです。拡大
してみるとおもしろいですよ」

21 3

て
き
と
う
ふ
き

分身として動かすアバター
は、高さ約1.4m。中央の
モニターに、操縦者の顔が
映し出される

久
野 　
寛
さ
ん

理
工
学
部
４
年
次
生

く
の
　   

ま
さ
ひ
ろ
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28（3.8%）

6
（0.8%）

51
（6.9%）

26（3.5%）242
（11.4%）

287
（13.5%）

305
（14.3%）

333
（15.7%）

43
（2.0%）204

（9.2%）

352
（15.8%）

335
（15.0%）

325
（14.6%）

32
（1.4%）

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

2027年春採用に向けた主な支援プログラム（3年次生・大学院1年次生対象）

4月 5月
2025年 2026年

ガイダンス

セミナー

ワークショップ
（実践講座）

仕事研究

その他

3月

INFORMATION

2025 July

2024年度 就職状況
　2
0
2
4
年
度
の
就
職
率
は
99・7
%（
学
部・研

究
科
合
計
）と
な
り
、昨
年
度
に
引
き
続
き
企
業
の

採
用
意
欲
が
堅
調
に
推
移
す
る
中
、就
職
率
は
高
い

数
字
と
な
り
ま
し
た
。多
く
の
企
業
で
は
、競
争
が

一
層
激
化
す
る
環
境
下
で
、内
々
定
・
内
定
を
出
す

時
期
が
よ
り
一
層
早
期
化
し
ま
し
た
。内
々
定
・
内

定
出
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
早
ま
っ
て
い
ま
す
が
、採

用
予
定
人
数
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、夏

以
降
も
採
用
活
動
を
継
続
す
る
企
業
も
多
く
、早
期

化
と
同
時
に
長
期
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、多
く
の

企
業
は
昨
年
度
と
同
様
に
、採
用
予
定
人
数
の
確
保

よ
り
も
将
来
の
コ
ア
と
な
る
人
材
を
確
保
し
よ
う

と
す
る
厳
選
採
用
の
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、変
化

に
柔
軟
に
対
応
し
、自
ら
考
え
行
動
で
き
る
自
立
し

た
学
生
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
自
身
が
納

得
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、勉
強

や
サ
ー
ク
ル
な
ど
、今
で
き
る
こ
と
に
本
気
で
取
り

組
み
、充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご
し
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
し
て
社
会
の
動
向
や
働
く
こ
と
へ
の
理
解
を

深
め
、早
い
段
階
か
ら
将
来
の
進
路
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

1

データでみる同大生の

■ 業種別内定状況

文系学部・研究科 女子（人） 理系学部・研究科（人）

527
（24.8%）

389
（18.3%）

文系学部・研究科 男子（人）

623
（28.0%）

355
（15.9%）

135
（18.2%） 60

（8.1%）
437

（58.8%）

メーカー
流通
金融
マスコミ・
情報通信
教育・学習支援
サービス
公共・その他

■ 従業員規模別就職状況

756
（34.0%）

255
（11.5%）

150
（6.7%）

275
（12.4%）

238
（10.7%）

552
（24.8%）

222
（10.4%）

217
（10.2%）

514
（24.2%）

246
（11.6%）

224
（10.5%）

703
（33.1%）

53
（7.1%）50

（6.7%）

64
（8.6%） 337

（45.4%）

16
（2.2%）

223
（30.0%）

キャリアセンター
年間プログラム

　キャリアセンターの支援プログラムが
本格的に始まるのは3年次生の春から
です。コアプログラムは「ガイダンス
（就活戦略を立てる）」・「セミナー（業界
研究・選考対策）」・「ワークショップ（本番
に向け少人数で実践）」を1セットとして
います。それらのプログラム以外に、公務
員志望者向けのプログラムや、内定を
持つ先輩学生との交流会などを開催して
います。就職活動は、学業や部活動とい
かに両立させるかがポイントです。自身
のスケジュールとキャリアセンターの
プログラム日程を確認しながら、計画的
に進めましょう！

スタートは3年次生の春から！

■ 就職者数上位30位　企業・団体名と人数

文系 理系

※企業・団体名は2025年3月31日現在の名称を記載しています。

国家公務員（一般職） 
株式会社ニトリ
株式会社京都銀行
株式会社ＮＴＴドコモ
日本生命保険相互会社
みずほフィナンシャルグループ
りそなグループ
京都中央信用金庫
東京海上日動火災保険株式会社
住友生命保険相互会社
株式会社ベイカレント・コンサルティング
大和証券株式会社
レバレジーズ株式会社
日本電気株式会社
株式会社村田製作所
全日本空輸株式会社
株式会社ＮＴＴデータ
京都府

56
33
31
30
28
27
27
26
23
22
22
20
20
19
19
18
17
17

17
17
16
16
16
16
16
15
15
15
15
14
14
14
14
14

大和ハウス工業株式会社
みずほ証券株式会社
株式会社滋賀銀行
三井住友信託銀行株式会社
三菱電機株式会社
株式会社三井住友銀行
楽天グループ株式会社
株式会社キーエンス
裁判所職員（一般職・裁判所事務官）
富士通株式会社
パナソニック株式会社
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
大阪市
ダイキン工業株式会社
日本航空株式会社
株式会社日立製作所

トヨタ自動車株式会社
ダイキン工業株式会社
パナソニック株式会社
株式会社村田製作所
株式会社クボタ
株式会社日立製作所
三菱重工業株式会社
株式会社ＮＴＴドコモ
関西電力株式会社
京セラ株式会社
株式会社デンソー
富士通株式会社
本田技研工業株式会社
株式会社きんでん
株式会社豊田自動織機
日本電気株式会社
株式会社野村総合研究所
三菱電機株式会社

29
18
15
11
10
10
8
7
7
7
7
7
7
6
6
6
6
6

5
5
5
5
5
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社
株式会社ＮＴＴデータ
株式会社島津製作所
西日本旅客鉄道株式会社
株式会社日立システムズ
アクセンチュア株式会社
川崎重工業株式会社
株式会社小松製作所
日本製鉄株式会社
シスメックス株式会社
積水化学工業株式会社
西日本電信電話株式会社
株式会社日立ハイテク
パナソニック コネクト株式会社
パナソニック インダストリー株式会社
パナソニック エナジー株式会社

キャリアセンターWebサイトで情報収集できます!

　キャリアセンターが開催する
プログラム情報や個別相談の利用
方法、OB・OG情報の閲覧方法
など就職活動に関する情報をお知
らせしています。1年次生から参加
できるプログラムもあります。就職
を考えている方はもちろん、将来
を考えるきっかけがほしい方もぜ
ひ利用してください。

同志社大学限定の求人情報を見ることができます！

　｢求人・インターンシップ情報検索サイト｣には、企業・
団体から届いたインターンシップや求人の情報を掲載
しています。情報検索時に｢募集校限定求人｣の条件を
設定することで、｢特に同志社大学の学生を採用したい｣
と考えている企業の求人情報を見ることができます。
ぜひご利用ください。

求人・インターンシップ
情報検索サイト

　キャリアコンサルタントの資格を持つアドバイザーや同志社大学職員に、
自身のキャリアやインターンシップ、就職に関する相談をすることができます。
1年次生から利用可能です。「就職活動の流れが知りたい」「自分の強みが
分からない」といった相談もOKです。気軽な気持ちで利用してください。
　予約方法等の詳細はキャリアセンターWebサイトの「個別相談の利用」で
お知らせしています。

「予約制」、「就職相談」と身構えずに気軽に利用を

個別相談（予約制）を利用しよう！

【Webサイトに掲載している主な内容】
●キャリアセンター利用案内　●個別相談利用方法
●OB・OG情報の閲覧方法　●プログラム案内　
●証明書・履歴書　●就職統計情報
●インターンシップ

文系学部・研究科 男子（人） 文系学部・研究科 女子（人） 理系学部・研究科（人）

注：  巨大企業＝従業員5,000人以上
      大企業Ａ＝1,000人以上
      大企業B＝500人以上
      中企業＝100人以上   
      小企業＝100人未満             

※率（％）は小数点第2位を四捨五入している
ため、合計が100％にならない場合があり
ます。
※各種学校、非営利団体、宗教法人、医療・
保健、介護事業、公務員などの業種は全て
その他に含まれます。

※率（％）は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

巨大企業
大企業A
大企業B

中企業
小企業
その他
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28（3.8%）
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26（3.5%）242
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その他
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2024年度 就職状況
　2
0
2
4
年
度
の
就
職
率
は
99・7
%（
学
部・研

究
科
合
計
）と
な
り
、昨
年
度
に
引
き
続
き
企
業
の

採
用
意
欲
が
堅
調
に
推
移
す
る
中
、就
職
率
は
高
い

数
字
と
な
り
ま
し
た
。多
く
の
企
業
で
は
、競
争
が

一
層
激
化
す
る
環
境
下
で
、内
々
定
・
内
定
を
出
す

時
期
が
よ
り
一
層
早
期
化
し
ま
し
た
。内
々
定
・
内

定
出
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
早
ま
っ
て
い
ま
す
が
、採

用
予
定
人
数
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、夏

以
降
も
採
用
活
動
を
継
続
す
る
企
業
も
多
く
、早
期

化
と
同
時
に
長
期
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、多
く
の

企
業
は
昨
年
度
と
同
様
に
、採
用
予
定
人
数
の
確
保

よ
り
も
将
来
の
コ
ア
と
な
る
人
材
を
確
保
し
よ
う

と
す
る
厳
選
採
用
の
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、変
化

に
柔
軟
に
対
応
し
、自
ら
考
え
行
動
で
き
る
自
立
し

た
学
生
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
自
身
が
納

得
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、勉
強

や
サ
ー
ク
ル
な
ど
、今
で
き
る
こ
と
に
本
気
で
取
り

組
み
、充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご
し
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
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データでみる同大生の

■ 業種別内定状況

文系学部・研究科 女子（人） 理系学部・研究科（人）

527
（24.8%）

389
（18.3%）

文系学部・研究科 男子（人）

623
（28.0%）

355
（15.9%）

135
（18.2%） 60

（8.1%）
437

（58.8%）

メーカー
流通
金融
マスコミ・
情報通信
教育・学習支援
サービス
公共・その他

■ 従業員規模別就職状況

756
（34.0%）

255
（11.5%）

150
（6.7%）

275
（12.4%）

238
（10.7%）

552
（24.8%）

222
（10.4%）

217
（10.2%）

514
（24.2%）

246
（11.6%）

224
（10.5%）

703
（33.1%）

53
（7.1%）50

（6.7%）

64
（8.6%） 337

（45.4%）

16
（2.2%）

223
（30.0%）

キャリアセンター
年間プログラム

　キャリアセンターの支援プログラムが
本格的に始まるのは3年次生の春から
です。コアプログラムは「ガイダンス
（就活戦略を立てる）」・「セミナー（業界
研究・選考対策）」・「ワークショップ（本番
に向け少人数で実践）」を1セットとして
います。それらのプログラム以外に、公務
員志望者向けのプログラムや、内定を
持つ先輩学生との交流会などを開催して
います。就職活動は、学業や部活動とい
かに両立させるかがポイントです。自身
のスケジュールとキャリアセンターの
プログラム日程を確認しながら、計画的
に進めましょう！

スタートは3年次生の春から！

■ 就職者数上位30位　企業・団体名と人数

文系 理系

※企業・団体名は2025年3月31日現在の名称を記載しています。

国家公務員（一般職） 
株式会社ニトリ
株式会社京都銀行
株式会社ＮＴＴドコモ
日本生命保険相互会社
みずほフィナンシャルグループ
りそなグループ
京都中央信用金庫
東京海上日動火災保険株式会社
住友生命保険相互会社
株式会社ベイカレント・コンサルティング
大和証券株式会社
レバレジーズ株式会社
日本電気株式会社
株式会社村田製作所
全日本空輸株式会社
株式会社ＮＴＴデータ
京都府

56
33
31
30
28
27
27
26
23
22
22
20
20
19
19
18
17
17

17
17
16
16
16
16
16
15
15
15
15
14
14
14
14
14

大和ハウス工業株式会社
みずほ証券株式会社
株式会社滋賀銀行
三井住友信託銀行株式会社
三菱電機株式会社
株式会社三井住友銀行
楽天グループ株式会社
株式会社キーエンス
裁判所職員（一般職・裁判所事務官）
富士通株式会社
パナソニック株式会社
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
大阪市
ダイキン工業株式会社
日本航空株式会社
株式会社日立製作所

トヨタ自動車株式会社
ダイキン工業株式会社
パナソニック株式会社
株式会社村田製作所
株式会社クボタ
株式会社日立製作所
三菱重工業株式会社
株式会社ＮＴＴドコモ
関西電力株式会社
京セラ株式会社
株式会社デンソー
富士通株式会社
本田技研工業株式会社
株式会社きんでん
株式会社豊田自動織機
日本電気株式会社
株式会社野村総合研究所
三菱電機株式会社

29
18
15
11
10
10
8
7
7
7
7
7
7
6
6
6
6
6

5
5
5
5
5
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社
株式会社ＮＴＴデータ
株式会社島津製作所
西日本旅客鉄道株式会社
株式会社日立システムズ
アクセンチュア株式会社
川崎重工業株式会社
株式会社小松製作所
日本製鉄株式会社
シスメックス株式会社
積水化学工業株式会社
西日本電信電話株式会社
株式会社日立ハイテク
パナソニック コネクト株式会社
パナソニック インダストリー株式会社
パナソニック エナジー株式会社

キャリアセンターWebサイトで情報収集できます!

　キャリアセンターが開催する
プログラム情報や個別相談の利用
方法、OB・OG情報の閲覧方法
など就職活動に関する情報をお知
らせしています。1年次生から参加
できるプログラムもあります。就職
を考えている方はもちろん、将来
を考えるきっかけがほしい方もぜ
ひ利用してください。

同志社大学限定の求人情報を見ることができます！

　｢求人・インターンシップ情報検索サイト｣には、企業・
団体から届いたインターンシップや求人の情報を掲載
しています。情報検索時に｢募集校限定求人｣の条件を
設定することで、｢特に同志社大学の学生を採用したい｣
と考えている企業の求人情報を見ることができます。
ぜひご利用ください。

求人・インターンシップ
情報検索サイト

　キャリアコンサルタントの資格を持つアドバイザーや同志社大学職員に、
自身のキャリアやインターンシップ、就職に関する相談をすることができます。
1年次生から利用可能です。「就職活動の流れが知りたい」「自分の強みが
分からない」といった相談もOKです。気軽な気持ちで利用してください。
　予約方法等の詳細はキャリアセンターWebサイトの「個別相談の利用」で
お知らせしています。

「予約制」、「就職相談」と身構えずに気軽に利用を

個別相談（予約制）を利用しよう！

【Webサイトに掲載している主な内容】
●キャリアセンター利用案内　●個別相談利用方法
●OB・OG情報の閲覧方法　●プログラム案内　
●証明書・履歴書　●就職統計情報
●インターンシップ

文系学部・研究科 男子（人） 文系学部・研究科 女子（人） 理系学部・研究科（人）

注：  巨大企業＝従業員5,000人以上
      大企業Ａ＝1,000人以上
      大企業B＝500人以上
      中企業＝100人以上   
      小企業＝100人未満             

※率（％）は小数点第2位を四捨五入している
ため、合計が100％にならない場合があり
ます。
※各種学校、非営利団体、宗教法人、医療・
保健、介護事業、公務員などの業種は全て
その他に含まれます。

※率（％）は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

巨大企業
大企業A
大企業B

中企業
小企業
その他
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企画広報・管理運営
ブランディング強化事業（大学案内公式アプリ）   
教務システム改修
人事部業務の外部委託

　2024年度大学決算は、2025年5月8日開催の大学予算委員会および大学評議会、5月
23日開催の法人理事会で承認されました。
　2024年度は、施設設備整備について、今出川校地においては、新図書館改築等工事お
よび空調設備の老朽化対応としての扶桑館および明徳館の空調改修工事を実施しまし
た。また、京田辺校地においては、スポーツ・コンプレックス建設工事および各所昇降機改
修工事を実施し、学生生活のアメニティ向上を図りました。
　教学面では、創立150周年を迎える同志社大学の更なる発展及び創立200周年に向け
た強固な基盤形成を実現するため、ICTを活用した変革への意志と方針を表明する
「Doshisha Digital Transformation（DDX） 宣言」を発出しました。
　また、2022年度から開始している「同志社データサイエンス・AI教育プログラム
（DDASH）」では、応用基礎レベル（DDASH-A）で「数理・データサイエンス・AI教育プ
ログラム」の文部科学大臣認定を取得し、メタバースを活用した「バーチャル説明会」や
EVE期間中のアカデミック企画として良心館にブースを設置してDDASHの履修を促
進しました。
　全学共通教養教育科目の再編成と体系化については、全学共通教養教育科目の区
分を見直し、キャリア形成支援科目をライフデザイン科目に名称変更しました。また、自
然・人間科学系科目を分離し、人間科学系科目の下位に保健体育科目を設置しました。
さらに、良心や国際性の涵養、イノベーションの推進を図るため、「同志社科目特論」、「国
際関係学概論」、「国際文化学概論」、「イノベーション基礎」を新設するなど、学部・研究
科横断の取組を推進しました。また、アントレプレナーシップ教育の体系化を図り、「同志
社イノベーション・ゲートウェイ（DIG）」の開設を決定しました。
　研究面では、国際的に高く注目されている学術雑誌に投稿し、オープンアクセス化によ
り研究成果を広く公表することを奨励し、学術コミュニティや社会に貢献しようとする研
究者の研究活動を支援する目的で、2023年度より実施している「国際学術論文公開奨
励研究費」による支援を推進しました。また、日本学術振興会 特別研究員（PD等）に採
用された優秀な若手研究者が、安定して自身の研究に取り組める環境を整備するため、
本学の特別研究員として雇用する制度を導入し、若手研究者の確保・育成に向けた取
組を推進しました。
　学生支援面では、トイレのピクトグラムの整備を実施し、その呼称を全ての人 に々開かれ
た普遍性を表現する「ユニバーサルトイレ」とすることを決定しました。また、キャンパス内に
デジタルサイネージを設置し、学生の様 な々活動や成果、イベント情報等を発信することに

より、利便性の向上や、学生同士のコミュニケーションの活性化を図る取組を実施しました。
　そのほか、「同志社大学ビジョン2025」を推進すべく、「同志社大学 2025 ALL 
DOSHISHA 募金」を継続して実施しました。この募金は、ビジョンに掲げる事業推進を
はじめ、奨学事業、課外活動支援、施設設備整備等、幅広い事業を対象としており、本学
に関わる全てのステークホルダーに本学の教育・研究活動のさらなる充実・発展に向け
ての支援をお願いするもので、2025年末まで継続的に実施する予定です。
　以上の通り、2024年度もこれまで同様、教育、研究、学生支援、施設設備整備の各方
面に亘り、必要となる財政的支援を重点的かつ効果的に行いました。収入面では、学生
生徒等納付金、手数料、寄付金、経常費等補助金、付随事業収入の増収により、予算よ
りも大幅な増収となり、支出面においては、人件費や業務委託費の費用増により予算と
比較してやや増加しました。
　以下、事業活動収支計算書に基づき主な収支の内容について説明します。

学生生徒等納付金は345億円で、事業活動収入に占める割合は約76%と大きな比
重を占めています。
手数料は19億円で入学検定料が主なものです。
寄付金は6億円で、同志社大学 2025 ALL DOSHISHA 募金、研究助成への奨学
寄付金、寄付教育研究プロジェクトなど教育研究活動への寄付金を受入れました。
経常費等補助金は45億円で、国庫補助金が主なものです。この大部分を占めるの
が私立大学等経常費補助金で、一般補助27億円、特別補助3億円を受け入れた
他、授業料等減免費交付金として12億円を受入れています。その他の国庫補助金
では、従来雇用関係を有していなかったPD等について雇用を可能にすることで、PD
等の育成と研究環境の向上を図り、積極的に優秀な若手研究者の確保・育成に取
り組むことを目的とした若手研究者雇用支援金などを受入れました。
付随事業収入は13億円で、企業からの共同研究費・受託研究費などの受託事業
収入、学生寮の寮費などの補助活動収入が主なものです。
雑収入は11億円で、私立大学退職金財団からの交付金収入や施設設備利用料収
入が主なものです。
分担金は2億円で、法人業務に係る法人内各学校の負担分です。
教育活動収入計は440億円で、予算に対して26億円の増額となりました。
人件費は219億円で、事業活動収入に対して約48%となりました。
教育研究経費は165億円で、経常的な教育研究活動に要した経費です。
管理経費は19億円で、大学の維持管理に要した経費です。
その他の支出を加えた教育活動支出計は404億円となり、予算に対して8億円の増
加となりました。
学校法人の本業である教育研究事業の収支である、教育活動収支は、35億円の
収入超過です。

教育活動外収支は、主に財務活動の収支区分で、受取利息・配当金の計上等
により、6億円の収入超過です。
教育活動収支差額と教育活動外収支差額を合わせた経常収支は41億円の収
入超過です。

用 語 解 説

■ 事業活動収支計算書
学校法人会計基準において学校法人に作成が求められている計算書類の一つで、
当該年度の事業活動における収入と支出の内容とその均衡状況を表すものです。
■ 事業活動収入
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の収入
の部を合計したものです。当該年度の収入のうち、学校法人の負債とならな
い収入をいいます。したがって借入金、前受金、預り金などは含まれません。
■ 事業活動支出
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の支出
の部と予備費を合計したものです。人件費、物件費、減価償却額など、当該
年度に消費する支出です。
■ 基本金     
基本金は、学校法人の活動計画に基づき必要となる資産を事業活動収入から
組入れて継続的に保持するもので、自己資金により取得した固定資産の価額に
対応する第１号基本金、将来取得する固定資産に充てるための第２号基本金、
運用果実により教育研究活動を進めるための基金である第３号基本金、恒常的
に保持すべき運転資金である第４号基本金から成ります。事業活動収支計算書
では、当年度に組入れる額が「基本金組入額合計」で表示されています。

特別収支は、特殊な要因によって一時的に発生した臨時的な事業活動収入及
び事業活動支出で、8億円の収入超過です。施設設備に係る寄付金及び補助
金、現物寄付、法人内資金調達に係る返済額、本年度除却の固定資産に係る
資産処分差額並びに過年度修正額が該当します。

基本金組入前当年度収支差額は49億円の収入超過となります。
基本金組入額は学校法人がその諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に
保持するために組み入れる額で、22億円を組み入れます。今後の資産取得に向
けての第2号基本金の組み入れが主なものです。
基本金組入前当年度収支差額から基本金組入額を控除した当年度収支差額は
27億円の収入超過となります。
支出準備金取崩額は7億円で、使途が特定された準備金の取崩額などです。
支出準備金繰入額は18億円で、使途特定寄付金、研究費および大規模建設事
業などの予算繰越額を決算において繰り入れたものです。
基本金取崩額は0円です。
当年度収支差額に支出準備金取崩、繰入、基本金取崩額を加えた調整後当年
度収支差額は、17億円の収入超過となります。
なお、累積収支差額として241億円の支出超過額を翌年度に繰り越すこととなります。

■ 2024年度 事業活動収支計算書　2024年4月1日から2025年3月31日まで

2025年度大学予算は、3月6日開催の予算委員会および大学評議会、3月29日開催の法人評議会、理事会で承認、決定されました。
主な事業は以下のとおりで、詳細な予算額については2025年度事業活動収支予算書のとおりです。

教育研究の充実
教室等マルチメディア環境整備
Adobe Creative Cloudライセンス契約
コミュニティツール「Commune」の導入

建設事業
今出川新図書館建設事業　改築等工事
京田辺キャンパスリニューアル事業　教室他改修工事
スポーツ・コンプレックス事業　建設工事
電話交換機（ＰＢＸ）整備工事

学生生活支援の充実
企業向けバーチャル・オフィスの開設、バーチャル・プラットフォームの運用 
同志社大学ポータルバージョンアップ、機能追加
証明書発行システムリプレース 

■ 2025年度 事業活動収支予算書　2025年4月1日から2026年3月31日まで
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動 

外 

収 

支

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

34,502,760
1,711,550
303,610
3,939,140
912,560
890,300

0
194,310

42,454,230

33,643,040
1,711,550
310,630
3,658,030
921,350
911,810

0
195,880

41,352,290

859,720
0

△ 7,020
281,110
△ 8,790
△ 21,510

0
△ 1,570
1,101,940

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,800,390
17,380,820
2,010,590
11,940

0
41,203,740
1,250,490

21,488,890
16,262,760
1,826,320
15,680

0
39,593,650
1,758,640

311,500
1,118,060
184,270
△ 3,740

0
1,610,090
△ 508,150

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

408,370
440
2,750

411,560

307,660
440
3,860

311,960

100,710
0

△ 1,110
99,600

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

411,560
1,662,050

0
0
0
0

311,960
2,070,600

0
0
0
0

99,600
△ 408,550経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

増　減

増　減

増　減

増　減

科　目

科　目

科　目

科　目

42,084,250
39,857,350

45,403,464
40,506,316

△ 3,319,214
△ 648,966

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）

特 

別 

収 

支

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
200,000
220,000
420,000

74
650,749
220,000
870,823

△ 74
△ 450,749

0
△ 450,823

3,700
0
0

3,700
416,300
260,000
2,226,900

△ 2,397,170
△ 170,270
477,640

△ 813,680
0

△ 506,310
△ 25,812,090
△ 26,318,400

51,217
24,273

0
75,490
795,333

4,897,148
△ 2,197,512
2,699,636
742,676

△ 1,778,001
0

1,664,311
△ 25,812,090
△ 24,147,779

△ 47,517
△ 24,273

0
△ 71,790
△ 379,033
260,000

△ 2,670,248
△ 199,658
△ 2,869,906
△ 265,036
964,321

0
△ 2,170,621

0
△ 2,170,621

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 決　算 差　異

予　算 決　算 差　異

科　目

科　目

（単位：千円）

教 

育 

活 

動 

収 

支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

教 

育 

活 

動 

外 

収 

支

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

33,643,040
1,711,550
310,630
3,658,030
921,350
911,810

0
195,880

41,352,290

34,455,422
1,885,124
560,302
4,452,374
1,305,982
1,108,275

4,530
186,500

43,958,509

△ 812,382
△ 173,574
△ 249,672
△ 794,344
△ 384,632
△ 196,465
△ 4,530
9,380

△ 2,606,219

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,488,890
16,262,760
1,826,320
15,680

0
39,593,650
1,758,640

21,941,023
16,536,691
1,908,727
31,029
13,356

40,430,826
3,527,683

△ 452,133
△ 273,931
△ 82,407
△ 15,349
△ 13,356
△ 837,176
△ 1,769,043

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

307,660
440
3,860

311,960

570,459
0

3,673
574,132

△ 262,799
440
187

△ 262,172

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

311,960
2,070,600

0
0
0
0

574,132
4,101,815

0
0
0
0

△ 262,172
△ 2,031,215経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

決　算

決　算

決　算

決　算

差　異

差　異

差　異

差　異

科　目

科　目

科　目

科　目

43,228,190
41,473,740

42,084,250
39,857,350

1,143,940
1,616,390

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）

特 

別 

収 

支

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
200,000
162,400
362,400

0
200,000
220,000
420,000

0
0

△ 57,600
△ 57,600

0
0
0
0

362,400
270,000
1,754,450

△ 2,952,360
△ 1,197,910

432,660
△ 758,540

0
△ 1,523,790
△ 24,147,780
△ 25,671,570

3,700
0
0

3,700
416,300
260,000
2,226,900

△ 2,397,170
△ 170,270
477,640

△ 813,680
0

△ 506,310
△ 25,812,090
△ 26,318,400

△ 3,700
0
0

△ 3,700
△ 53,900
10,000

△ 472,450
△ 555,190
△ 1,027,640
△ 44,980
55,140

0
△ 1,017,480
1,664,310
646,830

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 前年度予算 増　減

予　算 前年度予算 増　減

科　目

科　目

（単位：千円）

大学決算について2024年度

2025年度

財務部 経理課

2025
JulyINFORMATION 2

大学予算について

（単位：千円）

（単位：千円）

教育活動収支Ⅰ. 教育活動外収支Ⅱ.

特別収支Ⅲ.

基本金組入額および収支差額Ⅳ.
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企画広報・管理運営
ブランディング強化事業（大学案内公式アプリ）   
教務システム改修
人事部業務の外部委託

　2024年度大学決算は、2025年5月8日開催の大学予算委員会および大学評議会、5月
23日開催の法人理事会で承認されました。
　2024年度は、施設設備整備について、今出川校地においては、新図書館改築等工事お
よび空調設備の老朽化対応としての扶桑館および明徳館の空調改修工事を実施しまし
た。また、京田辺校地においては、スポーツ・コンプレックス建設工事および各所昇降機改
修工事を実施し、学生生活のアメニティ向上を図りました。
　教学面では、創立150周年を迎える同志社大学の更なる発展及び創立200周年に向け
た強固な基盤形成を実現するため、ICTを活用した変革への意志と方針を表明する
「Doshisha Digital Transformation（DDX） 宣言」を発出しました。
　また、2022年度から開始している「同志社データサイエンス・AI教育プログラム
（DDASH）」では、応用基礎レベル（DDASH-A）で「数理・データサイエンス・AI教育プ
ログラム」の文部科学大臣認定を取得し、メタバースを活用した「バーチャル説明会」や
EVE期間中のアカデミック企画として良心館にブースを設置してDDASHの履修を促
進しました。
　全学共通教養教育科目の再編成と体系化については、全学共通教養教育科目の区
分を見直し、キャリア形成支援科目をライフデザイン科目に名称変更しました。また、自
然・人間科学系科目を分離し、人間科学系科目の下位に保健体育科目を設置しました。
さらに、良心や国際性の涵養、イノベーションの推進を図るため、「同志社科目特論」、「国
際関係学概論」、「国際文化学概論」、「イノベーション基礎」を新設するなど、学部・研究
科横断の取組を推進しました。また、アントレプレナーシップ教育の体系化を図り、「同志
社イノベーション・ゲートウェイ（DIG）」の開設を決定しました。
　研究面では、国際的に高く注目されている学術雑誌に投稿し、オープンアクセス化によ
り研究成果を広く公表することを奨励し、学術コミュニティや社会に貢献しようとする研
究者の研究活動を支援する目的で、2023年度より実施している「国際学術論文公開奨
励研究費」による支援を推進しました。また、日本学術振興会 特別研究員（PD等）に採
用された優秀な若手研究者が、安定して自身の研究に取り組める環境を整備するため、
本学の特別研究員として雇用する制度を導入し、若手研究者の確保・育成に向けた取
組を推進しました。
　学生支援面では、トイレのピクトグラムの整備を実施し、その呼称を全ての人 に々開かれ
た普遍性を表現する「ユニバーサルトイレ」とすることを決定しました。また、キャンパス内に
デジタルサイネージを設置し、学生の様 な々活動や成果、イベント情報等を発信することに

より、利便性の向上や、学生同士のコミュニケーションの活性化を図る取組を実施しました。
　そのほか、「同志社大学ビジョン2025」を推進すべく、「同志社大学 2025 ALL 
DOSHISHA 募金」を継続して実施しました。この募金は、ビジョンに掲げる事業推進を
はじめ、奨学事業、課外活動支援、施設設備整備等、幅広い事業を対象としており、本学
に関わる全てのステークホルダーに本学の教育・研究活動のさらなる充実・発展に向け
ての支援をお願いするもので、2025年末まで継続的に実施する予定です。
　以上の通り、2024年度もこれまで同様、教育、研究、学生支援、施設設備整備の各方
面に亘り、必要となる財政的支援を重点的かつ効果的に行いました。収入面では、学生
生徒等納付金、手数料、寄付金、経常費等補助金、付随事業収入の増収により、予算よ
りも大幅な増収となり、支出面においては、人件費や業務委託費の費用増により予算と
比較してやや増加しました。
　以下、事業活動収支計算書に基づき主な収支の内容について説明します。

学生生徒等納付金は345億円で、事業活動収入に占める割合は約76%と大きな比
重を占めています。
手数料は19億円で入学検定料が主なものです。
寄付金は6億円で、同志社大学 2025 ALL DOSHISHA 募金、研究助成への奨学
寄付金、寄付教育研究プロジェクトなど教育研究活動への寄付金を受入れました。
経常費等補助金は45億円で、国庫補助金が主なものです。この大部分を占めるの
が私立大学等経常費補助金で、一般補助27億円、特別補助3億円を受入れた他、
授業料等減免費交付金として12億円を受入れています。その他の国庫補助金で
は、従来雇用関係を有していなかったPD等について雇用を可能にすることで、PD
等の育成と研究環境の向上を図り、積極的に優秀な若手研究者の確保・育成に取
り組むことを目的とした若手研究者雇用支援金などを受入れました。
付随事業収入は13億円で、企業からの共同研究費・受託研究費などの受託事業
収入、学生寮の寮費などの補助活動収入が主なものです。
雑収入は11億円で、私立大学退職金財団からの交付金収入や施設設備利用料収
入が主なものです。
分担金は2億円で、法人業務に係る法人内各学校の負担分です。
教育活動収入計は440億円で、予算に対して26億円の増額となりました。
人件費は219億円で、事業活動収入に対して約48%となりました。
教育研究経費は165億円で、経常的な教育研究活動に要した経費です。
管理経費は19億円で、大学の維持管理に要した経費です。
その他の支出を加えた教育活動支出計は404億円となり、予算に対して8億円の増
加となりました。
学校法人の本業である教育研究事業の収支である、教育活動収支は、35億円の
収入超過です。

教育活動外収支は、主に財務活動の収支区分で、受取利息・配当金の計上等
により、6億円の収入超過です。
教育活動収支差額と教育活動外収支差額を合わせた経常収支は41億円の収
入超過です。

用 語 解 説

■ 事業活動収支計算書
学校法人会計基準において学校法人に作成が求められている計算書類の一つで、
当該年度の事業活動における収入と支出の内容とその均衡状況を表すものです。
■ 事業活動収入
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の収入
の部を合計したものです。当該年度の収入のうち、学校法人の負債とならな
い収入をいいます。したがって借入金、前受金、預り金などは含まれません。
■ 事業活動支出
事業活動収支計算書の教育活動収支・教育活動外収支・特別収支の支出
の部と予備費を合計したものです。人件費、物件費、減価償却額など、当該
年度に消費する支出です。
■ 基本金     
基本金は、学校法人の活動計画に基づき必要となる資産を事業活動収入から
組入れて継続的に保持するもので、自己資金により取得した固定資産の価額に
対応する第１号基本金、将来取得する固定資産に充てるための第２号基本金、
運用果実により教育研究活動を進めるための基金である第３号基本金、恒常的
に保持すべき運転資金である第４号基本金から成ります。事業活動収支計算書
では、当年度に組入れる額が「基本金組入額合計」で表示されています。

特別収支は、特殊な要因によって一時的に発生した臨時的な事業活動収入及
び事業活動支出で、8億円の収入超過です。施設設備に係る寄付金及び補助
金、現物寄付、法人内資金調達に係る返済額、本年度除却の固定資産に係る
資産処分差額並びに過年度修正額が該当します。

基本金組入前当年度収支差額は49億円の収入超過となります。
基本金組入額は学校法人がその諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に
保持するために組み入れる額で、22億円を組み入れます。今後の資産取得に向
けての第2号基本金の組み入れが主なものです。
基本金組入前当年度収支差額から基本金組入額を控除した当年度収支差額は
27億円の収入超過となります。
支出準備金取崩額は7億円で、使途が特定された準備金の取崩額などです。
支出準備金繰入額は18億円で、使途特定寄付金、研究費および大規模建設事
業などの予算繰越額を決算において繰り入れたものです。
基本金取崩額は0円です。
当年度収支差額に支出準備金取崩、繰入、基本金取崩額を加えた調整後当年
度収支差額は、17億円の収入超過となります。
なお、累積収支差額として241億円の支出超過額を翌年度に繰り越すこととなります。

■ 2024年度 事業活動収支計算書　2024年4月1日から2025年3月31日まで

2025年度大学予算は、3月6日開催の予算委員会および大学評議会、3月29日開催の法人評議会、理事会で承認、決定されました。
主な事業は以下のとおりで、詳細な予算額については2025年度事業活動収支予算書のとおりです。

教育研究の充実
教室等マルチメディア環境整備
Adobe Creative Cloudライセンス契約
コミュニティツール「Commune」の導入

建設事業
今出川新図書館建設事業　改築等工事
京田辺キャンパスリニューアル事業　教室他改修工事
スポーツ・コンプレックス事業　建設工事
電話交換機（ＰＢＸ）整備工事

学生生活支援の充実
企業向けバーチャル・オフィスの開設、バーチャル・プラットフォームの運用 
同志社大学ポータルバージョンアップ、機能追加
証明書発行システムリプレース 

■ 2025年度 事業活動収支予算書　2025年4月1日から2026年3月31日まで

教 

育 

活 

動 

収 

支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

教 

育 

活 

動 

外 

収 

支

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

34,502,760
1,711,550
303,610
3,939,140
912,560
890,300

0
194,310

42,454,230

33,643,040
1,711,550
310,630
3,658,030
921,350
911,810

0
195,880

41,352,290

859,720
0

△ 7,020
281,110
△ 8,790
△ 21,510

0
△ 1,570
1,101,940

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,800,390
17,380,820
2,010,590
11,940

0
41,203,740
1,250,490

21,488,890
16,262,760
1,826,320
15,680

0
39,593,650
1,758,640

311,500
1,118,060
184,270
△ 3,740

0
1,610,090
△ 508,150

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

408,370
440
2,750

411,560

307,660
440
3,860

311,960

100,710
0

△ 1,110
99,600

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

411,560
1,662,050

0
0
0
0

311,960
2,070,600

0
0
0
0

99,600
△ 408,550経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

前年度予算

増　減

増　減

増　減

増　減

科　目

科　目

科　目

科　目

42,084,250
39,857,350

45,403,464
40,506,316

△ 3,319,214
△ 648,966

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）

特 

別 

収 

支

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
200,000
220,000
420,000

74
650,749
220,000
870,823

△ 74
△ 450,749

0
△ 450,823

3,700
0
0

3,700
416,300
260,000
2,226,900

△ 2,397,170
△ 170,270
477,640

△ 813,680
0

△ 506,310
△ 25,812,090
△ 26,318,400

51,217
24,273

0
75,490
795,333

4,897,148
△ 2,197,512
2,699,636
742,676

△ 1,778,001
0

1,664,311
△ 25,812,090
△ 24,147,779

△ 47,517
△ 24,273

0
△ 71,790
△ 379,033
260,000

△ 2,670,248
△ 199,658
△ 2,869,906
△ 265,036
964,321

0
△ 2,170,621

0
△ 2,170,621

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 決　算 差　異

予　算 決　算 差　異

科　目

科　目

（単位：千円）

教 

育 

活 

動 

収 

支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

教 

育 

活 

動 

外 

収 

支

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
雑 収 入
繰 出 金（ 教 育 活 動 ）
分 担 金
教 育 活 動 収 入 計

33,643,040
1,711,550
310,630
3,658,030
921,350
911,810

0
195,880

41,352,290

34,455,422
1,885,124
560,302
4,452,374
1,305,982
1,108,275

4,530
186,500

43,958,509

△ 812,382
△ 173,574
△ 249,672
△ 794,344
△ 384,632
△ 196,465
△ 4,530
9,380

△ 2,606,219

人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
繰 入 金（ 教 育 活 動 ）
教 育 活 動 支 出 計
教 育 活 動 収 支 差 額

21,488,890
16,262,760
1,826,320
15,680

0
39,593,650
1,758,640

21,941,023
16,536,691
1,908,727
31,029
13,356

40,430,826
3,527,683

△ 452,133
△ 273,931
△ 82,407
△ 15,349
△ 13,356
△ 837,176
△ 1,769,043

受 取 利 息 ・ 配 当 金
その他の教育活動外収入
繰 出 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 収 入 計

307,660
440
3,860

311,960

570,459
0

3,673
574,132

△ 262,799
440
187

△ 262,172

借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
繰 入 金（ そ の 他 ）
教 育 活 動 外 支 出 計
教 育 活 動 外 収 支 差 額

0
0
0
0

311,960
2,070,600

0
0
0
0

574,132
4,101,815

0
0
0
0

△ 262,172
△ 2,031,215経  常  収  支  差  額

予　算

予　算

予　算

予　算

決　算

決　算

決　算

決　算

差　異

差　異

差　異

差　異

科　目

科　目

科　目

科　目

43,228,190
41,473,740

42,084,250
39,857,350

1,143,940
1,616,390

事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

（参考）

特 

別 

収 

支

事
業
活
動
収
入
の
部
事
業
活
動
支
出
の
部

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
繰 出 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 収 入 計

0
200,000
162,400
362,400

0
200,000
220,000
420,000

0
0

△ 57,600
△ 57,600

0
0
0
0

362,400
270,000
1,754,450

△ 2,952,360
△ 1,197,910

432,660
△ 758,540

0
△ 1,523,790
△ 24,147,780
△ 25,671,570

3,700
0
0

3,700
416,300
260,000
2,226,900

△ 2,397,170
△ 170,270
477,640

△ 813,680
0

△ 506,310
△ 25,812,090
△ 26,318,400

△ 3,700
0
0

△ 3,700
△ 53,900
10,000

△ 472,450
△ 555,190
△ 1,027,640
△ 44,980
55,140

0
△ 1,017,480
1,664,310
646,830

資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
繰 入 金（ 施 設 設 備 ）
特 別 支 出 計
特 別 収 支 差 額

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
支 出 準 備 金 取 崩 額
支 出 準 備 金 繰 入 額
基 本 金 取 崩 額
調 整 後 当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

予　算 前年度予算 増　減

予　算 前年度予算 増　減

科　目

科　目

（単位：千円）

大学決算について2024年度

2025年度

財務部 経理課

2025
JulyINFORMATION 2

大学予算について

（単位：千円）

（単位：千円）

教育活動収支Ⅰ. 教育活動外収支Ⅱ.

特別収支Ⅲ.

基本金組入額および収支差額Ⅳ.
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Seminars
learning objects of ［ ゼミで学ぶ 魅力を語る ］

幅広い領域の専攻から数多くのゼミがある本学。 

それぞれ、どんなことを学んでいるのか。 

ゼミ教員が、個性豊かなゼミの魅力を語ります。 

生
体
情
報
計
測
と
情
報
処
理
で

ヒ
ト
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
促
進
す
る

　私
と
廣
安
知
之
教
授
が
主
宰
す
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
研

究
室
で
は
、ヒ
ト
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
促

進
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、脳
機
能
計
測
と
情

報
処
理
に
よ
る
認
知
機
能
分
析
、ヒ
ト
に

優
し
い
シ
ス
テ
ム
開
発
、医
用
情
報
処
理

技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。最

近
で
は
、運
転
中
の
脳
血
流
変
化
か
ら

「
ぼ
ん
や
り
運
転
」を
検
知
す
る
技
術
、創

造
的
思
考
時
の
脳
活
動
パ
タ
ー
ン
分
析
、

新
規
医
薬
分
子
を
探
索
す
る
機
械
学
習

技
術
の
開
発
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。仮

説
設
定
か
ら
実
験
デ
ザ
イ
ン
、デ
ー
タ
取

得
、解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
ま
で
自
ら
取

り
組
め
る
、分
野
横
断
的
な
研
究
環
境
が

魅
力
で
す
。

　三
年
次
秋
学
期
に
配
属
後
、簡
単
な
実

験
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
研
究
の
一
連

の
流
れ
を
学
び
、四
年
次
春
学
期
に
卒
業

研
究
の
方
向
性
を
定
め
、ク
リ
ス
マ
ス
頃

に
卒
論
第
一
稿
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

ゼ
ミ
は
週
一
回
、大
学
院
生
を
交
え
た
班

ご
と
の
進
捗
共
有
・
議
論
を
通
じ
て
学
び

を
深
め
ま
す
。論
文
投
稿
や
学
会
発
表
も

奨
励
し
て
お
り
、学
生
が
筆
頭
著
者
と
な

る
論
文
も
数
多
く
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　当
研
究
室
は「
研
究
を
通
じ
て
自
身
の

知
識
と
ス
キ
ル
を
高
め
る
こ
と
」を
指
導

方
針
に
掲
げ
、機
械
学
習
・
統
計
解
析
か

ら
実
験
心
理
学
に
至
る
ま
で
幅
広
い
ス

キ
ル
を
修
得
し
、卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
に

活
か
せ
る
力
を
育
み
ま
す
。卒
業
生
も
多

様
な
業
界・職
種
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

生命医科学部
教授

Hiwa Satoru

日和 悟 ゼミ
ひわ さとる

国
際
社
会
に
お
け
る

平
和
と
戦
争
を
理
解
す
る

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、冷
戦
終
結
後
の
国

際
社
会
に
お
け
る
諸
問
題
を
国
際
政
治

学
と
比
較
政
治
学
の
観
点
か
ら
研
究
し

て
い
ま
す
。私
の
専
門
は
、旧
ソ
連
地
域

に
お
け
る
紛
争
研
究
で
す
が
、学
生
の

テ
ー
マ
は
、旧
来
的
な
安
全
保
障
や
核

兵
器
か
ら
、ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
国
民

の
分
断
、欧
州
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
、イ
ス
ラ
ー
ム
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
、人
道

的
介
入
な
ど
多
様
で
す
。対
象
国
も
欧

米
、ロ
シ
ア
、中
国
、ア
フ
リ
カ
、北
欧
、

中
東
、南
米
と
広
が
り
が
あ
り
ま
す
。

　ゼ
ミ
で
は
、三
つ
の
こ
と
を
重
視
し

ま
す
。第
一
に
、自
分
の
感
性
、知
的
好

奇
心
を
大
切
に
し
、学
生
が
真
に
や
り

た
い
テ
ー
マ
を
選
び
研
究
す
る
こ
と
で

す
。第
二
に
、文
献
発
表
と
議
論
を
通
し

て
批
判
的
な
論
理
的
思
考
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で
す
。ゼ
ミ
で
は
、発
表
者
で

な
く
と
も
文
献
は
必
ず
読
了
し
、全
員

に
発
言
を
し
て
も
ら
い
、議
論
を
重
ね

ま
す
。

政策学部
准教授

Togashi Kosuke

　創
造
性
に
関
す
る
脳
活
動
を
分
析
し
、

脳
の
状
態
の
多
様
性
を
読
み
解
く
研
究

を
し
て
い
ま
す
。ゼ
ミ
で
は
自
分
の
関
心

に
沿
っ
て
テ
ー
マ
を
深
掘
り
で
き
、理
論

と
実
デ
ー
タ
の
両
面
か
ら
学
べ
る
点
が

魅
力
で
す
。学
生
ご
と
に
研
究
内
容
が
異

な
る
た
め
、意
見
交
換
を
通
じ
て
多
様
な

視
点
を
得
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。主
体
的
に
学
び
、刺
激
を
受
け
な
が

ら
成
長
で
き
る
ゼ
ミ
で
す
。

ゼ
ミ
生
の
声（
森 

滉
一
郎
さ
ん
）

　学
生
の
研
究
テ
ー
マ
は
様
々
で
、教
育
や

福
祉
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
軍
事・安
全
保
障

ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。様
々
な
分
野
に

触
れ
つ
つ
、自
ら
の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を

自
由
に
研
究
で
き
る
環
境
が
魅
力
的
で
す
！

　私
の
学
年
に
は
北
欧
、西
欧
、ユ
ー
ラ
シ

ア
な
ど
、様
々
な
地
域
に
関
心
を
持
つ
学
生

が
集
ま
っ
て
い
る
た
め
、自
分
の
関
心
外
で

あ
っ
た
地
域
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が
新

た
な
発
見
に
つ
な
が
り
、「
多
角
的
な
知
識

や
視
点
」を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

学
生
主
体
で
議

論
や
発
表
な
ど

を
実
施
す
る
た

め
、チ
ー
ム
ワ
ー

ク
力
や
積
極
性

が
高
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
！

ゼ
ミ
生
の
声

（
村
上 

遼
さ
ん
、北
村 

澪
さ
ん
）

富樫 耕介 ゼミ
とがし こうすけ

異
文
化
の
共
生
を
可
能
に
す
る
条
件
を
考
え
る

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域

に
お
け
る
異
文
化
共
生
を
中
心
的
な

テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
、
難
民
の
受
け
入

れ
や
移
民
の
社
会
統
合
、
民
族
紛
争
な

ど
、
学
生
の
関
心
に
応
じ
て
広
範
な

テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

問
題
は
日
本
に
お
い
て
も
今
後
さ
ら
に

重
要
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
自
分
た

ち
の
問
題
と
し
て
こ
れ
ら
の
事
象
に
向

き
合
い
、
異
な
る
価
値
観
を
持
つ
人
々

が
共
存
す
る
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を

考
え
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　3
年
次
に
は
基
礎
的
な
文
献
を
講
読

し
、
議
論
す
る
こ
と
で
視
野
を
広
げ
、
4

年
次
で
は
卒
業
論
文
の
執
筆
に
取
り
組
み

ま
す
。
合
宿
で
の
グ
ル
ー
プ
発
表
な
ど
も

含
め
て
、
学
生
が
主
体
的
に
ゼ
ミ
を
運
営

す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
2
年
間

を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
抱
え
る
諸
問
題

に
つ
い
て
知
る
だ
け
で
な
く
、
課
題
を
自

ら
発
見
し
、
他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
そ

れ
を
解
決
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

グローバル地域文化学部
准教授

Tateishi Yoko

立石 洋子 ゼミ
たていし

　第
三
に
、大
学
に
お
け
る
各
自
の
研

究
成
果
と
し
て
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

卒
論
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　ゼ
ミ
は
少
人
数
で
運
営
し
て
い
ま
す

が
、そ
の
お
か
げ
で（
？
）、同
僚
の
月
村

太
郎
教
授
の
ゼ
ミ
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い

た
だ
き
、国
内（
沖
縄
）や
海
外（
バ
ル
カ

ン
諸
国
）で「
戦
争
と
平
和
を
考
え
る

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
」も
実
施
で
き
て

い
ま
す
。他
に
も
関
西
国
際
関
係
合
同

ゼ
ミ
、ゼ
ミ
合
宿
、卒
論
発
表
会
、学
年
を

超
え
た
交
流
な
ど
も
実
施
し
て
お
り
、

ゼ
ミ
生
同
士（
先
輩
・
後
輩
）、教
員
と
学

生
も
密
度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
せ
て
い

ま
す
。ゼ
ミ
生
に
よ
れ
ば「
政
策
学
部
で

最
も
ハ
ー
ド
な
ゼ
ミ
」と
学
生
た
ち
の

間
で
恐
れ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。と

は
い
え
、ゼ
ミ
生
た
ち
は
、学
問
と
真
摯

に
向
き
合
い
、大
学
で
一
つ
の
こ
と
を

成
し
遂
げ
た
と
い
う
充
実
感
と
満
足
感

を
得
て
い
る
よ
う
で
、毎
年
、自
信
に
満

ち
た
顔
で
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。

ヒ
ト
の
身
体
の〝
振
る
舞
い
〞の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
追
究
す
る

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、速
く
走
る
に
は
？

高
く
跳
ぶ
た
め
に
は
？
美
し
く
歩
く
に

は
？
い
つ
、ど
の
筋
が
、ど
の
よ
う
な
仕

組
み
で
機
能
す
る
の
か
？
な
ど
、ア
ス

リ
ー
ト
の
動
き
か
ら
日
常
生
活
動
作
ま

で
、ヒ
ト
の
動
き
を
観
察
す
る
と
こ
ろ

か
ら
学
び
が
始
ま
り
ま
す
。

　3
年
次
の
演
習
で
は
、ス
ク
ワ
ッ
ト

な
ど
の
シ
ン
プ
ル
な
運
動
を
用
い
て
議

論
し
ま
す
。わ
ず
か
な
関
節
角
度
の
違

い
で
動
員
さ
れ
る
筋
群
に
変
化
が
生
じ

ま
す
が
、多
く
の
人
に
支
持
さ
れ
る

フ
ォ
ー
ム
は
果
た
し
て
本
当
に
効
果
的

な
の
か
？
は
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
比

較
だ
け
で
は
肯
定
も
否
定
も
で
き
ま
せ

ん
。身
体
の
構
造
や
力
学
的
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
含
め
た
議
論
の
上
に
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、議
論
を
通
じ
て
隠
さ
れ
た
本
質

を
見
抜
く
力
を
養
う
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

スポーツ健康科学部
准教授

Arai Aya

新井 彩 ゼミ

　卒
業
研
究
で
は
、映
像
を
用
い
た
動
作

分
析
や
、筋
肉
の
活
動
を
観
察
す
る
筋
電

図
、力
や
パ
ワ
ー
発
揮
を
計
測
す
る
手
法

を
用
い
て
、複
合
的
に
ス
ポ
ー
ツ
動
作
を

測
定
し
て
い
き
ま
す
。実
験
を
繰
り
返
し
、

学
生
自
ら
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
重
ね
て

い
く
機
会
を
得
て
卒
業
研
究
に
向
か
っ

て
い
き
ま
す
。ヒ
ト
を
対
象
と
す
る
実
験

は
1
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、仲
間
と

の
協
力
や
議
論
を
重
ね
て
理
解
し
合
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、自
然
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
実
行
力
が
養

わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　学
生
た
ち
に
は「
な
ぜ
？
」の
そ
の
先
に

向
か
っ
て「
何
を
す
る
か
」よ
り
も「
ど
う

取
り
組
む
か
」を
考
え
る
力
を
備
え
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ゼ
ミ
を
通
し
て
、

ヒ
ト
の
身
体
の
仕
組
み
を
探
究
す
る
こ

と
を
題
材
に
、社
会
で
活
躍
す
る
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
人
間
力
を
高
め
て
く
れ
る

こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

あらい あや

ようこ
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Seminars
learning objects of ［ ゼミで学ぶ 魅力を語る ］

幅広い領域の専攻から数多くのゼミがある本学。 

それぞれ、どんなことを学んでいるのか。 

ゼミ教員が、個性豊かなゼミの魅力を語ります。 

生
体
情
報
計
測
と
情
報
処
理
で

ヒ
ト
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
促
進
す
る

　私
と
廣
安
知
之
教
授
が
主
宰
す
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
研

究
室
で
は
、ヒ
ト
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
促

進
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、脳
機
能
計
測
と
情

報
処
理
に
よ
る
認
知
機
能
分
析
、ヒ
ト
に

優
し
い
シ
ス
テ
ム
開
発
、医
用
情
報
処
理

技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。最

近
で
は
、運
転
中
の
脳
血
流
変
化
か
ら

「
ぼ
ん
や
り
運
転
」を
検
知
す
る
技
術
、創

造
的
思
考
時
の
脳
活
動
パ
タ
ー
ン
分
析
、

新
規
医
薬
分
子
を
探
索
す
る
機
械
学
習

技
術
の
開
発
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。仮

説
設
定
か
ら
実
験
デ
ザ
イ
ン
、デ
ー
タ
取

得
、解
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
ま
で
自
ら
取

り
組
め
る
、分
野
横
断
的
な
研
究
環
境
が

魅
力
で
す
。

　三
年
次
秋
学
期
に
配
属
後
、簡
単
な
実

験
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
研
究
の
一
連

の
流
れ
を
学
び
、四
年
次
春
学
期
に
卒
業

研
究
の
方
向
性
を
定
め
、ク
リ
ス
マ
ス
頃

に
卒
論
第
一
稿
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

ゼ
ミ
は
週
一
回
、大
学
院
生
を
交
え
た
班

ご
と
の
進
捗
共
有
・
議
論
を
通
じ
て
学
び

を
深
め
ま
す
。論
文
投
稿
や
学
会
発
表
も

奨
励
し
て
お
り
、学
生
が
筆
頭
著
者
と
な

る
論
文
も
数
多
く
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　当
研
究
室
は「
研
究
を
通
じ
て
自
身
の

知
識
と
ス
キ
ル
を
高
め
る
こ
と
」を
指
導

方
針
に
掲
げ
、機
械
学
習
・
統
計
解
析
か

ら
実
験
心
理
学
に
至
る
ま
で
幅
広
い
ス

キ
ル
を
修
得
し
、卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
に

活
か
せ
る
力
を
育
み
ま
す
。卒
業
生
も
多

様
な
業
界・職
種
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

生命医科学部
教授

Hiwa Satoru

日和 悟 ゼミ
ひわ さとる

国
際
社
会
に
お
け
る

平
和
と
戦
争
を
理
解
す
る

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、冷
戦
終
結
後
の
国

際
社
会
に
お
け
る
諸
問
題
を
国
際
政
治

学
と
比
較
政
治
学
の
観
点
か
ら
研
究
し

て
い
ま
す
。私
の
専
門
は
、旧
ソ
連
地
域

に
お
け
る
紛
争
研
究
で
す
が
、学
生
の

テ
ー
マ
は
、旧
来
的
な
安
全
保
障
や
核

兵
器
か
ら
、ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
国
民

の
分
断
、欧
州
に
お
け
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
、イ
ス
ラ
ー
ム
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
、人
道

的
介
入
な
ど
多
様
で
す
。対
象
国
も
欧

米
、ロ
シ
ア
、中
国
、ア
フ
リ
カ
、北
欧
、

中
東
、南
米
と
広
が
り
が
あ
り
ま
す
。

　ゼ
ミ
で
は
、三
つ
の
こ
と
を
重
視
し

ま
す
。第
一
に
、自
分
の
感
性
、知
的
好

奇
心
を
大
切
に
し
、学
生
が
真
に
や
り

た
い
テ
ー
マ
を
選
び
研
究
す
る
こ
と
で

す
。第
二
に
、文
献
発
表
と
議
論
を
通
し

て
批
判
的
な
論
理
的
思
考
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で
す
。ゼ
ミ
で
は
、発
表
者
で

な
く
と
も
文
献
は
必
ず
読
了
し
、全
員

に
発
言
を
し
て
も
ら
い
、議
論
を
重
ね

ま
す
。

政策学部
准教授

Togashi Kosuke

　創
造
性
に
関
す
る
脳
活
動
を
分
析
し
、

脳
の
状
態
の
多
様
性
を
読
み
解
く
研
究

を
し
て
い
ま
す
。ゼ
ミ
で
は
自
分
の
関
心

に
沿
っ
て
テ
ー
マ
を
深
掘
り
で
き
、理
論

と
実
デ
ー
タ
の
両
面
か
ら
学
べ
る
点
が

魅
力
で
す
。学
生
ご
と
に
研
究
内
容
が
異

な
る
た
め
、意
見
交
換
を
通
じ
て
多
様
な

視
点
を
得
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。主
体
的
に
学
び
、刺
激
を
受
け
な
が

ら
成
長
で
き
る
ゼ
ミ
で
す
。

ゼ
ミ
生
の
声（
森 

滉
一
郎
さ
ん
）

　学
生
の
研
究
テ
ー
マ
は
様
々
で
、教
育
や

福
祉
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
軍
事・安
全
保
障

ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。様
々
な
分
野
に

触
れ
つ
つ
、自
ら
の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を

自
由
に
研
究
で
き
る
環
境
が
魅
力
的
で
す
！

　私
の
学
年
に
は
北
欧
、西
欧
、ユ
ー
ラ
シ

ア
な
ど
、様
々
な
地
域
に
関
心
を
持
つ
学
生

が
集
ま
っ
て
い
る
た
め
、自
分
の
関
心
外
で

あ
っ
た
地
域
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が
新

た
な
発
見
に
つ
な
が
り
、「
多
角
的
な
知
識

や
視
点
」を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

学
生
主
体
で
議

論
や
発
表
な
ど

を
実
施
す
る
た

め
、チ
ー
ム
ワ
ー

ク
力
や
積
極
性

が
高
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
！

ゼ
ミ
生
の
声

（
村
上 

遼
さ
ん
、北
村 

澪
さ
ん
）

富樫 耕介 ゼミ
とがし こうすけ

異
文
化
の
共
生
を
可
能
に
す
る
条
件
を
考
え
る

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域

に
お
け
る
異
文
化
共
生
を
中
心
的
な

テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
、
難
民
の
受
け
入

れ
や
移
民
の
社
会
統
合
、
民
族
紛
争
な

ど
、
学
生
の
関
心
に
応
じ
て
広
範
な

テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

問
題
は
日
本
に
お
い
て
も
今
後
さ
ら
に

重
要
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
自
分
た

ち
の
問
題
と
し
て
こ
れ
ら
の
事
象
に
向

き
合
い
、
異
な
る
価
値
観
を
持
つ
人
々

が
共
存
す
る
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を

考
え
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　3
年
次
に
は
基
礎
的
な
文
献
を
講
読

し
、
議
論
す
る
こ
と
で
視
野
を
広
げ
、
4

年
次
で
は
卒
業
論
文
の
執
筆
に
取
り
組
み

ま
す
。
合
宿
で
の
グ
ル
ー
プ
発
表
な
ど
も

含
め
て
、
学
生
が
主
体
的
に
ゼ
ミ
を
運
営

す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
2
年
間

を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
抱
え
る
諸
問
題

に
つ
い
て
知
る
だ
け
で
な
く
、
課
題
を
自

ら
発
見
し
、
他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
そ

れ
を
解
決
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

グローバル地域文化学部
准教授

Tateishi Yoko

立石 洋子 ゼミ
たていし

　第
三
に
、大
学
に
お
け
る
各
自
の
研

究
成
果
と
し
て
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

卒
論
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　ゼ
ミ
は
少
人
数
で
運
営
し
て
い
ま
す

が
、そ
の
お
か
げ
で（
？
）、同
僚
の
月
村

太
郎
の
ゼ
ミ
と
ご
一
緒
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
、国
内（
沖
縄
）や
海
外（
バ
ル
カ
ン

諸
国
）で「
戦
争
と
平
和
を
考
え
る

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
」も
実
施
で
き
て

い
ま
す
。他
に
も
関
西
国
際
関
係
合
同

ゼ
ミ
、ゼ
ミ
合
宿
、卒
論
発
表
会
、学
年
を

超
え
た
交
流
な
ど
も
実
施
し
て
お
り
、

ゼ
ミ
生
同
士（
先
輩
・
後
輩
）、教
員
と
学

生
も
密
度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
せ
て
い

ま
す
。ゼ
ミ
生
に
よ
れ
ば「
政
策
学
部
で

最
も
ハ
ー
ド
な
ゼ
ミ
」と
学
生
た
ち
の

間
で
恐
れ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。と

は
い
え
、ゼ
ミ
生
た
ち
は
、学
問
と
真
摯

に
向
き
合
い
、大
学
で
一
つ
の
こ
と
を

成
し
遂
げ
た
と
い
う
充
実
感
と
満
足
感

を
得
て
い
る
よ
う
で
、毎
年
、自
信
に
満

ち
た
顔
で
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。

ヒ
ト
の
身
体
の〝
振
る
舞
い
〞の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
追
究
す
る

　私
の
ゼ
ミ
で
は
、速
く
走
る
に
は
？

高
く
跳
ぶ
た
め
に
は
？
美
し
く
歩
く
に

は
？
い
つ
、ど
の
筋
が
、ど
の
よ
う
な
仕

組
み
で
機
能
す
る
の
か
？
な
ど
、ア
ス

リ
ー
ト
の
動
き
か
ら
日
常
生
活
動
作
ま

で
、ヒ
ト
の
動
き
を
観
察
す
る
と
こ
ろ

か
ら
学
び
が
始
ま
り
ま
す
。

　3
年
次
の
演
習
で
は
、ス
ク
ワ
ッ
ト

な
ど
の
シ
ン
プ
ル
な
運
動
を
用
い
て
議

論
し
ま
す
。わ
ず
か
な
関
節
角
度
の
違

い
で
動
員
さ
れ
る
筋
群
に
変
化
が
生
じ

ま
す
が
、多
く
の
人
に
支
持
さ
れ
る

フ
ォ
ー
ム
は
果
た
し
て
本
当
に
効
果
的

な
の
か
？
は
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
比

較
だ
け
で
は
肯
定
も
否
定
も
で
き
ま
せ

ん
。身
体
の
構
造
や
力
学
的
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
含
め
た
議
論
の
上
に
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、議
論
を
通
じ
て
隠
さ
れ
た
本
質

を
見
抜
く
力
を
養
う
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

スポーツ健康科学部
准教授

Arai Aya

新井 彩 ゼミ

　卒
業
研
究
で
は
、映
像
を
用
い
た
動
作

分
析
や
、筋
肉
の
活
動
を
観
察
す
る
筋
電

図
、力
や
パ
ワ
ー
発
揮
を
計
測
す
る
手
法

を
用
い
て
、複
合
的
に
ス
ポ
ー
ツ
動
作
を

測
定
し
て
い
き
ま
す
。実
験
を
繰
り
返
し
、

学
生
自
ら
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
重
ね
て

い
く
機
会
を
得
て
卒
業
研
究
に
向
か
っ

て
い
き
ま
す
。ヒ
ト
を
対
象
と
す
る
実
験

は
1
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、仲
間
と

の
協
力
や
議
論
を
重
ね
て
理
解
し
合
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、自
然
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
実
行
力
が
養

わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　学
生
た
ち
に
は「
な
ぜ
？
」の
そ
の
先
に

向
か
っ
て「
何
を
す
る
か
」よ
り
も「
ど
う

取
り
組
む
か
」を
考
え
る
力
を
備
え
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ゼ
ミ
を
通
し
て
、

ヒ
ト
の
身
体
の
仕
組
み
を
探
究
す
る
こ

と
を
題
材
に
、社
会
で
活
躍
す
る
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
人
間
力
を
高
め
て
く
れ
る

こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

あらい あや

ようこ
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本
学
教
員
の

執
筆
図
書
紹
介

4

（
価
格
は
税
込
み
）

日本復帰50年
琉球沖縄史の現在地
増渕あさ子 他著
東京大学出版会  3,960円 

判例講義 民法Ⅰ
総則・物権 第3版
佐久間毅 他編著  大中有信 他著
勁草書房  3,520円 

法学講義 民事訴訟法 第2版
川嶋四郎 中西正 他著  
弘文堂  3,960円 

日本考古学の論点 下
若林邦彦 他著  雄山閣  24,200円 

クリエイティブ・ジャパン戦略
河島伸子 他編著  
太下義之 八木匡 他著  
白桃書房  3,400円 

カルマンフィルタの
基礎と実装 改訂版
橋本雅文 他著  
科学情報出版  4,730円

茶道の文化経済学
太田直希 著  水曜社  2,970円 

21世紀型リベラルアーツと
大学・社会の対話
山田礼子 編  山田礼子 他著
東信堂  3,410円

リサイクル材・
バイオマス複合
プラスチックの技術と仕組
田中達也 大窪和也 他著
S&T出版  69,300円

刑事司法の理論と実践
濵田毅 他著  現代人文社  16,500円

ガザ紛争
保井啓志 三牧聖子 新井京 他著
東京大学出版会  2,090円 

インターセクショナリティ
保井啓志 他著  
東京大学出版会  2,860円 

イギリス湖水地方 
臼井雅美 著  春風社  2,420円 

日本法制史講義 公法篇
北康宏 編・解説  講談社  2,420円 

商法総則・商行為法の現在 
舩津浩司 他著  有斐閣  4,400円

感情のアーカイヴ 
菅野優香 監訳  花伝社  4,400円

PFASの規制動向と対応技術 
松本道明 他著  
技術情報協会  88,000円

コーポレート・ガバナンスの
フロンティア 
川口恭弘 釜田薫子 他著  
商事法務  18,700円

憲法学と憲法学者の
〈アフター・リベラル〉 
吉田徹 他編  弘文堂  4,180 円

韓国語セカイを生きる
韓国語セカイで生きる 
浅羽祐樹 朴鍾厚 編
浅羽祐樹 朴鍾厚 他著  
朝日出版社  2,640円

ASEANを知るための50章 第2版 
浅野亮 他著  明石書店  2,200円

足利一門と動乱の東海 
山田徹 他著  吉川弘文館  2,970円

ウクライナ戦争犯罪裁判 
新井京 他編著  信山社出版  3,190円

法思想史を読み解く 第2版
戒能通弘 他著  法律文化社  3,190円

忘れられたアダム・スミス
山森亮 著  勁草書房  3,300円

バザールカフェ
野村裕美 
MARTHA MENSENDIEK 他著  
学芸出版社  2,200円

パソコンがあればできる! 
ことばの実験研究の方法 
第2版
長谷部陽一郎 他著  
ひつじ書房  3,080円

不動点定理による安定性解析
齋藤誠慈 著  森北出版  9,350円 

ユダヤ文化事典
小野文生 他編著  
石黑安里 勝又悦子 保井啓志 他著
丸善出版  26,400円

新注釈民法 10 債権 3
深谷格 他著  有斐閣  9,900円

挑戦するフェミニズム
岡野八代 他著  有斐閣  3,190円

電気電子数学基礎
近藤弘一 著  数理工学社  2,310円

紛争後社会と和解
月村太郎 編  月村太郎 他著  
晃洋書房  4,180円

ウェルビーイングと財政
田中宏樹 他編  日本財政学会  5,500円

民事訴訟法概説 第4版
川嶋四郎 著  弘文堂  4,950円

大統領たちの五〇年史
村田晃嗣 著  新潮社  1,980円

地方自治法入門 第3版
佐伯彰洋 他編著  黒坂則子 他著
成文堂  2,420円

国際契約法務の研究
吉川英一郎 著  文眞堂  4,620円

考古学と文化史
水ノ江和同 若林邦彦 浜中邦弘 他著
同志社大学考古学研究室

ヘイトクライムに立ち向かう
檜垣伸次 他編著  板垣竜太 他著
日本評論社  2,860円

民事執行・保全法入門
川嶋四郎 編  川嶋四郎 園田賢治 他著
日本評論社  2,970円

Handbook of Japanese 
Public Administration 
and Bureaucracy
ROBERT WILLIAM ASPINALL 他著
Japan Documents

スペイン・ポルトガル史 研究入門
阿部俊大 他編著  山川出版社  4,400円

ヨーロッパ契約法 第2版　
梶山玉香 他訳  法律文化社  14,300円

悪意の見える化と
リスク・マネジメント
太田肇 他著  エヌ・ティー・エス  46,200円

辺境からコロンビアを見る
柴田修子 他著  
Sophia University Press上智大学出版
2,640円

揺らぐ国際秩序と混迷する世界
兼原信克 他著  産経新聞出版  1,980円

現代中国の腐敗と反腐敗
厳善平 他著  法政大学出版局  
5,830円 

債権法改正講座 第1巻 総論・総則
佐久間毅 他著  日本評論社  5,280円 

選挙との対話
飯田健 他著  青弓社  1,980円 

法の理念と現実
濱真一郎 他著  成文堂  12,100円 

黎明期のキリスト教社会事業
木原活信 他著  教文館  3,300円 

はじめての民事手続法 第2版
川嶋四郎 他編著  有斐閣  2,530円 

京都秦家
小林丈広 他著  岩波書店  2,860円 

家族法学の現在と未来
神谷遊 他著  信山社  15,180円 

数理科学のための
常微分方程式と複素積分
竹井義次 著  サイエンス社  2,365円 

アジア系アメリカを
知るための53章
和泉真澄 南川文里 他著 
明石書店  2,200円 

宗教・カルト・法
小原克博 他著  高文研  2,200円 

日本の分断はどこにあるのか
池田謙一 他編著  勁草書房  4,290円 

入門 人的資源管理論
中村艶子 他著  法律文化社  3,190円 

中学校教師として生きる 第2版
中瀬浩一 井上浩史 他著 
樹村房  1,760円 

模範六法 2025
村中孝史 他編  三省堂  7,040円 

デジタル時代のコレクション論
佐藤翔 他著  勉誠社  3,850円 

日本の製紙業における合併効果
上田雅弘 著  ミネルヴァ書房  4,400円 

ドイツ哲学入門
鬼頭葉子 他著  ミネルヴァ書房  4,180円 

はじめて向きあう韓国
浅羽祐樹 編   浅羽祐樹 朴鍾厚 他著  
法律文化社  2,310円 

「帰れ」ではなく「ともに」
板垣竜太 他著  大月書店  1,980円 

データとケースでわかる
ヨーロッパ企業
和田美憲 著  中央経済社  2,970円 

人事管理のリサーチ・
プラクティス・ギャップ
田中秀樹 他著  有斐閣  3,630円 

リサーチ・クエスチョンとは何か?
佐藤郁哉 著  筑摩書房  1,056円 

オセアニア文化事典
渡辺文 他著  丸善出版  26,400円 

防災と福祉ガイドブック
立木茂雄 他編著  永田祐 他著  
朝倉書店  3,520円 

刑事法学の新たな挑戦
十河太朗 川崎友巳 他著
成文堂  22,000円 

論点体系 判例労働法 1 第2版
土田道夫 他著  第一法規  7,150円 

アメリカ映画史入門
河原大輔 他著  三修社  4,180円 

公共政策学事典
野田遊 他編著   
市川喜崇 入江容子 風間規男 真山達志
武藏勝宏 山谷清志 他著  
丸善出版  27,500円 

Middle-Class Boys' Schools
in England and Japan
ROBERT WILLIAM ASPINALL 著  
Routledge 

プラットフォームとデモクラシー
吉田徹 他著  慶應義塾大学出版会  
2,970円 

同
志
社
人

訪

　
　問

Interview 
with

Doshisha 
People

映
画『
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
地
球
交
響
楽
』を
は
じ
め
、多
彩

な
ア
ニ
メ
作
品
の
脚
本
を
手
が
け
る
内
海
照
子
さ
ん
。同
志
社

大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
後
、法
律
事
務
所
で
キ
ャ
リ
ア
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
が
、表
現
へ
の
思
い
が
高
ま
り
転
身
、そ
の

世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。現
在
は
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
会
社

「
ラ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
」の
代
表
と
し
て
も
活
躍
中
。歩
み
の
原
点
に

は
、大
学
時
代
に
所
属
し
て
い
た
軽
音
楽
サ
ー
ク
ル「S.M

.M
.A.

（
サ
ン
マ
）」で
の
表
現
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
は
、同
じ
サ
ー

ク
ル
の
後
輩
で
も
あ
る
文
学
部
美
学
芸
術
学
科
4
年
次
生
の

嶺
井
舞
子
さ
ん
が
、内
海
さ
ん
の
制
作
現
場
を
訪
ね
ま
し
た
。

今回の同志社人

うつ み てるこ

内海 照子さん（右）
同志社中学校、高校を経て同志社大
学法学部法律学科卒業。大学時代は
軽音サークル「S.M.M.A.」に所属。
現在はラパントラック代表を務めな
がら同社オリジナルの作品や他社の
作品でシリーズ構成や脚本を担当。
2026年「正反対な君と僕」でシリー
ズ構成を担当予定。

ラパントラック代表・脚本家

Interviewer 

み ね い まこ

嶺井 舞子さん（左）
沖縄県出身。学部では現代アートと
アート市場について学び、課外活動で
は大学公認軽音サークルS.M.M.A.
に所属し、ボーカリストとして活動。
幼い頃から声楽やボイストレーニング
に触れ、オペラやポップス、ラテン、
ロック等多岐にわたるジャンルに関心
を寄せる。

文学部美学芸術学科4年次生

に
つ
な
が
っ
た
ん
で
す
。以
前
、制
作
進
行
と
し
て
ご
一
緒
し
た
監
督

が
、私
が
バ
ン
ド
を
や
って
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
り
、今
回

の
映
画
ド
ラ
え
も
ん
が
楽
器
を
扱
う
作
品
だ
っ
た
た
め
、「
こ
れ
は
内

海
さ
ん
に
」と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

嶺
井
：
す
ご
い
。S.M

.M
.A
.

で
の
経
験
が
そ
こ
ま
で
お
仕
事
に
ダ
イ

レ
ク
ト
に
つ
な
が
って
い
た
ん
で
す
ね
。

内
海
：
私
が
学
生
時
代
に
や
っ
て
い
た
音
楽
と
映
画
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
世
界
と
は
ジ
ャ
ン
ル
が
違
う
け
れ
ど
、重
な
る
部
分

も
あ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。た
と
え
ば
、「
こ
う
い
う
音
を
出
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
と
か
、表
現
へ
の
集
中
と
か
。そ
う
し
た
部
分
は
作
品

に
も
生
か
せ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

嶺
井
：
私
も
映
画
、拝
見
し
ま
し
た
。初
め
て
の
楽
器
に
挑
戦
し
て
、

で
き
な
い
こ
と
に
直
面
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
て
。で
も
本
番
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
音
を
重
ね
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
時
に
、そ
れ
ま
で
の
練

習
の
苦
労
が
一
気
に
報
わ
れ
る
よ
う
な
瞬
間
が
訪
れ
る
…
。そ
の
シ
ー

ン
に
す
ご
く
共
感
し
ま
し
た
。

会
社
経
営
と
脚
本
家
業

理
想
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
を
求
め
て

嶺
井
：
内
海
さ
ん
は
2
0
1
4
年
に
制
作
会
社「
ラ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
」

を
設
立
さ
れ
、共
同
代
表
も
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。脚
本

家
で
あ
り
な
が
ら
経
営
も
手
掛
け
る
な
ん
て
大
変
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

内
海
：
あ
る
人
に「
ラ
イ
タ
ー
を
や
り
た
い
な
ら
、も
う
会
社
を
や
っ

ち
ゃ
え
ば
」と
言
わ
れ
、そ
の
発
想
も「
あ
り
か
な
」と
。オ
リ
ジ
ナ
ル
ア

ニ
メ
で
は
企
画
段
階
か
ら
や
り
た
か
っ
た
し
、脚
本
、制
作
、宣
伝
ま
で

全
て
に
関
わ
り
た
か
っ
た
の
で
、そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
会
社
を
立
ち

上
げ
る
の
が
最
善
と
判
断
し
ま
し
た
。

嶺
井
：
ご
自
身
で
会
社
を
経
営
す
る
こ
と
で
、よ
り
自
由
に
創
作
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

内
海
：
そ
う
で
す
ね
。企
画
の

仕
込
み
か
ら
後
工
程
ま
で
私

が
書
い
た
脚
本
で
進
め
ら
れ

る
た
め
、絵
コ
ン
テ
や
ア
フ
レ
コ

に
も
全
て
関
わ
っ
て
細
や
か
な

チ
ェッ
ク
が
で
き
、解
釈
の
ズ
レ

が
生
ま
れ
に
く
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

嶺
井
：
で
は
最
後
に
、創
作

分
野
を
志
す
学
生
た
ち
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
海
：「
や
り
た
く
な
い
こ
と
は
や
ら
な
く
て
い
い
」と
い
う
の
が
私

の
考
え
。大
学
生
の
間
は
時
間
も
あ
る
し
友
達
も
い
る
。そ
う
い
う
時

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。興
味
が
あ
る
こ
と
を

突
き
詰
め
て
、心
ゆ
く
ま
で
や
っ
て
み
る
方
が
、結
局
将
来
何
か
の
糧

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

嶺
井
：
失
敗
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

内
海
：
私
は
た
く
さ
ん
失
敗
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
ん
な
時
は「
こ
の

話
は
脚
本
の
ネ
タ
に
で
き
る
な
」と
思
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す（
笑
）。

ま
た
、「
こ
れ
、で
き
ま
す
か
？
」と
言
わ
れ
た
ら
、自
分
の
力
が
足
り

な
い
な
と
思
って
も
基
本
的
に
引
き
受
け
る
姿
勢
で
い
ま
す
。今
の
自

分
が
あ
る
の
は
、チ
ャ
ン
ス
が
来
た
ら
飛
び
込
む
と
い
う
こ
と
を
続
け

て
き
た
結
果
だ
と
思
って
い
ま
す
。

嶺
井
：
内
海
さ
ん
の
経
験
談
は
、好
奇
心
を
大
切
に
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

本
日
は
、貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

嶺
井
：
内
海
さ
ん
は
ア
ニ
メ
業
界
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、法
律

学
科
を
卒
業
さ
れ
て
ア
ニ
メ
業
界
へ
進
ま
れ
た
の
は
、ど
う
い
う
経
緯

で
？

内
海
：
卒
業
後
は
、法
律
事
務
所
で
事
務
と
し
て
2
年
弱
働
い
て
い

ま
し
た
。仕
事
自
体
は
面
白
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、あ
る
と
き
ふ
と
、

「
何
十
年
後
か
も
同
じ
こ
と
を
し
て
い
そ
う
だ
な
」と
思
っ
て
、ル
ー

テ
ィ
ン
じ
ゃ
な
い
仕
事
を
、と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

嶺
井
：
そ
れ
が
ア
ニ
メ
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。ア
ニ
メ
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？

内
海
：
実
はS.M

.M
.A
.

が
関
係
し
て
い
て
。S.M

.M
.A
.

に
は
音
楽

オ
タ
ク
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、ア
ニ
メ
も
見
て
い
る
人
が
多
か
っ

た
。彼
ら
に
影
響
さ
れ
て
ア
ニ
メ
を
見
て
み
た
ら
、ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ

に
驚
い
て「
今
の
ア
ニ
メって
こ
ん
な
に
進
化
し
て
い
る
ん
だ
」と
面
白

く
感
じ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

嶺
井
：
業
界
に
入
ら
れ
て
す
ぐ
脚
本
の
お
仕
事
を
？

内
海
：
い
え
、最
初
は
制
作
進
行
と
い
う
職
種
で
働
き
ま
し
た
。絵

が
描
け
な
い
の
で
、本
の
編
集
者
の
よ
う
に
い
ろ
ん
な
人
に
絵
を
描
く

作
業
を
発
注
し
て
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
進
め
て
次
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に

内
海
：
加
藤
く
ん
は
、ち
ょ
っ
と
話
を
盛
る
癖
が
あ
る
ん
で
す
よ

（
笑
）。で
も
彼
と
は
高
校
時
代
に
、初
め
て
一
緒
に
バ
ン
ド
を
組
ん
だ

間
柄
。「
カ
レ
ー
会
議
」って
い
う
名
前
で
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。

嶺
井
：
す
ご
く
カ
ッ
コ
い
い
バ
ン
ド
名
で
す
ね
！
語
感
が「
東
京
事

変
」み
た
い
で
、私
は
好
き
で
す
。

内
海
：
あ
り
が
と
う
。語
感
、大
事
よ
ね
。

嶺
井
：
内
海
さ
ん
の
担
当
は
ど
の
パ
ー
ト
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

内
海
：
ギ
タ
ー
ボ
ー
カ
ル
で
し
た
。で
も
、正
直
、あ
ま
り
歌
え
て
い
な

か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

嶺
井
：
私
も
、サ
ー
ク
ル
に
入
る
と
き
は「
ギ
タ
ー
ボ
ー
カ
ル
が
で
き

た
ら
カ
ッ
コ
い
い
な
」と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、ギ
タ
ー
が
全
然
弾

け
な
く
て（
笑
）。今
は
ピ
ン
ボ
ー
カ
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

内
海
：
そ
れ
は
き
っ
と
、歌
が
上
手
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

嶺
井
：
だ
と
い
い
の
で
す
が（
笑
）。S.M

.M
.A
.

っ
て
、ジ
ャ
ン
ル
も
人

も
本
当
に
自
由
で
、好
き
な
も
の
を
ま
っ
す
ぐ
に
楽
し
め
る
空
気
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。

内
海
：
う
ん
、そ
れ
は
変
わ
って
な
い
ん
だ
ね
。私
た
ち
の
頃
も
い
ろ
ん

な
人
が
い
て
、い
ろ
ん
な
音
楽
が
あ
っ
た
な
。

法
律
の
世
界
か
ら

物
語（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
世
界
へ

嶺
井
：
今
日
は
お
時
間
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。O
B

の
加
藤
さ
ん
か
ら
、内
海
さ
ん
は「S.M

.M
.A
.

の
文
化
人
」と
伺
って

い
て
、お
会
い
で
き
て
光
栄
で
す
。

回
し
て
い
く
管
理
業
務
で
す
。こ
の
業
界
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
守
って
く

れ
な
い
人
も
多
く
て（
笑
）。ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
ま
な
い
か
ら
ト
ラ

ブ
ル
は
し
ょっ
ち
ゅ
う
。き
つ
い
業
界
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、想
像

以
上
で
し
た
。

嶺
井
：
う
わ
あ
、そ
れ
は
き
つ
そ
う
で
す
ね
…
。管
理
業
務
って
、法
律

事
務
所
で
の
経
験
も
生
か
せ
た
部
分
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

内
海
：
そ
う
で
す
ね
、近
い
部
分
は
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。制
作

現
場
で
の
経
験
は
、そ
の
後
の
脚
本
執
筆
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。制
作
進
行
時
代
の
つ
な
が
り
の
お
か
げ
で
脚
本
の
仕
事
が
で
き

て
い
ま
す
し
、脚
本
が
上
が
っ
た
後
ど
う
い
う
作
業
が
続
く
の
か
、ど

こ
で
問
題
が
起
き
や
す
い
の
か
が
分
か
って
い
る
の
で
、そ
れ
は
私
の
強

み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

サ
ー
ク
ル
活
動
か
ら
つ
な
が
っ
た

音
楽
を
テ
ー
マ
に
し
た
国
民
的
ア
ニ
メ
の
脚
本

嶺
井
：
映
画『
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
地
球
交
響
楽
』の
脚
本
も
手

掛
け
ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。音
楽
が
テ
ー
マ
の
作
品
と
い
う
こ
と
で
、

内
海
さ
ん
のS.M

.M
.A
.

で
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
？

内
海
：
本
当
に
そ
の
通
り
で
、大
学
時
代
の
バ
ン
ド
経
験
が
こ
の
仕
事

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

撮影場所：井の頭恩賜公園 2021｜同志社大学通信
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本
学
教
員
の

執
筆
図
書
紹
介

4

（
価
格
は
税
込
み
）

日本復帰50年
琉球沖縄史の現在地
増渕あさ子 他著
東京大学出版会  3,960円 

判例講義 民法Ⅰ
総則・物権 第3版
佐久間毅 他編著  大中有信 他著
勁草書房  3,520円 

法学講義 民事訴訟法 第2版
川嶋四郎 中西正 他著  
弘文堂  3,960円 

日本考古学の論点 下
若林邦彦 他著  雄山閣  24,200円 

クリエイティブ・ジャパン戦略
河島伸子 他編著  
太下義之 八木匡 他著  
白桃書房  3,400円 

カルマンフィルタの
基礎と実装 改訂版
橋本雅文 他著  
科学情報出版  4,730円

茶道の文化経済学
太田直希 著  水曜社  2,970円 

21世紀型リベラルアーツと
大学・社会の対話
山田礼子 編  山田礼子 他著
東信堂  3,410円

リサイクル材・
バイオマス複合
プラスチックの技術と仕組
田中達也 大窪和也 他著
S&T出版  69,300円

刑事司法の理論と実践
濵田毅 他著  現代人文社  16,500円

ガザ紛争
保井啓志 三牧聖子 新井京 他著
東京大学出版会  2,090円 

インターセクショナリティ
保井啓志 他著  
東京大学出版会  2,860円 

イギリス湖水地方 
臼井雅美 著  春風社  2,420円 

日本法制史講義 公法篇
北康宏 編・解説  講談社  2,420円 

商法総則・商行為法の現在 
舩津浩司 他著  有斐閣  4,400円

感情のアーカイヴ 
菅野優香 監訳  花伝社  4,400円

PFASの規制動向と対応技術 
松本道明 他著  
技術情報協会  88,000円

コーポレート・ガバナンスの
フロンティア 
川口恭弘 釜田薫子 他著  
商事法務  18,700円

憲法学と憲法学者の
〈アフター・リベラル〉 
吉田徹 他編  弘文堂  4,180 円

韓国語セカイを生きる
韓国語セカイで生きる 
浅羽祐樹 朴鍾厚 編
浅羽祐樹 朴鍾厚 他著  
朝日出版社  2,640円

ASEANを知るための50章 第2版 
浅野亮 他著  明石書店  2,200円

足利一門と動乱の東海 
山田徹 他著  吉川弘文館  2,970円

ウクライナ戦争犯罪裁判 
新井京 他編著  信山社出版  3,190円

法思想史を読み解く 第2版
戒能通弘 他著  法律文化社  3,190円

忘れられたアダム・スミス
山森亮 著  勁草書房  3,300円

バザールカフェ
野村裕美 
MARTHA MENSENDIEK 他著  
学芸出版社  2,200円

パソコンがあればできる! 
ことばの実験研究の方法 
第2版
長谷部陽一郎 他著  
ひつじ書房  3,080円

不動点定理による安定性解析
齋藤誠慈 著  森北出版  9,350円 

ユダヤ文化事典
小野文生 他編著  
石黑安里 勝又悦子 保井啓志 他著
丸善出版  26,400円

新注釈民法 10 債権 3
深谷格 他著  有斐閣  9,900円

挑戦するフェミニズム
岡野八代 他著  有斐閣  3,190円

電気電子数学基礎
近藤弘一 著  数理工学社  2,310円

紛争後社会と和解
月村太郎 編  月村太郎 他著  
晃洋書房  4,180円

ウェルビーイングと財政
田中宏樹 他編  日本財政学会  5,500円

民事訴訟法概説 第4版
川嶋四郎 著  弘文堂  4,950円

大統領たちの五〇年史
村田晃嗣 著  新潮社  1,980円

地方自治法入門 第3版
佐伯彰洋 他編著  黒坂則子 他著
成文堂  2,420円

国際契約法務の研究
吉川英一郎 著  文眞堂  4,620円

考古学と文化史
水ノ江和同 若林邦彦 浜中邦弘 他著
同志社大学考古学研究室

ヘイトクライムに立ち向かう
檜垣伸次 他編著  板垣竜太 他著
日本評論社  2,860円

民事執行・保全法入門
川嶋四郎 編  川嶋四郎 園田賢治 他著
日本評論社  2,970円

Handbook of Japanese 
Public Administration 
and Bureaucracy
ROBERT WILLIAM ASPINALL 他著
Japan Documents

スペイン・ポルトガル史 研究入門
阿部俊大 他編著  山川出版社  4,400円

ヨーロッパ契約法 第2版　
梶山玉香 他訳  法律文化社  14,300円

悪意の見える化と
リスク・マネジメント
太田肇 他著  エヌ・ティー・エス  46,200円

辺境からコロンビアを見る
柴田修子 他著  
Sophia University Press上智大学出版
2,640円

揺らぐ国際秩序と混迷する世界
兼原信克 他著  産経新聞出版  1,980円

現代中国の腐敗と反腐敗
厳善平 他著  法政大学出版局  
5,830円 

債権法改正講座 第1巻 総論・総則
佐久間毅 他著  日本評論社  5,280円 

選挙との対話
飯田健 他著  青弓社  1,980円 

法の理念と現実
濱真一郎 他著  成文堂  12,100円 

黎明期のキリスト教社会事業
木原活信 他著  教文館  3,300円 

はじめての民事手続法 第2版
川嶋四郎 他編著  有斐閣  2,530円 

京都秦家
小林丈広 他著  岩波書店  2,860円 

家族法学の現在と未来
神谷遊 他著  信山社  15,180円 

数理科学のための
常微分方程式と複素積分
竹井義次 著  サイエンス社  2,365円 

アジア系アメリカを
知るための53章
和泉真澄 南川文里 他著 
明石書店  2,200円 

宗教・カルト・法
小原克博 他著  高文研  2,200円 

日本の分断はどこにあるのか
池田謙一 他編著  勁草書房  4,290円 

入門 人的資源管理論
中村艶子 他著  法律文化社  3,190円 

中学校教師として生きる 第2版
中瀬浩一 井上浩史 他著 
樹村房  1,760円 

模範六法 2025
村中孝史 他編  三省堂  7,040円 

デジタル時代のコレクション論
佐藤翔 他著  勉誠社  3,850円 

日本の製紙業における合併効果
上田雅弘 著  ミネルヴァ書房  4,400円 

ドイツ哲学入門
鬼頭葉子 他著  ミネルヴァ書房  4,180円 

はじめて向きあう韓国
浅羽祐樹 編   浅羽祐樹 朴鍾厚 他著  
法律文化社  2,310円 

「帰れ」ではなく「ともに」
板垣竜太 他著  大月書店  1,980円 

データとケースでわかる
ヨーロッパ企業
和田美憲 著  中央経済社  2,970円 

人事管理のリサーチ・
プラクティス・ギャップ
田中秀樹 他著  有斐閣  3,630円 

リサーチ・クエスチョンとは何か?
佐藤郁哉 著  筑摩書房  1,056円 

オセアニア文化事典
渡辺文 他著  丸善出版  26,400円 

防災と福祉ガイドブック
立木茂雄 他編著  永田祐 他著  
朝倉書店  3,520円 

刑事法学の新たな挑戦
十河太朗 川崎友巳 他著
成文堂  22,000円 

論点体系 判例労働法 1 第2版
土田道夫 他著  第一法規  7,150円 

アメリカ映画史入門
河原大輔 他著  三修社  4,180円 

公共政策学事典
野田遊 他編著   
市川喜崇 入江容子 風間規男 真山達志
武藏勝宏 山谷清志 他著  
丸善出版  27,500円 

Middle-Class Boys' Schools
in England and Japan
ROBERT WILLIAM ASPINALL 著  
Routledge 

プラットフォームとデモクラシー
吉田徹 他著  慶應義塾大学出版会  
2,970円 

同
志
社
人

訪

　
　問

Interview 
with

Doshisha 
People

映
画『
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
地
球
交
響
楽
』を
は
じ
め
、多
彩

な
ア
ニ
メ
作
品
の
脚
本
を
手
が
け
る
内
海
照
子
さ
ん
。同
志
社

大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
後
、法
律
事
務
所
で
キ
ャ
リ
ア
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
が
、表
現
へ
の
思
い
が
高
ま
り
転
身
、そ
の

世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。現
在
は
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
会
社

「
ラ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
」の
代
表
と
し
て
も
活
躍
中
。歩
み
の
原
点
に

は
、大
学
時
代
に
所
属
し
て
い
た
軽
音
サ
ー
ク
ルS.M

.M
.A.（
サ

ン
マ
）で
の
表
現
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
は
、同
じ
サ
ー
ク
ル

の
後
輩
で
も
あ
る
文
学
部
美
学
芸
術
学
科
4
年
次
生
の
嶺
井

舞
子
さ
ん
が
、内
海
さ
ん
の
制
作
現
場
を
訪
ね
ま
し
た
。

今回の同志社人

うつ み てるこ

内海 照子さん（右）
同志社中学校、高校を経て同志社大学
法学部法律学科卒業。大学時代は軽音
サークルS.M.M.A.に所属。現在は「ラパ
ントラック」代表を務めながら同社オリジ
ナルの作品や、他社の作品でシリーズ構
成や脚本を担当。2026年にMBS/TBS
系列で放送予定のアニメ『正反対な君
と僕』でシリーズ構成を担当予定。

ラパントラック代表・脚本家

Interviewer 

み ね い まこ

嶺井 舞子さん（左）
沖縄県出身。学部では現代アートと
アート市場について学び、課外活動で
は大学公認軽音サークルS.M.M.A.
に所属し、ボーカリストとして活動。
幼い頃から声楽やボイストレーニング
に触れ、オペラやポップス、ラテン、
ロック等、多岐にわたるジャンルに関
心を寄せる。

文学部美学芸術学科4年次生

に
つ
な
が
っ
た
ん
で
す
。以
前
、制
作
進
行
と
し
て
ご
一
緒
し
た
監
督

が
、私
が
バ
ン
ド
を
や
って
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
り
、今
回

の
ド
ラ
え
も
ん
の
映
画
が
楽
器
を
扱
う
作
品
だ
っ
た
た
め
、「
こ
れ
は

内
海
さ
ん
に
」と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

嶺
井
：
す
ご
い
。S.M

.M
.A
.

で
の
経
験
が
そ
こ
ま
で
お
仕
事
に
ダ
イ

レ
ク
ト
に
つ
な
が
って
い
た
ん
で
す
ね
。

内
海
：
私
が
学
生
時
代
に
や
って
い
た
音
楽
と
、映
画
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
世
界
と
は
ジ
ャ
ン
ル
が
違
う
け
れ
ど
、重
な
る
部
分

も
あ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。た
と
え
ば
、「
こ
う
い
う
音
を
出
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
と
か
、表
現
へ
の
集
中
と
か
。そ
う
し
た
部
分
は
作
品

に
も
生
か
せ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

嶺
井
：
私
も
映
画
を
拝
見
し
ま
し
た
。初
め
て
の
楽
器
に
挑
戦
し
て
、

で
き
な
い
こ
と
に
直
面
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
て
。で
も
本
番
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
音
を
重
ね
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
時
に
、そ
れ
ま
で
の
練

習
の
苦
労
が
一
気
に
報
わ
れ
る
よ
う
な
瞬
間
が
訪
れ
る
…
。そ
の
シ
ー

ン
に
す
ご
く
共
感
し
ま
し
た
。

会
社
経
営
と
脚
本
家
業

理
想
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
を
求
め
て

嶺
井
：
内
海
さ
ん
は
2
0
1
4
年
に
制
作
会
社「
ラ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
」

を
設
立
さ
れ
、代
表
も
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。脚
本
家
で
あ

り
な
が
ら
経
営
も
手
掛
け
る
な
ん
て
大
変
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

内
海
：
あ
る
人
に「
ラ
イ
タ
ー
を
や
り
た
い
な
ら
、も
う
会
社
を
や
っ

ち
ゃ
え
ば
」と
言
わ
れ
、そ
の
発
想
も「
あ
り
か
な
」と
。オ
リ
ジ
ナ
ル
ア

ニ
メ
で
は
企
画
段
階
か
ら
や
り
た
か
っ
た
し
、脚
本
、制
作
、宣
伝
ま
で

全
て
に
関
わ
り
た
か
っ
た
の
で
、そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
会
社
を
設
立

す
る
の
が
最
善
と
判
断
し
ま
し
た
。

嶺
井
：
ご
自
身
で
会
社
を
経
営
す
る
こ
と
で
、よ
り
自
由
に
創
作
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

内
海
：
そ
う
で
す
ね
。企
画
の

仕
込
み
か
ら
後
工
程
ま
で
私

が
書
い
た
脚
本
で
進
め
ら
れ

る
た
め
、絵
コ
ン
テ
や
ア
フ
レ
コ

に
も
全
て
関
わ
っ
て
細
や
か
な

チ
ェッ
ク
が
で
き
、解
釈
の
ズ
レ

が
生
ま
れ
に
く
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

嶺
井
：
で
は
最
後
に
、創
作

分
野
を
志
す
学
生
た
ち
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
海
：「
や
り
た
く
な
い
こ
と
は
や
ら
な
く
て
い
い
」と
い
う
の
が
私

の
考
え
。大
学
生
の
間
は
時
間
も
あ
る
し
友
達
も
い
る
。そ
う
い
う
時

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。興
味
が
あ
る
こ
と
を

突
き
詰
め
て
、心
ゆ
く
ま
で
や
っ
て
み
る
方
が
、結
局
将
来
何
か
の
糧

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

嶺
井
：
失
敗
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

内
海
：
私
は
た
く
さ
ん
失
敗
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
ん
な
時
は「
こ
の

話
は
脚
本
の
ネ
タ
に
で
き
る
な
」と
思
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す（
笑
）。

ま
た
、「
こ
れ
、で
き
ま
す
か
？
」と
言
わ
れ
た
ら
、自
分
の
力
が
足
り

な
い
な
と
思
って
も
基
本
的
に
引
き
受
け
る
姿
勢
で
い
ま
す
。今
の
自

分
が
あ
る
の
は
、チ
ャ
ン
ス
が
来
た
ら
飛
び
込
む
と
い
う
こ
と
を
続
け

て
き
た
結
果
だ
と
思
って
い
ま
す
。

嶺
井
：
内
海
さ
ん
の
経
験
談
は
、好
奇
心
を
大
切
に
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

本
日
は
、貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

嶺
井
：
内
海
さ
ん
は
ア
ニ
メ
業
界
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、法
律

学
科
を
卒
業
さ
れ
て
ア
ニ
メ
業
界
へ
進
ま
れ
た
の
は
、ど
う
い
う
経
緯

で
？

内
海
：
卒
業
後
は
、法
律
事
務
所
で
事
務
と
し
て
2
年
弱
働
い
て
い

ま
し
た
。仕
事
自
体
は
面
白
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、あ
る
と
き
ふ
と
、

「
何
十
年
後
か
も
同
じ
こ
と
を
し
て
い
そ
う
だ
な
」と
思
っ
て
、ル
ー

テ
ィ
ン
じ
ゃ
な
い
仕
事
を
、と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

嶺
井
：
そ
れ
が
ア
ニ
メ
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。ア
ニ
メ
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？

内
海
：
実
はS.M

.M
.A
.

が
関
係
し
て
い
て
。S.M

.M
.A
.

に
は
音
楽

オ
タ
ク
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、ア
ニ
メ
も
見
て
い
る
人
が
多
か
っ

た
。彼
ら
に
影
響
さ
れ
て
ア
ニ
メ
を
見
て
み
た
ら
、ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ

に
驚
い
て「
今
の
ア
ニ
メって
こ
ん
な
に
進
化
し
て
い
る
ん
だ
」と
面
白

く
感
じ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

嶺
井
：
業
界
に
入
ら
れ
て
す
ぐ
脚
本
の
お
仕
事
を
？

内
海
：
い
え
、最
初
は
制
作
進
行
と
い
う
職
種
で
働
き
ま
し
た
。絵

が
描
け
な
い
の
で
、本
の
編
集
者
の
よ
う
に
い
ろ
ん
な
人
に
絵
を
描
く

作
業
を
発
注
し
て
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
進
め
て
次
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に

内
海
：
加
藤
く
ん
は
、ち
ょ
っ
と
話
を
盛
る
癖
が
あ
る
ん
で
す
よ

（
笑
）。で
も
彼
と
は
高
校
時
代
に
、初
め
て
一
緒
に
バ
ン
ド
を
組
ん
だ

間
柄
。「
カ
レ
ー
会
議
」って
い
う
名
前
で
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。

嶺
井
：
す
ご
く
カ
ッ
コ
い
い
バ
ン
ド
名
で
す
ね
！
語
感
が「
東
京
事

変
」み
た
い
で
、私
は
好
き
で
す
。

内
海
：
あ
り
が
と
う
。語
感
、大
事
よ
ね
。

嶺
井
：
内
海
さ
ん
の
担
当
は
ど
の
パ
ー
ト
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

内
海
：
ギ
タ
ー
ボ
ー
カ
ル
で
し
た
。で
も
、正
直
、あ
ま
り
歌
え
て
い
な

か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

嶺
井
：
私
も
、サ
ー
ク
ル
に
入
る
と
き
は「
ギ
タ
ー
ボ
ー
カ
ル
が
で
き

た
ら
カ
ッ
コ
い
い
な
」と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、ギ
タ
ー
が
全
然
弾

け
な
く
て（
笑
）。今
は
ピ
ン
ボ
ー
カ
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

内
海
：
そ
れ
は
き
っ
と
、歌
が
上
手
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

嶺
井
：
だ
と
い
い
の
で
す
が（
笑
）。S.M

.M
.A
.

っ
て
、ジ
ャ
ン
ル
も
人

も
本
当
に
自
由
で
、好
き
な
も
の
を
ま
っ
す
ぐ
に
楽
し
め
る
空
気
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。

内
海
：
う
ん
、そ
れ
は
変
わ
って
な
い
ん
だ
ね
。私
た
ち
の
頃
も
い
ろ
ん

な
人
が
い
て
、い
ろ
ん
な
音
楽
が
あ
っ
た
な
。

法
律
の
世
界
か
ら

物
語（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）の
世
界
へ

嶺
井
：
今
日
は
お
時
間
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

S.M
.M
.A
.

出
身
の
加
藤
さ
ん
か
ら
、内
海
さ
ん
は「S.M

.M
.A
.

の
文

化
人
」と
伺
って
い
て
、お
会
い
で
き
て
、光
栄
で
す
。

回
し
て
い
く
管
理
業
務
で
す
。こ
の
業
界
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
守
って
く

れ
な
い
人
も
多
く
て（
笑
）。ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
ま
な
い
か
ら
ト
ラ

ブ
ル
は
し
ょっ
ち
ゅ
う
。き
つ
い
業
界
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、想
像

以
上
で
し
た
。

嶺
井
：
う
わ
ぁ
、そ
れ
は
き
つ
そ
う
で
す
ね
…
。管
理
業
務
って
、法
律

事
務
所
で
の
経
験
も
生
か
せ
た
部
分
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

内
海
：
そ
う
で
す
ね
、近
い
部
分
は
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。制
作

現
場
で
の
経
験
は
、そ
の
後
の
脚
本
執
筆
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。制
作
進
行
時
代
の
つ
な
が
り
の
お
か
げ
で
脚
本
の
仕
事
が
で
き

て
い
ま
す
し
、脚
本
が
上
が
っ
た
後
、ど
う
い
う
作
業
が
続
く
の
か
、ど

こ
で
問
題
が
起
き
や
す
い
の
か
が
分
か
って
い
る
の
で
、そ
れ
は
私
の
強

み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

サ
ー
ク
ル
活
動
か
ら
つ
な
が
っ
た

音
楽
を
テ
ー
マ
に
し
た
国
民
的
ア
ニ
メ
の
脚
本

嶺
井
：
映
画『
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
地
球
交
響
楽
』の
脚
本
も
手

掛
け
ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。音
楽
が
テ
ー
マ
の
作
品
と
い
う
こ
と
で
、

内
海
さ
ん
のS.M

.M
.A
.

で
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
？

内
海
：
本
当
に
そ
の
通
り
で
、大
学
時
代
の
バ
ン
ド
経
験
が
こ
の
仕
事

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
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に
つ
な
が
っ
た
ん
で
す
。以
前
、制
作
進
行
と
し
て
ご
一
緒
し
た
監
督

が
、私
が
バ
ン
ド
を
や
って
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
り
、今
回

の
ド
ラ
え
も
ん
の
映
画
が
楽
器
を
扱
う
作
品
だ
っ
た
た
め
、「
こ
れ
は

内
海
さ
ん
に
」と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

嶺
井
：
す
ご
い
。S.M

.M
.A
.

で
の
経
験
が
そ
こ
ま
で
お
仕
事
に
ダ
イ

レ
ク
ト
に
つ
な
が
って
い
た
ん
で
す
ね
。

内
海
：
私
が
学
生
時
代
に
や
って
い
た
音
楽
と
、映
画
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
世
界
と
は
ジ
ャ
ン
ル
が
違
う
け
れ
ど
、重
な
る
部
分

も
あ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。た
と
え
ば
、「
こ
う
い
う
音
を
出
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
と
か
、表
現
へ
の
集
中
と
か
。そ
う
し
た
部
分
は
作
品

に
も
生
か
せ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

嶺
井
：
私
も
映
画
を
拝
見
し
ま
し
た
。初
め
て
の
楽
器
に
挑
戦
し
て
、

で
き
な
い
こ
と
に
直
面
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
て
。で
も
本
番
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
音
を
重
ね
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
時
に
、そ
れ
ま
で
の
練

習
の
苦
労
が
一
気
に
報
わ
れ
る
よ
う
な
瞬
間
が
訪
れ
る
…
。そ
の
シ
ー

ン
に
す
ご
く
共
感
し
ま
し
た
。

会
社
経
営
と
脚
本
家
業

理
想
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
を
求
め
て

嶺
井
：
内
海
さ
ん
は
2
0
1
4
年
に
制
作
会
社「
ラ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
」

を
設
立
さ
れ
、代
表
も
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。脚
本
家
で
あ

り
な
が
ら
経
営
も
手
掛
け
る
な
ん
て
大
変
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

内
海
：
あ
る
人
に「
ラ
イ
タ
ー
を
や
り
た
い
な
ら
、も
う
会
社
を
や
っ

ち
ゃ
え
ば
」と
言
わ
れ
、そ
の
発
想
も「
あ
り
か
な
」と
。オ
リ
ジ
ナ
ル
ア

ニ
メ
で
は
企
画
段
階
か
ら
や
り
た
か
っ
た
し
、脚
本
、制
作
、宣
伝
ま
で

全
て
に
関
わ
り
た
か
っ
た
の
で
、そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
会
社
を
設
立

す
る
の
が
最
善
と
判
断
し
ま
し
た
。

嶺
井
：
ご
自
身
で
会
社
を
経
営
す
る
こ
と
で
、よ
り
自
由
に
創
作
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

内
海
：
そ
う
で
す
ね
。企
画
の

仕
込
み
か
ら
後
工
程
ま
で
私

が
書
い
た
脚
本
で
進
め
ら
れ

る
た
め
、絵
コ
ン
テ
や
ア
フ
レ
コ

に
も
全
て
関
わ
っ
て
細
や
か
な

チ
ェッ
ク
が
で
き
、解
釈
の
ズ
レ

が
生
ま
れ
に
く
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

嶺
井
：
で
は
最
後
に
、創
作

分
野
を
志
す
学
生
た
ち
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
海
：「
や
り
た
く
な
い
こ
と
は
や
ら
な
く
て
い
い
」と
い
う
の
が
私

の
考
え
。大
学
生
の
間
は
時
間
も
あ
る
し
友
達
も
い
る
。そ
う
い
う
時

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。興
味
が
あ
る
こ
と
を

突
き
詰
め
て
、心
ゆ
く
ま
で
や
っ
て
み
る
方
が
、結
局
将
来
何
か
の
糧

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

嶺
井
：
失
敗
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

内
海
：
私
は
た
く
さ
ん
失
敗
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
ん
な
時
は「
こ
の

話
は
脚
本
の
ネ
タ
に
で
き
る
な
」と
思
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す（
笑
）。

ま
た
、「
こ
れ
、で
き
ま
す
か
？
」と
言
わ
れ
た
ら
、自
分
の
力
が
足
り

な
い
な
と
思
って
も
基
本
的
に
引
き
受
け
る
姿
勢
で
い
ま
す
。今
の
自

分
が
あ
る
の
は
、チ
ャ
ン
ス
が
来
た
ら
飛
び
込
む
と
い
う
こ
と
を
続
け

て
き
た
結
果
だ
と
思
って
い
ま
す
。

嶺
井
：
内
海
さ
ん
の
経
験
談
は
、好
奇
心
を
大
切
に
、い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

本
日
は
、貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

嶺
井
：
内
海
さ
ん
は
ア
ニ
メ
業
界
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、法
律

学
科
を
卒
業
さ
れ
て
ア
ニ
メ
業
界
へ
進
ま
れ
た
の
は
、ど
う
い
う
経
緯

で
？

内
海
：
卒
業
後
は
、法
律
事
務
所
で
事
務
と
し
て
2
年
弱
働
い
て
い

ま
し
た
。仕
事
自
体
は
面
白
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、あ
る
と
き
ふ
と
、

「
何
十
年
後
か
も
同
じ
こ
と
を
し
て
い
そ
う
だ
な
」と
思
っ
て
、ル
ー

テ
ィ
ン
じ
ゃ
な
い
仕
事
を
、と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

嶺
井
：
そ
れ
が
ア
ニ
メ
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。ア
ニ
メ
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
？

内
海
：
実
はS.M
.M
.A
.

が
関
係
し
て
い
て
。S.M

.M
.A
.

に
は
音
楽

オ
タ
ク
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、ア
ニ
メ
も
見
て
い
る
人
が
多
か
っ

た
。彼
ら
に
影
響
さ
れ
て
ア
ニ
メ
を
見
て
み
た
ら
、ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ

に
驚
い
て「
今
の
ア
ニ
メって
こ
ん
な
に
進
化
し
て
い
る
ん
だ
」と
面
白

く
感
じ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

嶺
井
：
業
界
に
入
ら
れ
て
す
ぐ
脚
本
の
お
仕
事
を
？

内
海
：
い
え
、最
初
は
制
作
進
行
と
い
う
職
種
で
働
き
ま
し
た
。絵

が
描
け
な
い
の
で
、本
の
編
集
者
の
よ
う
に
い
ろ
ん
な
人
に
絵
を
描
く

作
業
を
発
注
し
て
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
進
め
て
次
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に

内
海
：
加
藤
く
ん
は
、ち
ょ
っ
と
話
を
盛
る
癖
が
あ
る
ん
で
す
よ

（
笑
）。で
も
彼
と
は
高
校
時
代
に
、初
め
て
一
緒
に
バ
ン
ド
を
組
ん
だ

間
柄
。「
カ
レ
ー
会
議
」って
い
う
名
前
で
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。

嶺
井
：
す
ご
く
カ
ッ
コ
い
い
バ
ン
ド
名
で
す
ね
！
語
感
が「
東
京
事

変
」み
た
い
で
、私
は
好
き
で
す
。

内
海
：
あ
り
が
と
う
。語
感
、大
事
よ
ね
。

嶺
井
：
内
海
さ
ん
の
担
当
は
ど
の
パ
ー
ト
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

内
海
：
ギ
タ
ー
ボ
ー
カ
ル
で
し
た
。で
も
、正
直
、あ
ま
り
歌
え
て
い
な

か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

嶺
井
：
私
も
、サ
ー
ク
ル
に
入
る
と
き
は「
ギ
タ
ー
ボ
ー
カ
ル
が
で
き

た
ら
カ
ッ
コ
い
い
な
」と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、ギ
タ
ー
が
全
然
弾

け
な
く
て（
笑
）。今
は
ピ
ン
ボ
ー
カ
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

内
海
：
そ
れ
は
き
っ
と
、歌
が
上
手
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

嶺
井
：
だ
と
い
い
の
で
す
が（
笑
）。S.M

.M
.A
.

っ
て
、ジ
ャ
ン
ル
も
人

も
本
当
に
自
由
で
、好
き
な
も
の
を
ま
っ
す
ぐ
に
楽
し
め
る
空
気
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。

内
海
：
う
ん
、そ
れ
は
変
わ
って
な
い
ん
だ
ね
。私
た
ち
の
頃
も
い
ろ
ん

な
人
が
い
て
、い
ろ
ん
な
音
楽
が
あ
っ
た
な
。

　ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
前
向
き
な
内
海
さ
ん
の
生
き
方
に
触

れ
、刺
激
と
わ
く
わ
く
を
た
く
さ
ん
受
け
る
イ
ン
タ
ビュ
ー

と
な
り
ま
し
た
。一
見
無
関
係
に
見
え
る
過
去
の
活
動
や

過
程
も
、す
べて
が
ど
こ
か
で
人
生
や
キ
ャ
リ
ア
の
糧
と
な
る

の
だ
な
と
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。私
も
今
あ
る
興
味・関

心
を
大
切
に
し
て
、内
海
さ
ん
の
よ
う
な
味
わ
い
深
く
、面

白
い
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。今
後
も
し
な
や
か
に
進
化
し

て
い
く
内
海
さ
ん
の
ご
活
躍
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る

数
々
の
作
品
た
ち
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

嶺
井 

舞
子
さ
ん

Interview
er 

回
し
て
い
く
管
理
業
務
で
す
。こ
の
業
界
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
守
って
く

れ
な
い
人
も
多
く
て（
笑
）。ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
ま
な
い
か
ら
ト
ラ

ブ
ル
は
し
ょっ
ち
ゅ
う
。き
つ
い
業
界
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、想
像

以
上
で
し
た
。

嶺
井
：
う
わ
ぁ
、そ
れ
は
き
つ
そ
う
で
す
ね
…
。管
理
業
務
って
、法
律

事
務
所
で
の
経
験
も
生
か
せ
た
部
分
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？

内
海
：
そ
う
で
す
ね
、近
い
部
分
は
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。制
作

現
場
で
の
経
験
は
、そ
の
後
の
脚
本
執
筆
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。制
作
進
行
時
代
の
つ
な
が
り
の
お
か
げ
で
脚
本
の
仕
事
が
で
き

て
い
ま
す
し
、脚
本
が
上
が
っ
た
後
、ど
う
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業
が
続
く
の
か
、ど
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手
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ま
し
た
。音
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が
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う
こ
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で
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内
海
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のS.M

.M
.A
.
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経
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れ
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内海さんが脚本を手掛けた映画『ドラえもん のび太
の地球交響楽』のディスクパッケージ（左）と映画
パンフレット（右）
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に
つ
な
が
っ
た
ん
で
す
。以
前
、制
作
進
行
と
し
て
ご
一
緒
し
た
監
督

が
、私
が
バ
ン
ド
を
や
って
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
り
、今
回

の
ド
ラ
え
も
ん
の
映
画
が
楽
器
を
扱
う
作
品
だ
っ
た
た
め
、「
こ
れ
は

内
海
さ
ん
に
」と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

嶺
井
：
す
ご
い
。S.M

.M
.A
.

で
の
経
験
が
そ
こ
ま
で
お
仕
事
に
ダ
イ

レ
ク
ト
に
つ
な
が
って
い
た
ん
で
す
ね
。

内
海
：
私
が
学
生
時
代
に
や
って
い
た
音
楽
と
、映
画
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
世
界
と
は
ジ
ャ
ン
ル
が
違
う
け
れ
ど
、重
な
る
部
分

も
あ
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。た
と
え
ば
、「
こ
う
い
う
音
を
出
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
と
か
、表
現
へ
の
集
中
と
か
。そ
う
し
た
部
分
は
作
品

に
も
生
か
せ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

嶺
井
：
私
も
映
画
を
拝
見
し
ま
し
た
。初
め
て
の
楽
器
に
挑
戦
し
て
、

で
き
な
い
こ
と
に
直
面
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
て
。で
も
本
番
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
音
を
重
ね
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
時
に
、そ
れ
ま
で
の
練

習
の
苦
労
が
一
気
に
報
わ
れ
る
よ
う
な
瞬
間
が
訪
れ
る
…
。そ
の
シ
ー

ン
に
す
ご
く
共
感
し
ま
し
た
。

会
社
経
営
と
脚
本
家
業

理
想
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
を
求
め
て

嶺
井
：
内
海
さ
ん
は
2
0
1
4
年
に
制
作
会
社「
ラ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
」

を
設
立
さ
れ
、代
表
も
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。脚
本
家
で
あ

り
な
が
ら
経
営
も
手
掛
け
る
な
ん
て
大
変
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

内
海
：
あ
る
人
に「
ラ
イ
タ
ー
を
や
り
た
い
な
ら
、も
う
会
社
を
や
っ

ち
ゃ
え
ば
」と
言
わ
れ
、そ
の
発
想
も「
あ
り
か
な
」と
。オ
リ
ジ
ナ
ル
ア

ニ
メ
で
は
企
画
段
階
か
ら
や
り
た
か
っ
た
し
、脚
本
、制
作
、宣
伝
ま
で

全
て
に
関
わ
り
た
か
っ
た
の
で
、そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
会
社
を
設
立

す
る
の
が
最
善
と
判
断
し
ま
し
た
。

嶺
井
：
ご
自
身
で
会
社
を
経
営
す
る
こ
と
で
、よ
り
自
由
に
創
作
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

内
海
：
そ
う
で
す
ね
。企
画
の

仕
込
み
か
ら
後
工
程
ま
で
私

が
書
い
た
脚
本
で
進
め
ら
れ

る
た
め
、絵
コ
ン
テ
や
ア
フ
レ
コ

に
も
全
て
関
わ
っ
て
細
や
か
な

チ
ェッ
ク
が
で
き
、解
釈
の
ズ
レ

が
生
ま
れ
に
く
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

嶺
井
：
で
は
最
後
に
、創
作

分
野
を
志
す
学
生
た
ち
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
海
：「
や
り
た
く
な
い
こ
と
は
や
ら
な
く
て
い
い
」と
い
う
の
が
私

の
考
え
。大
学
生
の
間
は
時
間
も
あ
る
し
友
達
も
い
る
。そ
う
い
う
時

に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。興
味
が
あ
る
こ
と
を

突
き
詰
め
て
、心
ゆ
く
ま
で
や
っ
て
み
る
方
が
、結
局
将
来
何
か
の
糧

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

嶺
井
：
失
敗
を
恐
れ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

内
海
：
私
は
た
く
さ
ん
失
敗
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
ん
な
時
は「
こ
の

話
は
脚
本
の
ネ
タ
に
で
き
る
な
」と
思
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す（
笑
）。
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か
？
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足
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受
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レ
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。
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経
験
は
、そ
の
後
の
脚
本
執
筆
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。制
作
進
行
時
代
の
つ
な
が
り
の
お
か
げ
で
脚
本
の
仕
事
が
で
き

て
い
ま
す
し
、脚
本
が
上
が
っ
た
後
、ど
う
い
う
作
業
が
続
く
の
か
、ど

こ
で
問
題
が
起
き
や
す
い
の
か
が
分
か
って
い
る
の
で
、そ
れ
は
私
の
強

み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

サ
ー
ク
ル
活
動
か
ら
つ
な
が
っ
た

音
楽
を
テ
ー
マ
に
し
た
国
民
的
ア
ニ
メ
の
脚
本

嶺
井
：
映
画『
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
地
球
交
響
楽
』の
脚
本
も
手

掛
け
ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。音
楽
が
テ
ー
マ
の
作
品
と
い
う
こ
と
で
、

内
海
さ
ん
のS.M

.M
.A
.

で
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
？

内
海
：
本
当
に
そ
の
通
り
で
、大
学
時
代
の
バ
ン
ド
経
験
が
こ
の
仕
事

内海さんが脚本を手掛けた映画『ドラえもん のび太
の地球交響楽』のディスクパッケージ（左）と映画
パンフレット（右）

ラパントラック制作オリジナルTVアニメ
『さらざんまい』のキャラクター
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　六
百
年
を
超
え
る
歴
史
が
あ
る
日

本
が
誇
る
古
典
芸
能
、
能
楽
。
連
綿

と
続
く
伝
統
の
世
界
に
身
を
置
き
、

未
来
を
担
う
能
楽
師
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
の
が
片
山
峻
佑
さ
ん
だ
。

　物
心
つ
い
た
頃
か
ら
稽
古
を
受
け
、

能
は
生
活
の
一
部
だ
っ
た
と
い
う
片
山

さ
ん
。
３
歳
で
初
舞
台
を
踏
ん
だ
後
、

数
々
の
曲
で
子
方
（
子
ど
も
が
演
じ

る
役
）
を
勤
め
て
き
た
。

　「初
舞
台
の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
な
い

の
で
す
が
、
子
ど
も
の
頃
は
緊
張
と
は

無
縁
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
能
の

歴
史
や
、一
つ
一
つ
の
所
作
の
意
味
が

分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
今
の
方
が
緊
張

し
ま
す
ね
」

　日
々
の
稽
古
は
、
大
学
か
ら
帰
っ
た

後
に
始
ま
る
。
父
の
片
山
伸
吾
さ
ん

や
他
の
師
匠
か
ら
指
導
を
受
け
る
以

外
は
、
自
主
稽
古
で
研
鑽
を
積
む
。

技
と
人
間
性
を
磨
き
、

 

一
人
前
の
能
楽
師
に
。

能
の
伝
統
を
継
承
し
、

未
来
へ
つ
な
ぐ
。

片
山
家
は
「
シ
テ
方
」（
主
役
）
を
勤

め
る
が
、
太
鼓
や
小
鼓
な
ど
も
習
う
。

そ
れ
は
、
能
の
世
界
で
は
全
員
で
合
わ

せ
て
稽
古
す
る
機
会
が
一
回
し
か
な

い
か
ら
な
の
だ
と
か
。「
申
し
合
わ
せ
」

と
呼
ば
れ
る
そ
の
一
回
で
、
舞
う
人
、

謳
う
人
、
囃
す
人
の
バ
ラ
ン
ス
を
合
わ

せ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
共
演

す
る
人
た
ち
の
リ
ズ
ム
感
や
、
舞
台
で

の
動
き
を
知
る
た
め
の
稽
古
が
欠
か
せ

な
い
。

　今
は
全
て
の
稽
古
が
楽
し
い
と
充

実
感
を
に
じ
ま
せ
る
片
山
さ
ん
に
、

能
の
や
り
が
い
を
聞
い
て
み
る
と
「
何

百
年
も
前
の
作
品
を
演
じ
る
こ
と
が

で
き
る
と
こ
ろ
」
と
答
え
て
く
れ
た
。

古
語
や
節
回
し
は
難
し
い
が
、
そ
れ

が
少
し
ず
つ
体
に
馴
染
ん
で
い
く
感
覚

が
楽
し
い
の
だ
と
い
う
。

　「父
や
師
匠
も
含
め
、
先
輩
能
楽

師
た
ち
が
紡
い
で
き
た
歴
史
と
伝
統

を
現
代
に
つ
な
ぐ
。
自
分
も
そ
の
一

端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
は
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
感
じ
て
い
ま
す
」

　幼
少
期
か
ら
能
に
打
ち
込
ん
で
き

た
片
山
さ
ん
に
は
、
そ
の
表
現
の
仕

方
や
所
作
の
奥
深
さ
を
、
ス
ポ
ー
ツ

科
学
の
視
点
か
ら
探
求
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
部
に
進
学
し
た
片
山
さ
ん
は
今
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
な
が

ら
、
生
理
学
を
学
ん
で
い
る
。

　「能
と
は
全
く
異
な
る
価
値
観
や
体

の
動
か
し
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

が
面
白
い
で
す
ね
。
学
部
に
は
能
を
よ

く
知
ら
な
い
友
人
も
多
い
の
で
、
ま
ず

は
実
際
に
僕
の
舞
台
を
観
て
も
ら
っ

て
、
能
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
け
れ
ば

と
思
って
い
ま
す
」

　今
後
は
、
緊
張
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
能
と
ス

ポ
ー
ツ
両
方
の
視
点
か
ら
研
究
し
た

い
と
片
山
さ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
知

識
を
能
楽
に
還
元
し
、
自
身
の
芸
を

さ
ら
に
磨
い
て
い
く
。
そ
の
先
に
あ
る
、

一
人
前
の
能
楽
師
に
な
る
、
と
い
う
目

標
に
向
かって
。

３歳の初舞台、仕舞「猩々」の様子。

M
y 

Pu
r
p
o
s
e

挑
戦
す
る
人

幼少期より祖父・父の稽古
を受ける。３歳の時、仕舞
「猩々」にて初舞台を踏む。
小学生の頃から12年間続
けたラグビーで培った体
幹や体力を活かした、躍動
感のある舞を得意として
いる。趣味はサッカーや
野球などのスポーツ観戦。

片山 峻佑さん
しゅんすけかたやま

Portraits
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こ
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た

スポーツ健康科学部
3年次生

は
や

同志社よ、その名は一つの目的を意味する
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竹中 直文さん
たけなか  　なおふみ

うつみ  　　てるこ

内海 照子さんに聞く【同志社人訪問】

巻頭企画［リーダーに訊く］

ラパントラック代表・脚本家

ダイキン工業株式会社
代表取締役社長 兼 COO

つ
く
る

   

未
来
へ
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